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　身にまとっているのは朱しゆ色いろの裳も唐から衣ぎぬで、黒くろ髪かみは畳たたみに波打つほど長かった。

　その姿で大だい内だい裏りの広間に座った『里り桜お』は、全身が硬こう直ちよくするほど緊きん張ちようしていた。

「ほう、そなたが里桜姫ひめか。面おもてを上げよ」

　威い厳げんのある声が正面から聞こえた。この国を治める龍りゆう宝ほう帝ていと里桜の姿で会うのは初めてだ。

　しかも、いつもならこの姿で誰だれかと会う時は御み簾す越ごしなのに、今日はそれがなかった。

　里桜は覚かく悟ごを決めて顔を上げた。堂々とするべきだ。おどおどしていたら不ふ審しんに思われる。

「これは……！　白はく桜おうによく似ているな。いや、似ているというより、そっくりだ。……いくら姉弟きようだいとはいえ、ここまで似ているのはおかしい。お前は白桜だろう！」

　龍宝帝の顔つきが一いつ瞬しゆんで厳しいものに変わった。里桜は息を吞のんで、硬直する。白びやつ虎こ家の跡あと取とりである、白銀の髪かみと紅の瞳ひとみを持つ白桜は、里桜の弟という事になっている。だが本当は里桜と白桜は同一人物だ。実は訳があって里桜は普ふ段だんは男装して、周囲には男だと偽いつわっている。

　もちろんそれは、誰にも言ってはならない秘密だったのだが……。

（とうとう秘密がばれた！　やはり女として大内裏に上がるなんて無む謀ぼうだったんだ）

　人生最大の危機に立たされ、里桜は真っ青になって顔を引きつらせた。
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「想そう月げつ、いよいよ〝国崩くずしの嵐あらし〟を決行する時がきたな」

　夜の闇やみを背負って話しかけたのは、碧へき嵐らんだ。想月は目を伏ふせたまま、小さく頷うなずいた。

「どうした、浮うかない顔をして。長い時をかけて作り上げた計画が、ようやく実を結ぶのだ。忌いみ神一族をとりまとめるお前がそんな事では困るぞ」

　わずかに眉まゆ根ねを寄せた碧嵐に、想月はゆっくりと口角を上げた。

「少し疲つかれているだけです。大だい丈じよう夫ぶですよ」

　碧嵐はこの国を治める龍宝帝の子息だが、ある事情から父と兄の青せい丞じようを恨うらんでいた。

　だが、彼は知らない。そう仕向けたのが、想月である事を。

　碧嵐の信しん頼らいを勝ち取るのに、かなりの労力を使った。それが功を奏して、想月がこの国と帝みかどに恨みを持つ忌み神一族の一人だと知っても、彼の信頼は揺ゆらがなかった。

　だが、偽りで作り上げた信頼は、そう長くはもたないとも知っている。

　だから計画を急ぐ必要があった。

　計画が実行されるまでは、彼に不信感をもたれるわけにはいかない。

　彼は何も知らずに、自分の手の平で踊おどる人形であればいいのだ。

　碧嵐が疑いの眼まな差ざしのまま、腕うで組ぐみをした。

「……一つ聞きたい事がある。先日、お前が白桜を連れて来ようとしたと聞いたぞ。お前は以前白虎家に忍しのび込む為ために、白桜の実家に入り込んでいたそうではないか。白桜と会っていたという事は、まさか奴やつに情が移っているのではないだろうな」

　顔色一つ変えはしなかったが、心はざわついた。

　碧嵐は白桜が里桜という女性だと知らない。彼が言う情とは、友としてのものだろう。

　だがこの胸を焦こがす衝しよう動どうは、友の情などではない。

　白桜を……里桜を愛している。一度は闇の世界で生きる者として身を引こうとしたが、彼女が青丞に特別な感情を抱いだいているかもしれないと気付き、嫉しつ妬との炎ほのおが燃え上がった。

「白桜は敵です。忌み神一族はもとは四神の一族だった者達。跡取りがいないというだけで都を追放になった私の一族は、この国を、帝を、そして国を守護する四神を恨んでいます。この憎にくしみが揺らぐことはありません」

　だが心とは裏腹の答えを返した。彼女を愛しているが、気持ちのままには走れない。

「本当だな。では、誓ちかえ。お前は白桜よりも、使命をとると」

　碧嵐になおも不審げな声を向けられた。想月は彼の目をじっと見つめて、不敵に笑う。

「誓いましょう。白桜に情けはかけません。使命の方がずっと大切です」

　言い切った言葉に、噓うそはない、はずだった────。
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　大内裏の広間に座った里桜は、青ざめていた。

　目の前には、龍宝帝と側近の如月きさらぎがいる。

　二人とも、白桜として何度も会っている相手だ。

　今は黒髪のかつらを被かぶり、華はなやかな裳唐衣に身を包んでいる。どこからどう見ても女の姿をしているが、龍宝帝に顔を見られたとたん、お前は白桜だろう！　と追つい及きゆうされた。

　如月もまじまじとこちらを見つめて、眉根を寄せる。

「本当に。主上の仰おつしやる通り、まさに白桜そのもの。白桜、女性の姿をして、いったい何をしているのですか？」

（まずい……！　やっぱりわたしが白桜だってばれてる。何とかしないと！）

　里桜は普段は白桜という名で、白虎家の跡取りの『男』として暮らしている。

　もちろんそれは誰にも知られてはならない秘密で、危険な橋を渡わたるのには理由があった。

　この国を守護する四神の像を守る一族。

　その一つである白虎家には、跡取りとなれる男子がいなかった。

　そこで一族を存続させる為、里桜は白桜と名乗り、男として白虎家の跡取りとなったのだ。

　秘密を守り続けて、ようやく男として見習い官かん吏りにまでなったのに、危険を冒おかして女の姿で大内裏に来たのには訳がある。

（もとはといえば、主上が尚侍ないしのかみなんて大切なお役目を、会った事もない里桜姫に与あたえるなんて言われたからだ。いったい、何を考えておられるんだ！）

　心中の怒いかりを表に出さないようにするには、かなりの努力が必要だった。

　尚侍とは帝の政務の補ほ佐さをする女官で、才さい色しよく兼けん備びで家いえ柄がらの良い女性に与えられる、誇ほこりある仕事だ。本来なら素す晴ばらしいお役目だと喜ぶべきだが、秘密を抱かかえた身ではそうはいかない。

　里桜は、ちらりと隣となりに座る祖父の上総かずさだに目をやった。

　白虎家の当主である上総は、顔色一つ変えてはいないが、内心では焦あせっているのが里桜にだけはわかった。もし里桜と白桜が同一人物だと知られたら、白虎家は終わりだ。

　四神の一族の地位を剝はく奪だつされるだけでなく、一族全員が処しよ刑けいになってもおかしくない。

　すぐに尚侍のお役目を断ろうとした上総だが、貴族の姫の誰もが羨うらやむ出世を断るからにはそれなりの理由が必要だ。

　身体からだが弱いからと言いつくろったものの、最高の医者を用意すると返され、知識不足だと言えば、今から勉強すれば良いと言われたらしい。

　結局、そんなに嫌いやがるのは何か別の理由があるのではと聞かれ、上総は困り切っていた。

　龍宝帝は勘かんがいい。これ以上嫌がったら、きっと理由を探さぐってくるだろう。

　だから里桜は危険を覚悟で女の姿になり、大内裏へ来たのだ。

（自分で尚侍なんて大役は無理ですって主上に直接断りに来たのに、その前にわたしが白桜だってばれたら元も子もない。絶対にこの場を乗り切らないと！）

　決意を胸に、柔やわらかい笑えみを浮かべた。男のふりをしている時には決して見せない表情だ。

「主上、初めてお目にかかります。里桜と申します。……白桜と似ているのは当たり前でございます。姉弟ですから。幼い頃ころから双ふた子ごのようだと〝母〟にも言われておりました」

　できる限りしとやかな声こわ色いろで、笑みも慎つつましさを意識した。

　いつもの白桜とはまったく違ちがう表情を作り、更さらに〝母〟を強調する。

　龍宝帝の初はつ恋こいの人が、亡なくなった母の桜さくら子こだと知っていたからだ。

「桜子姫か。懐なつかしいな」

　龍宝帝の目が細められたのを見み逃のがさない。里桜はここぞとばかりに話しかけた。

「はい。母も間違うほど、弟とは子供の頃から本当によく似ていたので、わたしは周りから男か女かわからないといじめられたりもしました」

　笑みを少しばかり辛つらそうに歪ゆがめると、龍宝帝がふいに表情を変えた。

「そうか……。辛い思いをしたのだな」

　申し訳なさそうに目を伏せた龍宝帝を見て、心の中でよしっと拳こぶしを握にぎる。

（帝の機き嫌げんを損そこねないよう冗じよう談だんめかして、だけど本音では嫌なんだって気付いてもらうのが一番だ。何とかうまくいったみたいだな。それに母上の名前も効いたようだ。やはり母上は主上にとっては特別みたいだ）

　真っ赤な噓ばかりだが、何とかこの場を凌しのぎたい。

　里桜と白桜が同一人物だという秘密は、絶対に守らなければならない。

「幼い頃から身体が弱くて、母はとてもわたしを心配していました。いじめられたりからかわれたりしようものなら、烈れつ火かのごとく怒おこってくれて。……主上もわたしが白桜だなんて冗談を口にされると、母に叱しかられてしまいますよ」

　白桜ではありませんと強く否定するのは逆効果だ。

　だから母の名前を出しつつやんわりと否定する。

　噓なんてつきなれていないから、心臓は飛び出しそうにどきどきしていたが、何とかそれを顔に出さないようにした。

　しばらく流れた沈ちん黙もくが永遠のように感じられた。

　固かた唾ずを吞のんで様子を窺うかがっていると、龍宝帝がふっと微笑ほほえんだ。

「……もちろん、私もそなたが白桜だなどと本気で思っている訳ではない。よく似ていたから、つい冗談を言っただけだ。白桜は白びやつ虎こ家の特とく徴ちようである白銀の髪かみに紅の瞳ひとみだが、里桜姫ひめは黒くろ髪かみに黒い瞳だ。髪はかつらを被れるが、瞳の色は変えられまい」

「その通りでございますね、主上」

　はははと笑い合う龍宝帝と如月に、心底ほっとした。

　四神の一族の家長や跡あと取とりは、その一族が守る四神の像に触ふれると髪と目の色が変わる。

　白桜も白虎の像に触れて、白銀の髪と紅の瞳になっていた。

　青せい龍りゆう家の家長である龍宝帝も、紺こん碧ぺきの髪と瞳という不思議な容姿を持っている。

　その瞳や髪は四神の像に触れなければ、数年で元に戻もどると言われていた。だが逆を言うと、数年はもとの黒髪や黒い目に戻る事はできない。

（やはり龍宝帝は、あの『薬』の事をご存じないみたいだ。よかった……！）

　ほっとして祖父に目配せすると、上総が小さく頷うなずいた。

　実は、白虎家には代々伝わる秘薬の作り方を書いた古文書がある。その秘薬は四神の像から発せられる神通力の影えい響きようを、一時的に受けないようにできるものらしい。

　それを初めて聞いた時の感想は〝うさんくさい！〟だった。

　しかし、四神の像から発せられる神通力で髪や目の色が変わるなら、それを遮さえぎれば元に戻るという理り屈くつはわからないでもない。

　それに上総が、遠い昔父がそれを飲んで目と髪の色が戻ったのを見た事があるという。

　だが当時少年だった上総は、飲んでも効かなかったらしい。

　どうやら体質によって、効果に差がある薬のようなのだ。

　それを聞いた白桜は、藁わらにもすがる思いで、今にも破れそうな古文書にある薬の材料を祖父に集めてもらった。

（異国から、聞いただけで腰こしを抜ぬかすぐらいのお金を払はらって材料の薬草を手に入れたかいがあった。幸いわたしは体質にあって髪と目の色が変わったけど、でも……）

　浮うかれてばかりはいられなかった。試ためしに飲んだ薬が効いたのは、十日間だけだった。

　十日目には、ひどい頭痛とともに、髪と目の色が戻ってしまったのだ。

　今朝再び薬を飲んで、短い髪をごまかす為ためにかつらを被り裳も唐から衣ぎぬを着たら、どこからどう見ても女になった。

　しかしずっとこの姿でいられるわけではない。

　だから何としてでも、薬が効いている十日の間に、尚侍のお役目を断らねばならなかった。

　上総も同じ気持ちなのか、龍宝帝に向かって頭を下げる。

「主上、お話し中失礼します。里桜の事ですが……。この老いぼれは孫まご娘むすめの心配ばかりしております。尚侍とは、主上の政務の補佐をする女官。そんな大切なお役目がとても里桜に務まるとは思えませぬ」

「謙けん遜そんするな。同じく孫の白桜を見ていれば、お前がどれだけ教育に力を注いでいるかがわかる。白桜は常に正直で努力家だ。私はとても気に入っているのだぞ」

　面と向かって龍宝帝にほめられて、つい頰ほおがゆるんだ。

「いやぁ、それほどでも……」

「ん？　今の声は誰だれだ？」

　はっとして慌あわてて口を閉じた。そして、知らぬ顔で俯うつむく。

（危ない、危ない。わたしは今は里桜だ。大人しくしとやかにしていなくては！）

　龍宝帝が怪け訝げんな顔をしつつも、上総に目を戻した。

「先日の里桜姫ひめ争そう奪だつ戦では、優勝者は出なかった。里桜姫はしばらく結けつ婚こんの意思はないと聞いたぞ。ならばその聡そう明めいさを生かして、尚侍として私に力を貸してほしい」

　いろんな事情と誤解が重なって、里桜姫が絶世の美女だと噂うわさがたったのはつい先日の事だ。

　その時に、とても賢かしこいというありがたくも迷めい惑わくな尾おひれまでついていた。

「里桜は、聡明などでは……」

「だから謙遜するなと言っているだろう、上総。それに身体が弱いというのも心配せずともよいぞ。私が医師をつけてやろう。だからしばらく大だい内だい裏りで私の補佐をさせてみたらどうだ。それでどうしても身体が辛いようなら、私も考えよう。しかし……」

　龍宝帝の目がふいに鋭するどさを増した。

「やってもいないうちから、そうして頑がん固こなまでに断るのは、何か事情があるからなのか？　だったらそれは何だ。私が力になるから、話してみよ」

　親切心から出た言葉なのだと思う。だが、本当の事は死んでも話す訳にはいかない。

　同じ気持ちなのだろう、上総が言葉に詰つまっている。

　まずい、と里桜は思った。龍宝帝はひょうひょうとしているが切れ者だ。

　少しでもぼろを出せば、真実に気付かれるかもしれない。

「……おじいさま。わたしは主上のお話をお受けしようと思います」

　できるだけ弱々しい声を出した。上総が苦々しい表情でこちらを見つめる。

　どうしても龍宝帝の命令を断れない場合は、こうすると最初から相談してあった。

　里桜は龍宝帝に向かって、そっと指をついて頭を下げる。

「わたしは身体からだも弱く、尚侍ないしのかみとして務められるほど、聡明でもありません。ですが、せっかく頂いた機会ですので、少しでもお役に立てるよう頑がん張ばります」

　おそらく強ごう引いんで意志の強い龍宝帝の命令を断るのは難しいだろう。

　それは最初から予測していた。だから里桜は最後の手段として、別の計画を立てていた。

（目の色が戻るまで、十日間ある。その間に里桜は身体が弱くて知識もないから尚侍なんて大役は務まらないんだって、主上に思わせてやる！　そしてすぐに屋や敷しきに戻って白桜として、今度は本当に主上のお役に立ってみせるんだ！）

　決意に満ちた瞳を隠かくすように、里桜はそっと視線を落とした。
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「里桜、わしは毎日大内裏を訪おとずれるから、何かあったらすぐ相談するのだぞ」

　予定通りの上総の言葉に、里桜は頷いた。

　断り切れずに、尚侍の役目をお受けすると返事した場合、上総が大内裏での生活を補ほ佐さしてくれる手はずになっていた。

　地位も権力も人脈もある左大臣の上総は、何より強力な味方だった。

「そうそう、上総、実はお前に頼たのみがある」

　しかしそこへ龍宝帝が声をかけた。里桜は何事かと、上総と一いつ緒しよに龍宝帝に目をやる。

「実は、大だ宰ざい府に書状を届けてもらいたい」

「そ、それは……！　書状を届けるのなら、わしではなくとも」

「いいや。とても大事な書状だ。左大臣であるお前に、直接持って行ってもらいたい。大宰府の辺りは、よい温泉もあるそうだ。ゆっくりしてまいれ」

　大宰府とは、都から西の方角にある遠く離はなれた地だ。

　とても数日で行き来できる場所ではなかった。

「で、ですが、わしは里桜の事が……」

「心配せずともよい。里桜姫は後宮に住まう事になる。私が責任を持って面めん倒どうを見よう」

　にっこり笑った龍宝帝の心の中はもう読めていた。

（おじいさまをやっかい払ばらいする気ですね、主上！　いくらわたしが初はつ恋こいの女性の娘だからって、そんな強引な手を使わなくても……！）

　ここに呼ばれた最大の理由は、それだろうと思っていた。

　里桜の母に片恋していたという龍宝帝は、娘の里桜にもぜひ会いたいと前から白桜に言っていたのだ。

「しかし、主上……」

「上総、これは命令である」

　その言葉には、さすがに逆らえない。ぐっと黙だまり込んだ上総に、膝ひざでにじり寄った。

「おじいさま、大だい丈じよう夫ぶです。お仕事をなさってください」

（ここでごねると、主上にまた何かあるのではと疑われます。ここは引くしかありません！）

　里桜が龍宝帝にはわからないよう、心の声を込めて強い視線を投げかける。

　それに気付いたのか上総が渋しぶ々しぶと頷いた。

「では、上総は書状を受け取って、急いで旅路につけ。如月、里桜姫ひめを後宮へ案内するように。足りないものなどあれば、遠えん慮りよなく言うがいい。どんなものでも揃そろえてやろう」

　龍宝帝の思おも惑わく通りに事が進んでいて、腹が立つほどだ。

　しかし里桜はその気持ちをぐっと堪こらえて立ち上がり、如月の後に続いて広間を出た。







「では、後宮に案内します。そちらにあなたの部屋も用意してありますので」

　大おお股またで歩く如月についていきながら、里桜は頷いた。

　しばらく歩いてから、ふと如月が足を止めてこちらに向き直ったので、思わず首を傾かしげる。

「……何か？」

　見つめられているのが居い心地ごこちが悪くて問いかけると、如月が顎あごに手を当てた。

「ずいぶんと大股で歩く方だなと思いまして。それではまるで男性のよう……ああ、失礼」

　顔が引きつりそうになるのをどうにか堪えた。

　しばらく男として暮らしていたので、どうやら女性らしい仕草がすっかり抜けてしまったようだ。内心焦あせったが、顔には出さずに目を伏ふせた。

「あまり外に出る事がないので、行ぎよう儀ぎが悪くてお恥はずかしい限りです」

「女性には失礼かもしれませんが、喋しやべり方も凜り々りしいですね。目を閉じるとまるで白桜と話をしているような気がします」

　またしても、心臓が止まる思いだった。

　これでも精いっぱい女らしくしているつもりなのに、傍はたから見るとそうではないらしい。

「き、姉弟きようだいなんで、声が似ているとよく言われます。それに幼い頃ころから身体が弱くて、よく母に元気な白桜にあやかれるように弟の真似まねをしなさいと言われていたので。あはは……いや、ほほほほほほほほ」

　口元に手を当てて、高い声を出した。かなり苦しい言い訳だと自分でもわかっていた。

　如月は納なつ得とくしたのかしていないのか、よくわからない表情だったが、それ以上は何も言わずに再び歩き出す。

（まずいぞ……！　ずっと男らしくしなくてはと考えてばかりいたから、女らしくっていうのがよくわからなくなってる。どうしたらいいんだ！）

　もともと女なのだから、自然にしていればいいなんて思っていた自分が馬ば鹿かだった。

　今の自分にとっての自然な仕草はどうやら〝男らしい〟ようだ。

　とにかく気をつけるしかないと、足を一歩出すにも気を遣つかいながら、しずしずと歩いた。

　ようやく無言になった如月にほっとして、そっと辺りを見回す。

　後宮へと向かう廊ろう下かを歩くのは初めてだ。

　後宮は帝みかどの正室である中ちゆう宮ぐうと側室達や女官が住まう場所で男子禁制だ。

　入れるのは、帝とその一族の男子と、許可を受けた側近だけだった。

「珍めずらしいですか？」

　いつのまにか立ち止まった如月に声をかけられて、慌あわてて正面に目を戻もどす。

「ええ。後宮に行くのは初めてなので……」

「そういえば、里桜姫は都に来てから一度も屋敷から出ておられないと聞きました。しかしさきほどから不思議だったのですが、広間を出た後、私が案内する前に後宮の方角に足を進められましたよね。まるで大だい内だい裏りに来るのが初めてではないようだ」

「うっ……！　それは」

　大内裏には白桜として何度も来ている。

　後宮には行った事がないが、どの方角にあるかぐらいは知っていた。

「祖父にある程度大内裏の造りを聞いていたので、わかっただけです。尚侍としてお仕えするかもしれないのですから、基本的なことぐらいは先に知っておこうと思って勉強したので」

「それはそれは。勉強熱心ですね。そういう所も、白桜にそっくりだ」

　どうにかごまかせたようでほっとしたが、次の如月の言葉は聞き捨てならなかった。

「そのような努力家が尚侍のお役目を務めるのは、私としても嬉うれしい限りです。綺き麗れいなだけの尚侍より、あなたのようにお飾かざりにはなれないけれど中身で勝負される姫の方がよほどいい」

（それって、わたしは不美人だって言いたいのか！）

　叫さけびたかったが、どうにか堪えた。如月も龍宝帝の右みぎ腕うでと呼ばれているだけあって、切れ者だ。怪あやしまれる訳にはいかない。また歩き出した如月に、むっとした顔をしつつもついていく。

「里桜姫、勉強なさったのならご存じかもしれませんが、後宮はいくつかの建物に分かれています。あなたのお部屋があるのは、弘こ徽き殿でんという所です」

　渡わたり廊下を通った先にある弘徽殿は、帝が住まう清せい涼りよう殿でんに一番近い棟むねだった。

　弘徽殿の廊下は、手入れされた庭園に面している。

　その庭には、衛兵達が数人目立たないように見張りをしているのが窺うかがえた。

　女性ばかりの後宮だが、さすがに衛兵は男性のようだ。

（物々しい警護だな。それもそのはずだ。後宮には龍宝帝が出入りされる事も多いし、側室やら女官やらで女性ばかり数百人いるって話だし。警護だって万ばん全ぜんに……ん!?）

「あれ……！　あの、あれ？」

　思わず立ち止まった里桜は、我が目を疑った。

　庭にいる衛兵の一人が、やたらに大おお柄がらで目立っていた。その姿には、すごく見覚えがある。

「ああ、鵬ほう玄げん殿どの。今日から出仕でしたか」

　人ひと違ちがいかと思ったが、如月の言葉でようやくそうではないと気付いた。

　いかつい鎖くさり帷子かたびらに身を包んでいるのは白桜の大親友で、もとは武官だったという玄げん武ぶ家の跡あと取とり、鵬玄だ。

　漆しつ黒こくの髪かみと黒曜石のような瞳ひとみは艶つややかで、逞たくましい身体からだ付きと凜々しい顔立ちは、男らしさを体現している。鵬玄は如月に声をかけられ、なぜか顔を俯うつむかせつつ駆かけ寄った。

「はい……。このたびは我がままを聞いて頂き、ありがとうございました」

「いえいえ、鵬玄殿が後宮の護衛をしてくださるのはこちらとしても心強いです。あなたはこの国一番の剣けんの達人。大内裏での護衛の仕方について学びたいという姿勢にも感心しました」

「はい……」

　一いつ瞬しゆんだけこちらに目を向けた鵬玄が、すぐに下を向いた。里桜はまずいと蒼そう白はくになる。

（何でこんな所にいるんだよーっ。鵬玄！）

　心で叫んだが、何とか声に出すのは堪えた。

　今は自分は里桜だ。彼とは初対面のはずだから、知らないふりをしなければならない。

　何も知らない如月が、にこやかに右手で里桜を示した。

「こちらは白びやつ虎こ家の里桜姫です。……ああ、もしかして、お会いになった事がございますか。あなたは白桜とはずいぶんと親しくしておられるようですし」

　その質問には、心臓が止まりそうになった。

　実は以前鵬玄は、里桜姫が好きだと青丞に宣言していた。

　それはきっと、身代わりをしていた姉の都み桜おを見て好きになったのだと思っていたのだ。

　都桜とは明らかに違う顔の自分を見て、騒さわがれるのはまずかった。

　息すら止めて緊きん張ちようの面おも持もちで鵬玄を見つめると、彼はなぜか目を泳がせつつ、首を振ふった。

「いえ、お顔を拝見するのは初めてです」

　その一言に、ほっと胸をなで下ろした。

（よかった。鵬玄は里桜姫の顔は見た事がないんだ。でもそれだったら何で里桜姫が好きだなんて言ったんだろう。……あ、わかった！　多分、彼も里桜姫が絶世の美女だなんて噂うわさを信じてしまった一人なのかも。それで好きだと言ってしまっただけなのかもしれない）
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　心の中で納得し、とりあえず秘密が守れてよかったと安心したが、すぐに落ち着かない気分になる。親友を前にして女の恰かつ好こうをしているのは、どうにも居い心地ごこちが悪かった。

「そうですか。では里桜姫ひめにご挨あい拶さつなさるとよろしいでしょう」

（如月様ーっ。どうしてそんな迷めい惑わくな事を言うんですか！）

　親切のつもりだとわかってはいた。逃にげる訳にもいかず、勇気を振り絞しぼって顔を上げる。

　目の色も髪の色も違う。顔が似ているのは姉弟きようだいだからと言い訳すればいい。

　大内裏に来ると決心した時から、いつかこんな危機が訪おとずれるかもと覚かく悟ごは決めていた。

「初めまして……」

　目も合わせず挨拶するのが、無骨な鵬玄らしかった。

　里桜はしとやかさを心がけてお辞じ儀ぎする。

「……は、初めまして。弟の白桜がいつもお世話になっております」

「お、弟!?　そ、そうか。弟だな。ああ、弟の白桜とはとても親しくさせて頂いている。その、白桜は今日はどうしたのだ？」

　さきほどの無骨な態度とは一変して、急にあたふたした鵬玄に、思わず首を傾かしげる。

「弟は……体調を崩くずしていまして、今は療りよう養よう中です」

　それに一番に反応したのは、如月だった。

「それはいけませんね。彼には中なか務つかさ省しように入ってもらって、私の代わりに主上の面めん倒どうを見てもらおうと思っています。それなのに具合が悪いだなんて困ります。すぐにお見み舞まいに……」

「えっ!?　そ、それは……」

　まずいとは言えずに口ごもると、鵬玄がさっと廊下に上がって里桜の前に立った。

「いえ、如月様。白桜は負まけず嫌ぎらいな所があります。弱っている姿を他人に見られたくはないでしょう。彼の親友としてお願いします。見舞いなどは遠えん慮りよなさってください」

　迫はく力りよく満点の眼光を向けられて、さすがの如月もたじろいだ様子を見せた。

「しかし、彼の事が心配ですし……」

　それでも如月が心配げな表情をすると、いつも強こわ面おもての鵬玄が珍しく優やさしげな笑えみを浮うかべた。

「もしうつるような病気だったら大変です。如月殿は中務省の要。病気にでもなられたら、大内裏が大混乱になります。見舞いは控ひかえてください。必要な時は俺が様子を見に行きます」

　安心感を与あたえる鵬玄の笑みは、滅めつ多たに見られるものではない。

　しばらく考え込んだ如月が、小さく息をついて渋しぶ々しぶ頷うなずいた。

「あなたがそこまで言うのなら仕方ありません。見舞いは諦あきらめましょう」

　その一言に里桜は心底ほっとした。

（突とつ然ぜんの事だったから、如月様の見舞いをどう阻そ止ししていいかわからなかったけど、何とかうまく話がまとまったみたいだ。鵬玄、ありがとう！）

　感謝の言葉を口にしたいが、できないのがもどかしかった。







「こちらの部屋をお使いください」

　里桜が鵬玄と別れた後、如月に案内されたのは、広い畳たたみの間だった。

　衣装箱に金きん縁ぶちの屛びよう風ぶ。大きな鏡まで用意されていて、襖ふすまの向こうにも一部屋あるようだ。

「ひっ……！」

　部屋を見回した里桜は、思わず幽ゆう霊れいにでも会ったかのような声を上げた。

　目の前にいるのは、そのぐらいここにいるはずのない人物だった。

「お待ちしていました、里桜姫」

　部屋の真ん中で微笑ほほえんでいたのは、赤い髪と赤い瞳が印象的な、朱雀すざく家の跡取り朱しゆ咒じゆだ。

　またしても見知った顔に身体を硬こう直ちよくさせていると、如月が部屋をのぞき込んだ。

「早いな、朱咒。お前はどうしてそう、女性に関かかわる事だけは行動が素す早ばやいんだ？」

　大学寮りようで同室だったという朱咒と如月は、親しい間あいだ柄がららしい。朱咒がにっこり笑う。

「『絶世の美び姫き』里桜姫に会える機会なんてそうはないからね。空を飛びそうなくらい足取り軽く大だい内だい裏りに参ったよ」

　その言い分には、開いた口が塞ふさがらなかった。

（その真っ赤な噓うその噂を流したのは、あなただろーっ）

　いろいろと事情があったとはいえ、絶世の美姫なんて噂が流れたせいでとんでもない目にあった。だけど、それを口にはできない。

　その裏の事情を知っているのは『白桜』で、今は自分は里桜姫なのだ。

「初めまして、里桜姫。私は朱咒といいます。ふむふむ、本当に白桜そっくりですね」

　面おも白しろがる顔つきに怒いかりがこみ上げる。彼は白桜と里桜が同一人物だと気付いているのだ。

　里桜姫争そう奪だつ戦の時に彼の秘密を握にぎったので、それを黙だまっているのと引き替かえに、その秘密も他言しないようにと話をつけていた。だけど、どうしても我が慢まんできなくて、持っていた扇せん子すで口元を隠かくして嫌いやみを放つ。

「初めまして！　朱咒様。本当に噂通り女ったらし……いえいえお美しい顔ですこと」

　だが朱咒は顔色一つ変えなかった。

「里桜姫に美しいとほめて頂けるとは嬉うれしいな。なにせあなたはこの国一番の美姫ですし」

　うっかり、持っていた扇子をバッキリ折ってしまいそうだった。

「だから、誰だれのせいでそんな噂が……！」

「どうしたのです。里桜姫。怒おこったような顔をして」

　如月がいる事を一いつ瞬しゆん忘れて、いつもの白桜の口調に戻もどりかけていた。慌あわてて深呼吸する。

「いいえ。あまりに朱咒様がお美しくて驚おどろいて、我を忘れてしまいました。申し訳ありません」

　朱咒が笑いを堪こらえているのが目に入ったが、今はそれを咎とがめられる状況ではなかった。

「そうですか。ああ、そうそう。朱咒は御ご殿てん医で、性格は最悪ですがとても腕うでがいいのです。主上が身体からだが弱いというあなたを心配して、朱咒に診しん察さつを依い頼らいされました。私はこれで失礼しますので、まずは朱咒に診みてもらってください」

「ええっ!?　そんな事をしてもらわなくても、ぜんぜん大だい丈じよう夫ぶですけど！」

「しかし、体調が悪いので尚侍ないしのかみのお役目を断ろうとされていたのでしょう？」

「うっ……！」

　反論できずに、言葉に詰つまった。如月がにこやかに朱咒を指す。

「しっかり診察してもらってください。薬が必要な場合は、すぐに手配しますので。では」

　さっさと部屋を後にした如月を、呼び止める言葉が見つからなかった。

　おそるおそる座っている朱咒に目を向けると、彼が笑みを深くしている。

「二人っきりだね。君とゆっくり話がしたかったんだ。『女性の姿の君』の方が、口説くのも楽しそうだし」

「……女性の姿って何の事でしょう。わたしはこの姿で生きてきましたし、他ほかの姿は持っていませんけど」

　お互たがい事情は知っているが、公おおやけに認める訳にはいかない。

　里桜はこんな時、朱咒をやり込める秘密の呪じゆ文もんを知っていた。

「それより、面を被かぶった内ない偵てい官かん吏り様はお元気ですか？」

　実は朱咒は帝みかど直属の内偵官吏として、正体を隠して闇やみの仕事を引き受けている。

　とても今の朱咒からは信じられないが『化か蛇だ』と名乗る時の彼は、冷血で帝の命令なら人の命を奪うばうことさえ厭いとわなかった。それは誰にも知られてはならない彼の秘密だ。

　秘密を知られてはならない彼にとっては、この呪文はさすがに効き目があったようだ。

「おやおや、そう言われては黙るしかないな」

「ええ、ついでにわたしはとても元気なので、診察もけっこうです」

「そんな！　君の身体に堂々と触ふれる絶好の機会だよ！」

「そんな絶好の機会は今もこれからも訪れません！」

　本気なのか冗じよう談だんなのか、本当によくわからない男だと思う。朱咒が、渋々と腕うで組ぐみした。

「仕方ないな。……それにしても思い切ったね。そんな姿でこんな所に来るなんて。その目はいったいどうやったんだい？」

「秘密です。目の事は教えられません。……それに好きで来た訳ではありません。主上の命令を断れなかったんです。どうして主上はあんなに強ごう引いんなんだ……」

　がっくりと項うな垂だれて、朱咒の前に座り込む。

　久々に女として人前に出たので、すっかり疲つかれ切っていた。

「何とか尚侍のお役目は務まらないと主上に思ってもらわないと……。まったく、こんな形で主上が敵になるなんて思わなかった！」

　本音が口をつくと、笑っていた朱咒がふいに真顔になった。

「……君がここで立ち向かう本当の敵は、主上ではないよ」

　思わず眉まゆ根ねを寄せた。朱咒の顔は真しん剣けんそのもので、冗談を言っているようには見えない。

「どういう事ですか？」

　怪け訝げんな顔で言うと、朱咒がそっと身を乗り出して声を潜ひそめた。

「後宮には、陰いん謀ぼうを巡めぐらす大内裏の貴族達とはまた違ちがう、嫉しつ妬とに身を焦こがす魑ち魅み魍もう魎りようがいる。ここにいる間は、男達の中にいるのとはまったく違う悪意にさらされる事になるだろう。気をつけるんだ」

　朱咒の言葉が何を指しているのか、すぐにわかった。

　陽や真ま乙と国では、尚侍になるという事は、ゆくゆくは側室の仲間入りをする事を示している。

　それは陽真乙国の姫ひめにとっては、誰もが憧あこがれる出世だった。しかし、後宮には側室だけでも数十人いると言われている。尚侍は、帝の寵ちよう愛あいを得たい彼女達にとっては、恋こい敵がたきだった。

　しかし里桜は思わず苦く笑しようした。

「本当に恐おそろしいのは、女達の嫉妬だと言われるのですか？　しかし側室の方々は、それなりの家柄の姫ばかりと聞いています。そんな方達がたとえ嫉妬していたとしても、あからさまに何かしてくるとは思えないな」

　ここしばらく男の中で男のふりをして生きてきた。その間、嫌がらせにもたくさんあった。

　それに比べたら、しとやかで御み簾すから出ないような女性達がいくら嫉妬しても、できる事はしれているのではないかという思いがあった。

　だが朱咒の表情は、厳しいままだった。

「時には男よりも、女の方が思い切りがあってとんでもない事をする時があるよ。たとえば……女なのに、ばれたら処しよ刑けいになるとわかっていても男の姿で大内裏に出入りするとかね。そうそう、男のふりをして、男ばかりの大学寮の寄宿舎に入ったりとか」

　人差し指を立てて微笑む朱咒に、思わず口を尖とがらせた。

「それってたとえ話でも何でもないでしょう！……とにかく、わたしは側室になりに来た訳ではないです。役に立たないってさっさと証明してすぐに出て行きますから、嫉妬なんて関係ありません。さあ、もうお帰りください。明日あしたからのお勤めの準備がありますから」

　急せかすと、苦笑しつつも朱咒がようやく腰こしを上げた。

「しょうがないな。じゃあ困った事があったら、すぐに私を呼ぶように。口付け一つで何でも言うことを聞いてあげるから」

　片目を瞑つぶった朱咒に、思いっきり顔が引きつった。

「死んでもあなたには頼たよりません！」

　叫さけんで、ようやく彼を部屋から追い出した。

　一人になった里桜は、これから先の事が思いやられて、深くため息をついていた。
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　玄げん武ぶ家の鵬玄は、後宮の庭先で一人物思いにふけっていた。

「白桜……いや、里桜姫の姿を初めて見た。なかなか可愛かわいい……いや、そうではなくて！」

　思わずにやけそうになった口元を引き締しめて、ぶるぶると首を振る。

　だが頭からは、さきほどの里桜の姿が離はなれなかった。

　初めて見た『彼女』の姿に心臓が止まる思いがした。

　親友の白桜が女だと知ってから、散々悩なやんだあげく、彼……いや彼女に対する気持ちが恋だと気付いた。そして白桜をその秘密ごと一生守っていくと誓ちかったのだ。

　今回も〝里桜姫〟が帝のお召めしで尚侍として大だい内だい裏りに上がると聞き、心配になった。

　姉が里桜の代わりをしていると知っていたから、おそらく彼女が尚侍になると思っていた。

　白桜が、姉をとても大切にしているのも知っている。

　後宮の衛兵になれば、姉を守ってやれるだろう。

　それがひいては、白桜の秘密を守る事に繫つながると思ったのだが……。

「まさか、尚侍としてやってきたのが白桜本人だったなんて……！　無理を言って衛兵として後宮に来てよかった。何しろ、ここは……」

「何しろ、ここはなんだい？」

　気配は一いつ切さいなかったのに、すぐ背後で声が聞こえた。

　さっと振ふり向くと、いつのまに来たのか、朱咒がにこにこしながら立っている。

「この国一番の武官、妖よう鬼き帝ていとまで言われた君の名が泣くよ。いくら考え事をしていたとはいえ、こんなに簡単に後ろをとられるなんて」

　この国で一番女性にもてると噂うわさの朱咒。

　なるほどその麗うるわしの笑えみには、それだけの魅み力りよくがあるだろう。

　しかし時折、その笑顔に薄うすら寒い感情を覚える時がある。

　一言でいうなら、彼は〝油断のならない男〟だった。

「そんなに考え事に集中していた覚えはないが。……俺の背後をとった奴やつはいまだかつていない。……お前はいったい、何者だ？」

　朱咒がその笑顔の通りの、爽さわやかな女ったらしの青年ではないと、武官として活かつ躍やくしていた鵬玄の勘かんが警けい鐘しようを鳴らしていた。

「私は朱雀すざく家の朱咒だよ。よく知っているだろう？」

　そしてこういう男が簡単にしっぽを出さないのも、よくわかっている。

　これ以上追つい及きゆうしても、のらりくらりとかわされるだけだろう。

　軟なん弱じやくないつもの朱咒は、同じ男として許しがたいと思っている。

　しかし、その奥に見え隠かくれする油断のならない朱咒には、また違う感情がある。

　鵬玄はゆっくりと口元をつり上げた。

「お前の本ほん性しようをそのうち暴あばいてやる。この国で俺と手合わせできるほど、根性と腕うでがある奴はいない。だがお前はなかなか手て応ごたえがありそうだ。お前とやり合ったら楽しそうだからな」

　どんな悪党でさえも震ふるえ上がる目つきで睨にらみつけたが、朱咒は涼すずしい顔のままだった。

「おお、怖こわい怖い。買いかぶりすぎだよ。私はただの軟弱で女好きの遊び人だ。それより……」

　ごまかされるのもしゃくだが、ふいにまじめな顔つきになった朱咒が何を言うのか気になった。朱咒はちらりと弘こ徽き殿でんへ目を向ける。

「君がここにきたのは『里桜姫』が心配だからだろう？」

　どう答えていいかわからない質問だった。

　白桜の秘密をばれないようにする為ために、鵬玄は一いつ瞬しゆんで考えを巡らせた。

「……ああ。里桜姫は親友の白桜の姉上だ。彼女の事は白桜がとても大切にしているし、守ってやりたい」

「ふーん。親友の姉を守りたい、ね。君は相変わらず大親友の白桜が大好きなんだね」

　口調に、もしや朱咒は白桜の秘密に感づいているのかもと思わせる雰ふん囲い気きがあった。

　しかしそれを問い質ただすわけにはいかない。もし知らなかったら、やぶ蛇へびになる。

「当たり前だ。男同士の友情は何物にも代えがたい」

「ほうほう。男同士ねぇ」

　やはり知っているのかと思う。しかしただ疑っているだけで、かまをかけているのかもしれない。やはり黙だまっているのが賢かしこいだろう。

「まあ、その大切な男同士の友情の為にも、里桜姫から目を離さない事をお勧すすめするよ。君も後宮の噂を知っているだろう？　嫉妬に身を焦がした魑魅魍魎が、新しい尚侍ないしのかみにとりついて追い出すらしいって」

　それは、大内裏で秘ひ密みつ裏りに囁ささやかれている噂だった。もちろん、その噂は知っている。

　だからこそ、無理を通して後宮の衛兵になったのだ。

　龍宝帝の后こう妃ひは現在、青丞の母親である若わか藤ふじ中ちゆう宮ぐうだが、鵬玄は顔はおろか姿さえ見たことはない。若藤中宮は病で、長い間大内裏を離れていると聞いていた。

　一説では、側室達の嫌いやがらせに耐たえかねて、大内裏を出たとも言われていた。后妃が不在の後宮では、側室達が帝みかどの寵愛を得ようと、互たがいに火花を散らしているともっぱらの噂だった。

「里桜姫は、やはり危険か？」

　遠回しないい方は得意ではない。はっきり聞くと、朱咒が小さく息をつく。

「間ま違ちがいなく、ね。男の権力争いなんて、女の嫉妬に比べたら可愛いものだ。里桜姫はいい意味でまっすぐだから、まだその辺りの事がわかっていない。十分目を配ってくれ……なんてわざわざ言わなくてもいいか。その為に来たんだろうしね」

　肩かたをぽんと叩たたかれた。朱咒がひょうひょうと歩きながら、手を振る。

「じゃあ、私はこれで失礼するよ。何かあったら手を貸すから、いつでも言ってくれ」

　後ろ姿を見送って、やはり何を考えているのかわからない男だと思った。

　しかし今は朱咒にかまけている暇ひまはない。

「女の嫉しつ妬とか。俺もそういうものは苦手だが……」

　だがそんな事は言っていられない。まずは白桜の身の安全が第一だ。

「──白桜。必ず守ってやる。お前を傷付ける者は、俺が絶対に許さない」

　鵬玄は心の誓いを口にして、まっすぐに弘徽殿を見つめた。
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　四神の一族の一つ、青せい龍りゆう家の青丞は内心の怒いかりを抑おさえられず、大おお股またで清せい涼りよう殿でんの広間に向かっていた。無作法だとわかっていながら、広間の襖ふすまを音を立てて開ける。

　中にいたのは、この国を治める龍宝帝、自分と同じ紺こん碧ぺきの髪かみと瞳ひとみを持つ父だった。

「どうした、青丞。いつも冷静なお前が、そんなに顔色を変えているのは初めて見たぞ。何かあったのか」

　巻物を手にした龍宝帝に、不思議そうに問いかけられた。

「しらじらしい態度ですね。なぜここに来たのかは予想がつくでしょう」

　許可を待たずに広間に足を踏ふみ入れた。どうやら一人で巻物を読んでいたようだ。

　大事な書類を読む時は一人の方が集中できると、側近達を外に出すのが常だった。

　今の自分にとっては、この状じよう況きようは好都合だ。

「さあ、何の話だかよくわからないが」

　とぼけた様子が癇かんに障さわった。しかし相手は帝だ。

　本当は殴なぐりつけたい気分だったが、ぐっと堪こらえて龍宝帝の前に座ってじっと見み据すえる。

「里桜姫ひめの事です。尚侍として大内裏に呼んだそうですね。どういう事ですか？　争そう奪だつ戦の時に里桜姫にはしばらく誰だれも求きゆう婚こんしないようにと、主上が仰おつしやったはず」

「求婚したのではない。尚侍として迎むかえ入れたのだ。彼女にはもちろん仕事をしてもらう」

　あっさりと言い返されて、はらわたが煮にえくりかえった。

「尚侍がゆくゆくは帝の側室になるというのは、この国の常識といっても言い過ぎではない。これは実質、里桜姫を側室として迎える為の前準備でしょう。こんな事には納得がいきません。里桜姫を連れて帰ります！」

「連れて帰る？　おかしな事を言うな。里桜姫はお前の妻なのか？」

　それには返す言葉がなかった。一いつ瞬しゆん押し黙ったのを、龍宝帝は見み逃のがさない。

「上総を通して打だ診しんして、彼女も納得の上で尚侍になったのだ。それを赤の他人のお前がどうこう言うのはお門かど違ちがいだ」

　握にぎった拳こぶしが震えるほど、怒りがこみ上げた。

「あなたには絶対に彼女を幸せにできない。あなたのせいで泣いている女性が、どれだけいると思っているのですか！」

　帝としては尊敬できるが、父としては失格だ。それは息子むすこの自分がよく知っている。

「あなたに彼女は渡わたさない。里桜姫を妻にするのはこの俺です。里桜姫に直接会って、白びやつ虎こ家へ戻もどるよう説得します。彼女がここにいるのが嫌だと言ったら、どんな手を使ってでも連れ出しますので」

　ここまで激高する理由は自分でもわかっていた。

　後宮に入った女性がどんな運命を辿たどるのか、嫌と言うほど知っている。

　父のせいで、母がどれだけ泣いたのか、幼い頃ころからずっと見てきた。

「里桜姫を……母の二にの舞まいにはさせたくないので」

　部屋を出る際に、冷たい声を発した。それでも顔色一つ変えない父に、いっそう腹が立った。

　だがこれ以上何を言っても無む駄だだろう。青丞は大切なものを守る為、後宮へ急いだ。
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「里桜姫！」

　自室の奥にある続き部屋にいた里桜は、その声にびくりとした。

　どうやら隣となりの部屋の襖を開けて、誰かが名前を呼んだようだ。その声をよく知っていた。

「青丞……!?」

　慌あわててどこか隠れる場所はないかと辺りを見回した。

　青丞は、姉の都桜を里桜だと思っている。だから彼と顔を合わせるのはまずかった。

（御み簾すもないのに会ったりしたら、わたしの秘密がばれてしまうかもしれない！　絶対に彼にだけは面と向かって会わないようにしないと！）

　裳も唐から衣ぎぬの裾すそをたくし上げて奥の襖を開ける。そこは小さな納なん戸どになっていた。

　まだ荷物を運び入れていないので、どうにか身を隠せるぐらいの隙すき間まがある。

　里桜はすぐさまそこに入り、音を立てないよう慎しん重ちように襖を閉めた。

　同時に続き部屋の襖が開く気配がした。

「里桜姫……。いないのか？」

　どうやら、気付かれなかったようだ。だがまだ油断はならない。

　里桜はそっと襖の隙間から部屋を覗のぞいた。そこには珍めずらしく息を切らせた青丞がいる。

（間かん一いつ髪ぱつだった！　何とか尚侍の役目を辞退するまで、青丞から逃にげなくては）

　息を殺して、青丞が立ち去るのを待つ。

　しかし彼は考え事をしているのかその場から動かなかった。

「……早く里桜姫を連れ帰らねば。ここは彼女がいていい場所ではない。──一歩間ま違ちがえば、命の危険もある」

　その呟つぶやきは衝しよう撃げき的だった。

（い、命の危険ってどういう事だ？　青丞に限ってそんな冗じよう談だん言うはずないし）

　彼の苦く悩のうに満ちた表情からも、それが本気の言葉だと伝わってきた。

　納戸から出て、真意を聞きたい衝動に駆かられたが、顔を見られる訳にはいかない。

　じっとしていると、ようやく青丞が諦あきらめたのか部屋を出て行った。

　それを見届けて、里桜は納戸からそっと出る。

「今の、どういう意味だったんだろう。そういえば、朱咒も嫉妬に身を焦こがす魑ち魅み魍もう魎りように気をつけろって言ってた……。わたしは、そんなに危険な場所に来たのか？」

　得体の知れない恐きよう怖ふにさらされて、里桜は背筋がぞっとした。
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「明後日あさつて、あの方が都に到とう着ちやくされる。準備は大だい丈じよう夫ぶか？　想月」

　碧嵐に聞かれて、想月はゆっくりと頷うなずいた。

「ええ、もうすぐ、国崩くずしの嵐あらしを決行する日も正式に決まります。……これが成功すれば、あなたが次の帝です。あなたの方こそ気持ちは固まっていますか？　父と兄を裏切るのですよ」

　念を押して聞くと、碧嵐がふっと口元を緩ゆるめた。

「気持ちなどとうの昔に固まっている。あいつらに目にものを見せてくれる。……草くさ薙なぎ。お前の情報収集が頼たよりだ。わかっているな」

　碧嵐の背後に控ひかえていたのは、陰おん陽みよう寮りようの頭である草薙だ。

「はい。決行にふさわしい日を探さぐるのですね。お任せください」

　碧嵐に向けられた静かな声は、従順さに満ちている。

　しかし、草薙が想月を見る目つきは、明らかに不信に満ちていた。

　彼は碧嵐の犬だ。どうやら碧嵐に恩義があるらしく、彼の言う事に逆らっているのを見た事がない。国崩しの嵐の詳しよう細さいを話した時も、碧嵐が望むならと反対はしなかった。

　しかし、彼は間違いなく自分を信用してはいなかった。

　特別何かを言ってくる訳ではないが、彼が向ける態度や目つきは敵に対するものだ。

　大切な主人を守る為ために、牙きばを隠かくして様子を窺うかがう、それが草薙の印象だった。

　想月は彼の視線を受け流して、碧嵐に顔を向ける。

「碧嵐。必ず国崩しの嵐を成功させましょう。そしてあなたは最高の権力を手に入れて、この国を新しく作り変えるのです」

　碧嵐が大きく頷いた。その目に宿っているのは憎にくしみと怒いかりだ。

「父と青丞に、目にものを見せてやる。あいつらのせいで、母と私は濡ぬれ衣ぎぬを着せられ、大だい内だい裏りを追われた。母は、未いまだにその仕打ちに涙なみだして苦しんでいる。……絶対に私は、母をもう一度大内裏の日の当たる場所で、誰からも敬われるような生活に戻してみせる！」

　母親思いでけっこうな事だと、想月は内心でほくそ笑えんだ。

　碧嵐は、母と自分を罠わなにかけて追い出したのは、青丞だと思っている。

　だが、それは違うと想月だけは知っていた。

　なぜなら、青丞と碧嵐が互たがいを憎み合うよう仕組んだのは、自分なのだ。

　長い時をかけて仕組んだ計画のおかげで、碧嵐は自分の思うままに動く人形となった。

　想月は可愛かわいい人形に育った碧嵐に、目を細めた。

「ええ、あなたが送った不ふ遇ぐうの人生を今こそ逆転させて、栄光を勝ち取るのです。その手伝いは私がいくらでもしましよう」

　碧嵐と目を合わせて、互いに大きく頷いた。

　しかし想月は気付いていた。

　その様子を見ていた草薙の表情が、いっそうの不信感を顕あらわにした事に。
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「まあ、あなたが新しい尚侍ないしのかみですね。白虎家の姫ひめ君ぎみだとか」

　後宮に来て二日目。里桜は如月に呼ばれ、弘こ徽き殿でんの廊ろう下かを彼のもとに向かって歩いていた。

　そこへ声をかけたのは、正面からやってきた艶あでやかな裳唐衣に身を包んだ女性達だ。

　十人ほどいる女性達は、蝶ちようか花かというほどに美しい。身につけている着物や小物も、一目で高級なものだとわかった。着ているものからして、おそらく女官ではないだろう。

　きっと側室達に違いないと、里桜は思った。

「初めまして。弘徽殿の住み心地ごこちはいかがかしら」

　にこにこと話しかけてきたのは、二十代前半の女性だ。

「……はい。とても綺き麗れいで住み心地がいいです。あ、ご挨あい拶さつが遅おくれました。里桜と申します。どうぞよろしくお願い致いたします」

　側室は高い身分の父親を持つ姫が多い。緊きん張ちよう気味に頭を下げると、女性達がくすくす笑う。

「まあ、里桜姫は可愛らしゅうございますね。弘こ徽き殿でんの女によう御ご」

　会話からすると、どうやら最初に話しかけてきたのが、弘徽殿女御らしい。

（じゃあ、この方が後宮でも一番位の高い弘徽殿を預かっている側室の方なのか。きっとかなり身分の高い姫君なんだろうな。弘徽殿女御っていえば、中ちゆう宮ぐうに次ぐ位だって聞くし）

　帝みかどがたくさんの側室を迎むかえるのは政治的な意味合いもある。父親である貴族達と信しん頼らい関係を保つ為に、しばしば政略結けつ婚こんが行われるというのは里桜も知っていた。

　弘徽殿女御は、色白で整った顔立ち。赤い唇くちびるとややつり上がった目が気が強そうな印象を与あたえるが、笑みを浮うかべると見とれてしまいそうになるほどの美人だった。

「本当に可愛らしいこと」

「ええ。これなら安心ですわ」

　にこやかに周りを囲んでいる女性達を見て、ほっとした。

　昨日、朱咒には後宮では注意するよう言われ、青丞は命が危ないとも言っていた。

　だからその後宮の女性達に囲まれて、さすがに気を張っていたのだ。

（なんだ。みんないい人そうだ。それもそうだよな。だって、側室になるって事は家いえ柄がらもよくて育ちもいい姫達だ。人を陥おとしいれたりなんてできるわけがない）

　ようやく緊張を解くと、弘徽殿女御がそっと扇せん子すで口元を隠した。

「ええ、本当にわたくしも安心したわ。……だってこの国一番の絶世の美び姫きなんて言われていたけれど、あまりに普ふ通つうで大した事ないもの」

　ふいに冷たくなった口調が、氷の刃やいばのように胸に突つき刺ささった。辺りから、ふふっと意地悪な笑みが漏もれ聞こえる。油断していた里桜は、突とつ然ぜんの攻こう撃げきに身体からだを硬こう直ちよくさせた。

「そうでございますね。これなら主上には相手にされませんわ」

「本当に。十人並みの顔立ちに、がさつな立ち居振ふる舞まい。それに見てくださいな。病弱だと聞いていたけれど、その割に肌はだが黒いのね。生まれつきかしら。女性は真っ白な肌が美しさの条件なのに、そんな肌の色ではねぇ」

　思わず顔が真っ赤になる。肌は自分でも気になっていた。もともとは白かったのに、男として生活していたので外で動き回る事も多く、日焼けしたのだ。

「ご存じかしら、里桜姫。尚侍のお仕事は、主上が政務を行いやすいようにお手伝いする事です。気が利きいていないと務まりませんわ。でも、あなた失礼ですけど、字は読めるのかしら」

「あら、そんな事を聞いたら本当に失礼よ。白びやつ虎こ家の姫君だもの。字ぐらいは読めるでしょ。でも、申し訳ないけど、賢かしこそうには見えないわねぇ」

　さすがに鈍にぶい里桜にも、意地悪されているのだとわかった。

　よく見ると、周りの女性達の笑みはいつのまにか嘲ちよう笑しように変わっている。

　手の平を返したような女性達の態度に、怒りはあったが、それよりも呆あきれてしまった。

「……育ちのいい姫君達が、そんなにたくさん嫌いやみを言えるなんて、すごいですね！　ちょっと感動しました」

　本気の感想だった。女性達が驚おどろいたように目を丸くする。

「な、何を言っているの？　あなたふざけているのではなくて」

「いいえ、ふざけてなんかいません。だってこの国は思いっきり男性社会でしょう。女性はその陰かげでひっそり暮らしている。言いたい事も言えずにいるよりは、あなた方みたいに、嫌みでもはっきりものを言える女性の方がいいと思います」

　にっこり笑うと、女性達が顔を赤くしてざわついた。

「まあ！　嫌みだなんてそんな、はしたない！」

「でも今のは思いっきり嫌みだったでしょう。あ、恥はずかしがる事はないです。どんな事であれ、言いたい事はちゃんと口にする女性の方が、わたしは好ましいと思いますから」

　呆れたと同時に抱いだいた、正直な気持ちだ。

　自己主張できるのは、それだけ個性があるという事だ。

　男の中で暮らしてきて、もっとひどい嫌がらせを受けてきた。このぐらいの事で傷付いていたら、とても白桜としては暮らせなかった。里桜はゆっくりと頭を下げる。

「改めてもう一度ご挨拶します。尚侍のお役目を賜たまわりました、里桜と申します。至らない所はあるとは思いますが、精いっぱい務めさせて頂きますので、ご指導よろしくお願い致します」

　男として生きていく中で、嫌がらせに屈くつしない強い精神が必要だと知った。

　何を言われても堂々としていれば、相手は引くしかないのだ。

　案の定、女性達は一いつ斉せいに静まり返った。

「後宮の花達が揃そろっているのを眺ながめるのは、また格別だな」

　そこへ声をかけたのは、廊下の先から歩いてきた龍宝帝だ。

「ま、まあ、主上！」

　側室達が慌あわてたように、膝ひざを折って頭を下げた。里桜もそれに倣ならう。

　如月を従えてやってきた龍宝帝が、彫ほりの深い顔で微笑ほほえんだ。

「里桜姫、みんなに挨拶はすんだか？」

「はい。みなさま、意志が強くて良い方達ばかりです」

　これは、里桜なりのちくりとした嫌みだった。

　女性達が悔くやしそうな顔をしているのが、横目で見て取れた。

「そうか。……では里桜姫。尚侍として初めての仕事をしてもらおう。一いつ緒しよに参れ」

　龍宝帝に促うながされて立ち上がる。

　女性達の絡からみつくような視線が背中に痛いほど刺さったが、負けたくはなかった。

　だから里桜は、胸を張って堂々と、廊下を歩いた。







「今からの話し合いの内容を書き留めてください」

　如月に、白紙と筆が用意された机を示されて、里桜は思わず眉まゆ根ねを寄せた。

　ここは龍宝帝が政務を行う広間ではなく、六人ほどの男達が座ったらいっぱいの小部屋だ。

　周りを見回すと、里桜でも知っている大だい内だい裏りの重じゆう鎮ちん達が揃っていた。

（右大臣光みつ永なが様に、中なか務つかさ省しようの如月様。式部省の正まさ治はる卿きように、兵ひよう部ぶ省しようの蔵くら持もち卿。それに大おお蔵くら省しようの景かげ恒つね卿。そして龍宝帝。こんな大物が一堂に揃って、しかもいつもの広間ではなく、ひっそりとした小部屋で話し合い。……つまりこれって、公おおやけにできない秘密の話し合いではないのか？）

「すみません、如月様。筆記のお仕事だというのはわかりましたが、わたしはこの場にいてもいいのでしょうか？　もっと経験のある女官にお願いした方がよい仕事では？」

　あまりにも場ば違ちがいな気がして、こっそり話しかけた。もし外に漏らせないような内容の密談だとしたら、それを記す大切な仕事を賜るのは、新入りの自分では力不足ではないだろうか。

「いえ。主上がぜひこの仕事はあなたにと」

　如月に微笑まれ、驚いて龍宝帝へと顔を向けると、口元に笑えみを湛たたえた彼と目があった。

「さきほどの弘徽殿での話だが」

「あ、あれは、その……」

　さすがに口ごもる。どうやらさきほどの弘徽殿女御達とのやりとりを見られていたようだ。

　あの場にいたのはそれなりの家柄の息女で、龍宝帝が目をかけているであろう側室達だ。さすがに無礼だったかもという自覚はあるので、接し方が問題だと叱しかられても文句は言えない。

　項うな垂だれると、意外にも龍宝帝は楽しそうに肩かたを揺ゆすった。

「なかなか面おも白しろかったぞ。あの人数に囲まれて、平然としているそなたの度胸には感服した」

　怒おこられているわけではなさそうだ。顔を上げると、龍宝帝が満足げな表情をしていた。

「ほとんど外に出たこともない箱入りの姫君だと思っていたが、どうやら根こん性じようはあるようだ。そんな所まで弟とそっくりだな」

　何気ない一言に、どきっとした。龍宝帝がふいに真顔になって、こちらに膝を向ける。

「そなたも気付いているようだが、今からの話し合いは極ごく秘ひだ。他言はならぬ。……この大切な仕事をそなたに頼たのむのは、その度ど胸きように感心したからだ。気弱だったり口が軽い者は、この場に同席はさせられない。心して、初仕事をするように」

　身も心も引き締しまるような、凜りんとして厳しささえ感じる声だった。こんな大役をと戸と惑まどう気持ちはもちろんある。しかし信頼されているのだと思うと、がぜんやる気がわいてきた。

　里桜は指をついて頭を下げる。

「わかりました。未熟ではありますが、心してお務めさせて頂きます」

　言い切って、すぐに机に向かって筆を執とる。

　おごそかに始まった話し合いのすべてを記録する為ため、里桜は必死に耳をすませていた。







「────では、勅ちよく旨しの日は六日後と決めるが、それでよいな」

　里桜は、龍宝帝の言葉を聞いて手が震ふるえた。

　今は龍宝帝と重鎮達の、秘密の話し合いの最中だ。右大臣光永が、穏おだやかに発言した。

「はい。それでよろしいかと存じます。では今一度内容を確かく認にん致しますが、今度の勅旨では、国の最高学府である大学寮りように、貴族や平民といった身分に関係なく、誰だれでも入学できるようにする、と発表致しますぞ」

　里桜はその内容を必死で書き写した。

　勅旨とは、帝みかどが自分の意思を直接臣下達に述べる事だ。それが六日後に行われると話し合いで決まったが、手が震えたのはその内容が白桜としてずっと願っていたものだったからだ。

（すごい……！　そういう計画があるのは前から聞いていたけどようやく現実になるんだ！）

　里桜は嬉うれしさのあまり、顔が綻ほころぶのを止められなかった。

　以前から龍宝帝は、貴族ばかりが優ゆう遇ぐうされるこの国を改革したいと口にしていた。その改革の第一歩として、平民でも国の中ちゆう枢すうを担になう官かん吏りになれるような仕組みを作ろうとしている。

　国の最高学府である大学寮を卒業すれば、官吏への道が開ける。

　しかし、大学寮に入学できるのは、貴族の子息だけだった。

　そこで龍宝帝は、平民でも大学寮に入学できるようにしたいと考えるようになった。

『白桜』の時に、その話は何度か聞いていた。そしてそれがもし現実になったら、女性でも大学寮に入れるようにしてほしいと龍宝帝に願った事がある。最初はその願いを聞いて驚いていた龍宝帝だが、女性でも能力がある者はいると理解を示してくれた。

　そして、時間はかかるだろうが、そうできるように努力すると約束してくれたのだ。

（もし、女性でも大学寮に入れるようになったら、男だって噓うそをつかなくても、今みたいに女の姿で青丞達と肩を並べて仕事ができるかもしれない）

　そう思うと、希望の光が見えた気がした。

　白桜という男としての役目は、遠とお縁えんの男子が跡あと取とりになれる年ねん齢れいに達したら終わる予定だ。

　女に戻もどった時に、二度と青丞や鵬玄、朱咒に会えないのは身を裂さかれるように辛つらかった。

（この勅旨はわたしの夢を叶かなえる第一歩だとも言える。絶対に成功してもらわなくては！）

　しかし、里桜の意気込みとは反対に、集まった男達はまだ難色を示していた。

　眉根を寄せて口を開いたのは、式部省の正治卿だ。

「ここに集まった方々は、主上の意思に賛同した方達ばかり。このままでは、贅ぜい沢たくに慣れきった貴族達によって、国は堕だ落らくしていくばかりですからな。しかし貴族社会のこの国を変えるというのは、我々貴族からするとかなりの難題です。もちろん反対する者も多いでしょう」

　頷うなずいたのは、兵部省の蔵持卿だ。

「そうでございますな。大学寮は官吏になる為の狭せまき門。民たみ達からも入学者を集つどえば、更さらに門は狭せばまってしまう。年とし頃ごろの息子むすこを持つ貴族の親なら、反対したくなるでしょうな」

　如月が眼光鋭するどく男達を見回した。

「それは最初からわかっていたはず。それでも主上のお考えに賛同されたから、みなさまここにいらっしゃるのでしょう。我々がまずは団結しなければ」

　しかしさきほどまでは穏やかだった光永さえも、難しい顔になる。

「わかっておりますぞ。ですが、やはり難しい問題ではあるのです。この改革には、政まさ高たか僧そう正じようも反対しておられますし……」

　話を聞きながら、政高僧正とは誰だろうと首を傾かしげる。

　如月とそう年齢の変わらない兵部省の蔵持が、光永に目を向けた。

「政高僧正とは、主上の叔父おじ上うえでございましょう？　確か、青せい龍りゆう家の跡取りの座を主上と最後まで争われたとか。今は都より離はなれた北の地にある寺に出家されたと聞いております。もう都にもおられない方を、どうしてそう気になさるのです？」

　それは里桜も疑問だった。筆を動かす手は止めず、耳をすます。

　光永がちらりと龍宝帝をみやる。頷いた帝を見て、蔵持に目を戻した。

「ここだけの話だが、政高僧正はやっかいなお方だ。二十年ほど前の話になるが、青龍家の跡取りになる為に主上のお命さえ狙ねらうような事もあった」

　辺りが静まり返った。蔵持が慌てたように身を乗り出す。

「それはまことですか！」

「ああ。しかも政高僧正は、なかなか知ち恵えが働くお方でな。当時大蔵省の大判事をされていたのだが、帳ちよう簿ぼを付け替かえるよう命じて、かなりの国費を懐ふところに入れておられた。その金を使って貴族達を懐かい柔じゆうし、自分のいいように大内裏を支配しようとされた」

　光永の話に頷いたのは、齢よわい六十になろうかという大蔵省の景恒卿だった。

「私はその頃ころから大蔵省にいた。国費の流れは滅め茶ちや苦く茶ちやだったが、相手は四神の一族の跡取り候補だ。なかなか罪に問えなかった。主上が青龍家の跡取りになられて、罪を暴あばこうとされたが、結局は証しよう拠こが足りなくてな。その上出家されてしまったので、手が出せなくなったのだ」

　ようするに、逃にげられたという事だろうか。やり手の龍宝帝でさえ手を焼く相手なら、かなりの知恵者なのだろうと里桜は思った。実直そうな蔵持が、憤いきどおりを顕あらわにする。

「名前は聞いた事がありましたが、そんな男だったとは……！」

　如月が、鋭い眼まな差ざしで頷く。

「私はお会いした事はありませんが、かなり我が強い方のようです。跡取り争いに敗れたというのに、再び主上のお命を狙おうとされたそうで。結局は未み遂すいに終わり、横領がばれて出家される時も、青龍家の当主に代々受け継つがれる翡ひ翠すいの数珠じゆずを黙だまって持ち出したそうです」

　それは跡取り争いに負けても、自分が青龍家の当主にふさわしいのだという意思表示だと、さすがに里桜も気付いた。

　もし本当にそう思って数珠を持って行ったのだとしたら、かなりの自信家だろう。

　辺りが静まり返った中で、再び口を開いたのは如月だった。

「政高僧正の怖こわい所は、以前国費を使って懐柔した貴族達と、未いまだに交流がある事です。そして、跡取りの座を勝ち取った主上を恨うらんでいる事。彼は主上を陥おとしいれる為なら、どんな事でもするでしょう。今回の改革も、どこから嗅かぎつけたのか早さつ速そく反対の文ふみを送ってきました」

　光永が、重々しい様子でため息をついた。

「政高僧正と親しい貴族達が誰だかわかれば手の打ちようもあるが、困った事にそれが誰か、どのぐらいいるのかさえわからぬ。政高僧正がどんな手を使って妨ぼう害がいしてくるかもわからない以上、勅旨を成功させるのは難しいかもしれぬな」

　最初は勅旨に対して前向きだったのに、どうやら嫌いやな方向に話が進んでいるようだ。

　里桜は唇くちびるを嚙かみしめる。

（ようやく、この国が変わる時が訪おとずれようとしているのに、どうして今いま更さら弱気になるんだ。危険は覚かく悟ごの上で改革を望んでいるのではないのか！）

　難しい問題なのはわかる。反対する貴族達が多くて困っているのも。

　だがここで立ち止まっていたら、この国は貴族ばかりが栄えい華がを極きわめる国になってしまうだろう。それでは、いずれ国の繁はん栄えいは潰ついえてしまう気がした。

「……里桜姫ひめ、そなたはどう思う」

　今まで黙っていた龍宝帝が、ふと話しかけてきた。あまりに唐とう突とつだったので、驚おどろいて目を見張る。顔を向けると、部屋にいた男達の視線が自分に集まっていた。

「わ、わたしが発言してもよろしいのでしょうか」

「ああ、今までの話は聞いていただろう？　違ちがう視点からの意見が聞きたい」

　どうやら龍宝帝も、この話し合いに頭を痛めているようだ。

　ただの気まぐれかもしれない。嫌な方向に進む話の流れを止めたかったのかも。

　しかしずっと発言できなかった里桜にとっては、願ってもない機会だった。

　今まで白桜として、この改革について何度か龍宝帝と話し合っていた。だから思い入れは人一倍ある。不作法だと言われようが、どうしても黙っていられなかった。

「僭せん越えつですが申し上げます。みなさまの意見はよくわかりました。勅旨が難しく危険だという事も。ですがわたしが思うに大きな事を成し遂とげるには大きな犠ぎ牲せいがつきものです」

　重じゆう鎮ちん達の目が、驚きに見開かれた。生意気だと叱しかられるのは、重々承知だ。

　だけど、言わずにはいられなかった。

「今立ち止まったら、大だい内だい裏りに滞とどこおった生なま温ぬるい風は吹ふき飛ばせません。どんなに寒くても冷たくても新しい風を取り入れなければ。ここにいるのは国を生まれ変わらせようとする立派な考えを持つ方達だと思います。だったら最初から犠牲を払はらう覚悟でいらっしゃるのではないですか」

　視線はまっすぐに、重鎮達を射い貫ぬいた。たくさんの男達に囲まれるのは慣れている。

　どんな男にだって、意志の強さでは負けたくないと思って今まで頑がん張ばってきた。

　驚きに目を見張っている重鎮達の中で、ふいに笑い声が響ひびいた。

「……ふふっ。はははっ。これはいい。みなの者、まだ十代の少女がこれだけ言えるのだ。身分も年齢もかなり上の貴き殿でん達がうだうだ言っているのは情けないな」

　笑ったのは龍宝帝だ。それを聞いてはっとした。

　どうしても言いたかった事ではあるが、言い過ぎた感は否いなめない。

「し、失礼しました！　無礼な事を言いました。お忘れください」

「いいや、忘れはせぬぞ。みな、今の里桜姫の言葉を心しておけ。もしこれから先、泣き言を言うようなら、また里桜姫に活を入れてもらうからな」

　畳たたみにこすりつけるぐらいに頭を下げたが、降ってきたのは龍宝帝の面おも白しろがるような声だ。

　それに重鎮達の声が続く。

「本当でございますな。我々は今更、何をぐずぐずと考え込んでいたのでしょう。犠牲は覚悟のはずの改革です。反対する貴族達が多いのは現実ですが、彼らに気持ちで負けてしまう所でした」

「そうですな。改革に賛同した時に、心揺ゆらぐことなく主上のお役に立とうと決めたはずでしたのに。いやはや、里桜姫に諭さとされてしまうようでは、我々も陽真乙国の男として情けない。……里桜姫、よく目を覚まさせてくれたな。礼を言うぞ」

　部屋の中が一変して、なごやかな雰ふん囲い気きになった。

　毒気を抜ぬかれたといった感じの重鎮達は、声は穏おだやかだが凜り々りしさに満ちた表情だ。全員が国の将来の為ために、命がけで改革を行おうとしているのだと改めて伝わってきて、嬉うれしくなる。

　里桜は再び頭を下げた。

「わたしは、ただ生意気な意見を言っただけです。みなさまは国の為に行動を起こした英えい雄ゆうとして、後世に名を残すでしょう。そのお手伝いが少しでもできた事を嬉しく思います」

　正直な気持ちだった。顔を上げると、重鎮達が頷うなずいている。龍宝帝が全員を見回した。

「では、勅ちよく旨しの日は予定通り六日後で。妨害もあるかもしれぬ。だから秘ひ密みつ裏りに準備を進めるぞ。みなわかっていると思うが、この場での話し合いは内密に」

　それを書き留めながら、里桜は身体からだの奥底から興奮していた。

（これは歴史を変える話し合いだ。それに筆記するだけではなく、少しだけだけど意見を言って参加できたなんて……！）

　田舎いなかで暮らしていた頃は、こんな状じよう況きようは思いもしなかった。貧びん乏ぼうだけど穏やかに暮らしていて、物足りないけれどそれが幸せなのだと自分に言い聞かせていた。

　だけど、都に来てから生活は一変した。男として暮らし、この国の中ちゆう枢すうである大内裏に出入りし、その上国の重大な決めごとに意見をするまでになった。誇ほこらしい気持ちと、こんな自分でも役に立てる事があるのだという嬉しい気持ちでいっぱいだった。

「里桜姫」

「はい！」

　充じゆう実じつ感かんに満ちた笑えみを浮うかべて、龍宝帝に顔を向ける。彼が満足そうに頷いた。

「そなたのおかげで、みなやる気が出たようだ。……里桜姫は箱入りの姫君で、身体も弱いと聞いていたが、なかなかどうして素す晴ばらしい考えの持ち主だ。これだけの重鎮達が揃そろっている中で、あれだけ的確な意見をするなど、やはりそなたは度胸がある」

　感心したように微笑ほほえむ龍宝帝を見て、はっとした。

（あれ？　もしかして感心されてる？　まずい！　知識もなくて身体も弱くてとても尚侍ないしのかみなんて務まらないって思わせるはずだったのに！　これじゃあ逆効果じゃないかっ）

　改革がついに行われるのだという事が嬉しくて、それに少しでも関かかわれたのだという事が誇らしくて、ついうっかり本来の目的が頭から抜けていた。龍宝帝の目が細められる。

「正直に言うと、最初は謎なぞの多い白びやつ虎こ家の姫君がどんな方か見てみたくて呼んだ。尚侍として務まらないようなら、残念だが白虎家に戻もどすつもりだった。だが……」

　満足そうな龍宝帝のその先の言葉は、すごく聞きたくなかった。

　里桜の思いとは裏腹に龍宝帝が再び微笑んだ。

「そなたはなかなか見所がある。私はひょんな事から素晴らしい宝を掘ほり当てたのかもしれない。これからも、尚侍として頑張るように。期待しているぞ」

　ぽんっと肩かたを叩たたいて、龍宝帝が重鎮達と出て行った。

　呆ぼう然ぜんと見送った里桜は、がっくりとその場に蹲うずくまる。

「気に入られてどうするんだっ。こんなはずじゃなかったのに。このままではまずいぞ！　目の色が元に戻るまであと八日だ。それまでに何とかしなくては」

　目的を思い出し、今度こそ役立たずだと思われるようにしなければと改めて決意した。
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「如月様、さきほどの筆記をまとめてまいりました」

　里桜が密談の内容を書いた巻物を渡わたすと、如月が持っていた盆ぼんを差し出した。

「ご苦労様でした。私はこれを改めますので、あなたは主上にお茶を差し上げてください。弘こ徽き殿でんの広間にいらっしゃいますから」

「わたしが？　でも、後宮で主上にお茶を差し上げるのは、側室の方達だと聞きましたが」

　政務の手伝いは尚侍の仕事だが、帝みかどの身の回りの世話は女官や側室の仕事だ。

　自分が手を出していい仕事ではないと思ったが、如月がにっこり笑った。

「主上があなたに持ってきてもらいたいと仰おつしやっています。それであなたを探していました。よかったですね。気に入られたのですよ」

　思わず頰ほおが引きつった。普ふ通つうの姫なら喜ぶべき状況だが、里桜にとっては迷めい惑わくでしかない。

（違うんだ！　如月様。わたしは気に入られようと思ってるわけじゃない！　むしろ嫌きらってくれないと困るんだっ）

　叫さけびたいが、さすがに声には出せない。断る訳にもいかず、如月からお茶の載のった盆を受け取った。盆をささげ持って、なるべくしずしずと歩いて、広間に向かう。

　襖ふすまの前まで来ると、一度正座して声をかけた。

「お茶をお持ちしました」

「入れ」

　襖を開けると、さきほどの密談に加わっていた重鎮達と、今朝方嫌み満まん載さいの挨あい拶さつをしてくれた弘徽殿女御とその取り巻きらしき女性達がいた。

　全員の視線を受けて、冷や汗あせが出る思いだ。

（男の人達はさっきの事もあったから優やさしい目だけど、女の人達の目つきは尋じん常じようじゃない。嫉しつ妬とに満ちた視線って思ってたよりかなり怖こわいぞ！　男ばかりの男子寮りようでいじめられてた時だって、こんなに背筋は寒くならなかったのに！）

　足が竦すくみそうになったが、それでも気にしないそぶりで、お茶を持ってしずしずと部屋に入る。すると弘徽殿女御が目を剝むいた。

「……どうして里桜姫ひめが主上にお茶を差し上げるのですか。弘徽殿でお茶を差し上げる女性は、私が選ぶ事になっているのに！」

　小声だが、しっかりと里桜の耳には届いていた。弘徽殿を取り仕切る女御の許可無く帝の世話をするのは、かなり不作法な行こう為いだ。それは理解できるから、さすがにまずいと弘徽殿女御へ目をやると、彼女は身体に突つき刺ささるかと思うくらい鋭するどい視線で睨にらんでいる。

　思わず回れ右してここから出て行きたい気持ちに駆かられたが、それをぐっと堪こらえて顔を上げた。そして堂々と盆を龍宝帝の前に持って行く。

　びくびくした態度をとると、相手は図に乗って、もっと嫌がらせをしてくるだろう。

　まずは何を言われても動じない、強い精神が必要だった。

（これまでだって、嫌な目には何度もあってるんだ。負けるもんか！）

「どうぞ」

　女性達の視線に負けず、余よ裕ゆうのある態度でお茶を差し出すと、龍宝帝が頷いた。

「ありがとう」

　その一言に女性達がざわついた。それもそのはずだ。

　帝が女官に礼を言うなど、普通ならあり得ない。天子に尽つくすのは、当然のことなのだ。

「お、恐おそれ多いお言葉です」

　さすがに驚おどろいて頭を下げた。そのまま部屋を辞そうとすると、龍宝帝が手を上げた。

「ああ、待て。しばらくここに」

　何の用かと思ったが、逆らう訳にもいかず、部屋の隅すみに移動する。

　大内裏に上がったばかりなので、さすがに遠えん慮りよして下座に腰を下ろした。

「……主上、お話の続きでございますが、やはり中ちゆう宮ぐうを新たに選んで頂きたいのです」

　どうやら、さきほどの密談とはまた違ちがう、国の大事に関わる話のようだ。

　光永がうやうやしく頭を下げると、蔵持も大きく頷いた。

「そうでございますぞ。……若藤中宮は、長い病でもう何年も青せい龍りゆう家の屋や敷しきから出てはおられません。若藤中宮は素晴らしい方ですが、こうも長く大だい内だい裏り不在のままでは。……正室の務めを果たせる新しい中宮をお迎むかえするべきです」

　以前、龍宝帝は白桜にも正室の座が空いていると言っていた。

　しかしどうやら正確には、まだ正室は若藤中宮のようだ。

（若藤中宮って人が、多分青丞のお母様だな……）

　青丞は母親をとても大事に思っているようだった。事情はわからないが、龍宝帝が新たな中宮を迎えれば、彼は傷付くのではないだろうか。そう思うと、胸がふいにうずいた。

　近ちか頃ごろ、青丞の事を思うと、こんな風に胸が痛くなる時がある。

　実は先日、白虎家の屋敷に来た彼に、好きかもしれないと伝えていた。

　かもしれないと付け加えたのは、自分でもこの気持ちが何なのか、うまく言えないからだ。

　彼の事は尊敬している。

　男性としては理想的で、白桜としてはこんな男になりたいと思っていた。

　しかし、里桜として彼を思うこの気持ちは、どう言い表せばいいのかわからない。

　でも青丞が傷付くかもしれないと思っただけで、まるで自分まで傷付いた気持ちになる。

　その理由がうまく説明できなかった。

（好きってよくわからない。尊敬と好きと友情はどう違うんだろう……）

　物思いにふけっている間に、龍宝帝と重じゆう鎮ちん達の話は続いていた。

「主上、側室達の中から新たな中宮を選んでくださいませ。これからのこの国の為ためにも」

　おそらく改革を始めるにあたって、正妻の務めを果たせる女性をそばに置いてほしいとみんな望んでいるのだろう。それは理解できたが、正直あまりこの場に長居したくはなかった。

（青丞の事を考えると、こんな話を聞くのは辛つらいな。どうしてここにいろなんて言われたんだろう。わたしは側室でもないし、関係ないのに）

　側室達の熱い視線は、龍宝帝に向けられている。みな、中宮に選ばれたい気持ちでいっぱいなのだろう。弘徽殿は後宮の中でも格上の側室達が集つどう場所だ。

　新しい中宮が選ばれるとしたら、おそらく彼女達の中からだった。

　だがとっとと尚侍のお役目を返上したい里桜は、その様子を他人ひと事ごとのように見ていた。

（そういえば、正室の座が空いているから里桜姫をその座に、なんて話も前に出てたな。でもあの時は絶世の美女だなんて噓うその噂うわさが出ていたからだ。わたしを見て、噂なんてこんなものかと納なつ得とくされただろうし。それにこれだけ美女がいるのに里桜姫に興味を持つわけない）

　女としてはやや悲しい気持ちにならないでもなかったが、男の白桜として生きると決めているので、それほど落ち込む事はなかった。

　早くこの場から離はなれたいと思っていると、ずっと黙だまっていた龍宝帝がようやく口を開いた。

「……中宮か。中宮というのは、帝という地位を支えてくれる気き丈じような女性がいいと、最近私は思うようになった」

「おお、主上が初めて、新しい中宮について語られたぞ！」

　辺りにいた重鎮達も側室達も、一気に色めき立った。

「主上、もしや、どんな中宮がよいという望みでもあるのでございますか。ようやく前向きなお答えを頂いたのです。できる限り、主上のご希望に適かなうような姫を連れてまいりますぞ」

　どうやら龍宝帝は、今まで新しい正室を迎えるのは気が進まなかったようだ。

　重鎮達が腰こしを浮うかせて喜んでいるのを見て、里桜はため息をつきそうになった。

（青丞が知ったら、悲しむよな。やっぱりこれ以上話は聞きたくない。どうにか理由をつけて、外に出られないかな。……あれ？　気のせいかな。主上がこちらを見ているような……？）

　逃にげる理由を見付けたくてきょろきょろしていると、ふいに龍宝帝と目があったような気がした。首を傾かしげると、龍宝帝が口元を緩ゆるめる。

「私が望むのは、お飾かざりのような美しいだけの妻ではない。しっかりと自分の考えを持つ賢かしこい妻が良い」

　男らしく凜り々りしくきっぱりと、天子の声は部屋に響ひびいた。同時に重鎮達が一いつ斉せいにこちらを向く。なぜなら、龍宝帝の視線が里桜からまったく離れないからだ。

（主上ーっ。どうしてわたしをがっつり見つめてそんな事を言うのですか!?　それではあらぬ誤解を受けますけどっ!?）

　嫌な予感に、背中に冷や汗が流れる。にんまり笑ったのは光永だ。

「なるほどなるほど。確かにそうですな。新しい中宮は、我々にも意見できるような度胸と、しっかりした考えを持つ方がよろしいでしょう」

「本当にそうでございますな。そしてできれば身分がある姫がよい。四神の一族の姫君ならば、非の打ち所がない！」

　重鎮達が納得したように、全員頷うなずいている。おそらくさきほどの密談の時の発言が原因だ。

　あれのせいでしっかりと自分の考えを持つ賢い姫という、龍宝帝が望んだ理想の妻の像を、里桜に重ねているに違いない。

　しかしそれは誤解だ。白桜という男としての経験があるからこそできた発言で、それがなかったらとてもあんな事は言えなかった。

「ま、待ってください……！　あのっ」

　慌あわてて話に割って入ろうとしたが、重鎮達は聞く耳を持っていなかった。

「いやはや、新たな中宮は側室達の中からと考えておりましたが、主上のご意向が一番でございます。それに里桜姫はまだお若い、ぽんぽんっとたくさん子供も産んでくださるだろう」

「そうでございますな。里桜姫なら、立派な子育てをしてくださりそうだ。いやはや楽しみでございますな」

「ええ、それにこれで白びやつ虎こ家と青龍家に大きな絆きずなができます。昔から確かく執しつのあった両家にようやく本当の意味での雪解けが参ることでしょう」

　話がどんどん飛ひ躍やくしていっている。里桜は大きく息を吸い込んで、思いっきり声を上げた。

「ちょっと待ってください！　わたしに中宮なんて務まるわけがありません！」

　部屋中に響いたはずだ。間違いない。それなのに、百戦錬磨の重鎮達は綺き麗れいに無視した。

「ですが里桜姫が後宮に来られたのは、つい昨日ですぞ。後宮のしきたりも、中宮としての仕事も何もご存じないだろう」

「ならば、しばらく教育係をつけて、花はな嫁よめ修しゆ業ぎようをされるとよい」

「それは良い考えだ。教育係には心当たりがございますぞ。長年大内裏で暮らされていて、行ぎよう儀ぎ作法に詳くわしく、とても進歩的な考えを持つ女性だ。里桜姫のよい所は女性とは思えぬ立派な考えだ。彼女ならそれを生かしつつ、里桜姫を立派な中宮に育ててくれるだろう」

　なぜか重鎮達の間で、拍はく手しゆが巻き起こった。

「本当に待ってください。わたしは……うっ！」

　呻うめいたのは、背後から剣けん山ざんを投げつけられたのかと思うほど、痛い視線を感じたからだ。

　振ふり向きたくないが、無視はできない。

　おそるおそる背後に顔を向けると、側室達が鬼おにの形相で、睨にらみつけていた。

「ち、違います。あの、わたしは中ちゆう宮ぐうになる気なんてこれっぽっちもないので……」

　しかしそんな事を側室達が信じてくれるはずもない。帝みかどの手前何も言わないが、彼女達の視線は、それだけで心臓の動きが止まりそうになるくらい恐ろしかった。

　里桜は、ここに来た本来の目的とどんどんずれて行く自分の運命を、呪のろうしかなかった。
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　昨日の話は、夢であってほしい。

　里桜はそう願っていたが、朝起きて身み支じ度たくを整ととのえた頃にやってきた重鎮達の一人、右大臣光永の満面の笑えみでそれが現実だと思い知った。

「ささ、早さつ速そくあなたに花嫁教育をしてくださる方を連れてまいりましたぞ。あなたのように賢く堂々とした中宮は、我々にとっても願ってもない花嫁でございます。左大臣上総殿どのもお喜びになるに違いない」

「あの、おじいさまは、いつお帰りになるのでしょうか。いろいろと、ほんとーにいろいろと相談したい事があるのですが」

「主上のご命令で、大宰府に行かれましたからな。まだまだ帰って来られるのには時間がかかるでしょう。なに、心配なされるな。上総殿がいない間、私が責任を持ってあなたの後見人を務めますからな」

　はっはっはっと声を上げて笑う光永には、顔を引きつらせるしかなかった。

　機き嫌げんのいい光永にむりやり連れて来られたのは、清せい涼りよう殿でんの奥にある小部屋の前だった。

「では、こちらの部屋にどうぞ」

「待ってください。何度も何度も言いますが、わたしは中宮になんてなる気は……あっ！」

　襖ふすまを開けた先にいた女性を見て、思わず身を固まらせた。

「……まあ、本当に白桜様にそっくりなのですね」

　艶あでやかな群ぐん青じようの小こ袖そでをまとっているのは、龍宝帝の姪めいである胡こ蝶ちようだった。

　彼女にじっくりと見つめられて、息もできないくらいに緊きん張ちようした。

　実は『白桜』と胡蝶は知り合いだ。いや、知り合いというより、胡蝶は白桜を男だと信じていて、そしてあろう事か恋こいをしているのだ。

「初めまして。里桜姫ひめ。胡蝶と申します。白桜様にはいつもとてもよくして頂いてますの」

　長年大だい内だい裏りで暮らし行儀作法に詳しく、進歩的な考えを持つ女性、なるほど確かに彼女はそうだった。胡蝶は女性初の官かん吏りになりたいと、大内裏で勉強の日々を送っている。

「お、弟からよく話は伺うかがっています。初めまして……」

「あら、白桜様がわたくしの話を？　嬉うれしい！」

　頰ほおを染めた胡蝶は、百人の男がいたら全員恋してしまうほど美しかった。その上そこらの男性の官吏よりも博識で、帝の姪でもある彼女が、どうして白桜を好きなのかは謎なぞだ。

「では、胡蝶姫。よろしくお願い致いたしますぞ」

「あっ、待ってくださ……！」

　追いかけようとしたが、光永にさっと襖を閉められた。

　いろんな意味でまずい状じよう況きようだった。

　できれば、白桜をよく知る人物と二人っきりで会うのは避さけたい。しかもよりにもよって、白桜の妻になりたいと公言する胡蝶と二人だけなんて、とんでもなかった。

（絶対に、ばれないようにしないと！）

　何とか心を落ち着け、胡蝶と向き合う。彼女は鋭するどい。うろたえていたら、きっと疑われる。

「尚侍ないしのかみとしていらっしゃってそうそう、主上の目に留とまるなんて、素す晴ばらしいですわ。さすが白桜様の姉上。きっと気品高くていらっしゃるのですね」

「いえ、そんな事はないのですが……」

　目を合わせられなくて、つい俯うつむいた。胡蝶が小首を傾げる。

「あら、声や喋しやべり方も白桜様に似ていらっしゃるわ。まるで白桜様と話をしているみたい」

「そ、そんな事はありません……ことよ。お、おほほほほほ」

　わざと甲かん高だかい声を上げてみる。胡蝶がやや目を丸くしつつも微笑ほほえんだ。

「そうですわよね。どんなに顔や声が似ていても、まさか白桜様本人ではないでしょうし。だって里桜姫は瞳ひとみの色が白桜様と違って黒いですもの。幻まぼろしの秘薬でも飲まない限りは、瞳の色を変えたりはできませんわ」

　心臓が止まりそうなくらい驚おどろいた。だが何とか顔には出さずに胡蝶に目を向ける。

「幻の秘薬……ですか？」

「ええ。前に校きよう書しよ殿でんにある古文書で見ましたの。一時的に四神の神通力を遮さえぎる効果のある薬があるそうですわ。効くかどうかはその人の体質次し第だいらしいのですけど」

　さすがに日々勉強に明け暮れている胡蝶は博識だ。里桜はわざと余よ裕ゆうありげに微笑んだ。

「まあ、そんな薬があるのですね。初めて聞きました」

「あら、そうでしたか？　その古文書は写しらしくて、本物の古文書は確か、白虎家に代々伝わっているものだったと思いましたが」

　博識に加えて物覚えもいいようだ。さすが胡蝶と舌を巻く。

「本当ですか？　わたしはあまり難しい事はわからないので」

　ほほほほほほほほほほと、後は笑ってごまかすしかない。

　胡蝶がそれ以上何も言ってこないのでほっとしていると、ふいに彼女が居住まいを正した。

「……それより、里桜姫が新しい中宮候補だと聞きましたが、本当ですか？」

「いえっ。違うんです。わたしも戸と惑まどっている間にどんどん話が進んでしまって。わたしには中宮なんてとても無理です！」

　胡蝶は以前好きでもない男性に嫁とつぐのは嫌いやだと言っていた。だからきっとこの気持ちをわかってくれるのではないかと、藁わらにもすがる思いで本音を口にした。

「そうですか。安心しました。……実はわたくしも里桜姫が中宮になるのは反対です」

　やっと味方が現れた事は嬉しかったが、気になるのは胡蝶の表情だ。

　辛つらいような苦しいような表情はなぜだろう。

　胡蝶なら、勝手に縁えん組ぐみされそうになったと知ったら、怒おこると思っていたのに。

「どうしてそんなお顔をされるのですか？」

　変な意味ではないが、胡蝶は大好きだ。大切な友人だと思っている。

　いつも凜りんとしている胡蝶が、なぜそんな表情をしているのか気になった。

「里桜姫は最近都に来られたばかりだと伺いました。……こんな事を話すのはどうかと思いますが、中宮候補となってしまったからには、知っておかれた方がいいかと思います。特に里桜姫は大切な白桜様の姉上なので、心配なのです。だからお話ししますね」

　胡蝶の声が密ひそやかさを増した。身を寄せて耳をすますと、彼女が重々しく口を開く。

「後宮はとても恐おそろしい所です。昔からたくさんの側室達が主上の寵ちよう愛あいを独ひとり占じめしようと睨み合い、時には血なまぐさい事件に発展する事もありました」

　想像はしていたが、改めて聞くとぞっとする話だった。

　嫌みを言われるぐらいは我が慢まんできるが、どうやらそれ以上の事が行われているようだ。

「実際に若藤中宮は、当時の側室だった女性から毒を盛られました。幸い命は無事でしたが、心に深い傷を負われて、青丞の手を借りて後宮を出られたのです」

　その話は聞いた事があった。思わず話に口を挟はさむ。

「それは、もしかして碧嵐の母上との間で起こった諍いさかいの事ですか？」

　胡蝶が驚いたように目を見張ったので、すぐにはっとした。青丞と碧嵐の間で起こった事を知っているのは『白桜』だ。里桜が知っているのはおかしいだろう。

「いえ、あの、青丞……様に、碧嵐様のお話を聞いた事があったので」

　慌あわてて取り繕つくろうと、胡蝶が眉まゆ根ねを寄せながらもようやく頷うなずいた。

「青丞がそんな話をするという事は、やはり里桜姫を本当に愛しているのですね。青丞は他人に弱みを見せる事を嫌きらいます。そんな彼があなたにだけは本当の事を話すなんて」

　感心したような口ぶりの胡蝶だったが、すぐにまた声を潜ひそめた。

「ご存じでしたら、話は早いですわね。実は碧嵐のお母様……清きよ里さとの方と若藤中宮は、側室と中宮という間あいだ柄がらでしたけど、とても仲がよくていらしたのです。わたくしは子供でしたが、お二人がよく中庭を散策しながら歓かん談だんされていたのを覚えていますわ」

　わずかに口元が綻ほころんでいる。どうやらその光景は胡蝶にとって良い思い出のようだ。

「清里の方は、若藤中宮が他ほかの側室達から嫌がらせをされていたのをいつも助けていらしたのです。お二人はまるで姉妹のようでした。……それなのにあんな事件が起こってしまって」

　その事件とは、清里の方が若藤中ちゆう宮ぐうの食事に毒を入れた事件だろう。

　それがもとで、青丞と碧嵐は憎にくみ合っていた。

「……実は弟から聞いた話なのですが」

　迷ったが、どうしても確かめたい事があって、思い切って口を開いた。

「碧嵐様が青丞様と互たがいのお母様の事で憎み合っているというのは聞きました。青丞様は母の若藤中宮に毒を盛ったのは、碧嵐様の母の清里の方だと言い、逆に碧嵐様はそれは青せい龍りゆう家の跡あと取とりになりたい青丞様が仕組んだ罠わなで、清里の方は何もしていないと言っているのだと」

　大学寮りようの時、聞きかじっただけではあるが、二人の言い分からするとそういう事のようだ。

「もちろん青丞様が噓うそをついているとは思っていませんが、弟が言うには、碧嵐様も噓をついているようには見えなかったというのです」

　はっきりと証しよう拠こはない。碧嵐には大学寮の騎うま射ゆみ大会で、命の危険すらあるような妨ぼう害がいを受けた。それでも、里桜は彼が心底悪い人間とは思えないでいた。

「碧嵐様は、弟が大学寮にいた時、嫌がらせをする学生達から助けてくれたそうです。とても優やさしくて正義感に溢あふれている方だと聞きました。彼が噓をついているなんて思えないと弟は申しておりましたが……」

　胡蝶は青丞と碧嵐のいとこで、二人の諍いを見てきたはずだ。

　そんな彼女には信じてもらえないと思っていたが、意外にも胡蝶は小さく頷いた。

「……碧嵐の事は、わたくしも子供の頃ころから存じております。あの事件以来、彼は変わってしまいましたが、根はまっすぐなのです。わたくしも碧嵐が噓をついているとは思えない。それに、そもそも清里の方が若藤中宮に毒を盛るなんてあり得ないと思っています」

　思わず目を見張った。彼女は真しん剣けんな眼まな差ざしで話を続ける。

「清里の方はもともとは若藤中宮のお世話係の女官だったそうです。その頃からとても献けん身しん的に若藤中宮に尽つくしていらしたようですわ。美しさと聡そう明めいさを買われて側室にと請こわれた時も、若藤中宮の手前もあって最初は断られたそうなのです」

　女官が側室になんて、かなりの出世だ。

　普ふ通つうは喜んで飛びつくはずなのに、それを蹴けるなんて信じがたいことだった。

「でも若藤中宮が清里の方なら信用できると仰おつしやって、説得されたそうですわ。それで側室になられたという話です。それからも若藤中宮を立てていらしたのに、突とつ然ぜん毒を盛ったりするなんて」

　どうやら二人が親しかったというのは本当のようだ。里桜は考えを巡めぐらした。

（どうも清里の方が毒を盛ったという事件は、おかしな事だらけな気がする。もしかして、何か裏があるのでは……？）

　それが何かはわからない。それでも心に芽生えた違い和わ感かんは、胡蝶の話を聞いているうちにどんどん大きくなった。胡蝶がやや目を伏ふせて、ため息をつく。

「ですが、どんなに親しくしていても、嫉しつ妬とは友情を越こえてしまうのかもしれません。……里桜姫ひめ、後宮とはそんな欲望が渦うず巻まいている所なのです。わたくしは白桜様の妻になりたいと思っておりますの。でしたらあなたは義理の姉。とても他人とは思えません」

　意志が強い胡蝶は、白桜と結けつ婚こんすると決めているようで、どうしてもその考えを覆くつがえせなかった。困ってはいるが友人としては好きなので、むげにもできないというのが本音だ。

　だがこうして心配してくれる気持ちは嬉うれしかった。

「ですから、里桜姫には中宮になってほしくありません。できたら後宮にもいてほしくはないのです。尚侍ないしのかみとして活かつ躍やくされているのに、こんな事を言うのは失礼かもしれませんが」

　胡蝶の言葉は何よりありがたかった。どうやら彼女は後宮においての心強い味方のようだ。

「いいえ！　そんな事はありません。実はわたしは白びやつ虎こ家の屋や敷しきに帰りたいと思っているのです。尚侍のお務めは、わたしには荷が重くて」

　わざと弱々しい声を出すと、胡蝶がすぐに身を乗り出した。

「そうなのですか！　では、わたくしも力の及およぶ限り、里桜姫がお屋敷に戻もどれるように力をお貸ししますね。ではまず……」

　賢かしこい胡蝶を味方につけられて、心の中で拳こぶしを握にぎった。

（よし！　これで一歩前進だ）

　まったく思い通りにいかない後宮での暮らしで、ようやく希望の光を見付けて喜んでいると、胡蝶がにっこり笑った。

「ではまずは、後宮での礼れい儀ぎ作法と花はな嫁よめ修しゆ業ぎようをいたしましょう」

「……はい？」

　思わず耳を疑った。

　たった今、屋敷に戻れるように力を貸すと言ったのに、なぜ礼儀作法と花嫁修業なのか。

「ええっと。胡蝶姫、屋敷に戻るつもりなので花嫁修業とかそういうのはいらないのでは？」

「あら、何を仰います。確かにお屋敷に戻るお手伝いはしますが、礼儀作法も花嫁修業も、里桜姫が知っておかれて損はないでしょう？　それにちゃんとお教えするよう、主上から申しつかっております。わたくし、一度引き受けた事は完かん璧ぺきにやらないと気がすみませんの」

　胡蝶がどこからか取り出したのは、細長くしなる棒だった。

　それを片手に微笑ほほえまれて、思わず顔が引きつる。

「ちょっと待ってください、その棒はなんですかっ？」

「大だい丈じよう夫ぶ、大して痛くありませんから」

「痛くないって、失敗したら叩たたくつもり満々じゃないですかーっ」

「失敗しなければよろしいでしょう？　では、さきほど部屋に入ってこられた時の事ですけど、少々行ぎよう儀ぎが悪い仕草でしたね。大切な白桜様の姉君に後宮で恥はじをかかせる訳にはいきませんから、誰だれよりも立派な作法を身につけて頂きます。その為にもわたくしは心を鬼おににしますね」

　棒で軽く足を叩かれて、居住まいを正される。やる気満々の胡蝶に血の気が引く思いがした。

　部屋に入る前から座る仕草についてまで、細かい説教をされながら、やはり後宮暮らしは一ひと筋すじ縄なわではいかないと嘆なげくことしかできなかった。
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　里桜はとぼとぼと弘こ徽き殿でんの廊ろう下かを歩いていた。明日あしたから、もっとみっちり花嫁修業しますから、と満面に笑えみを浮うかべた胡蝶の顔が頭から離はなれない。

「胡蝶姫って、けっこう厳しい……。にっこり笑って棒でびしばし足を叩いて、心なしかすごく嬉しそうな顔をしていたのは気のせいかな」

　胡蝶の新たな一面を見た気がした。

　彼女からすると、大切な白桜の姉が後宮で恥をかかないようにという親切心で厳しくしているようだ。だがここに長くいるつもりのない里桜にとっては、正直迷めい惑わくだった。

「このままじゃ駄だ目めだ。気付いたら中宮になってた、なんて笑い話にもならないぞ。何とか当初の計画に基もとづいて、主上に呆あきれられるか嫌われるかしないと」

　改めて、ここに来た時の決意を口にする。どんどん思おも惑わくと外れているが、まだ修正はきくはずだ。人気のない廊下を歩いていると、庭に面した場所に出た。

　すっかり辺りは暗くなっている。里桜はふと立ち止まり、夜空に浮かぶ星を見つめた。

「でも、嫌きらわれるってどうやったらいいんだ？　最初の印象がかなりいい気がするから、よほどの事をしないと嫌ってくれない気がするぞ……」

　考え込んでいると、ふいに右手から声が聞こえた。

「危ない！」

「え？　うわっ……！」

　声に驚おどろいた時には、誰かに抱かかえられるようにして倒たおれ込んでいた。廊下に突つっ伏ぷしながら、いったい何が起こったのかと顔を上げたのと、うめき声が聞こえたのは同時だった。

「うっ……！」

「ほ、鵬玄……！　いったい、どうしたんだ!?」

　覆おおい被かぶさるようにして、一いつ緒しよに倒れていたのは鵬玄だった。

　すぐに起き上がろうとしたが、鵬玄に頭を押さえつけられて低い体勢を取らされた。

「動くな！　じっとしていろ」

　真剣な面おも持もちの鵬玄に、何事かと思いつつも言われるままにした。

　そしてふと、彼の左ひだり腕うでから血が流れているのに気付く。

「血が……！　大丈夫か！」

　そしてようやく状じよう況きようが飲み込めた。

　背後の襖ふすまに、矢が刺ささっている。鵬玄はそれで怪け我がをしたのに違ちがいない。

　しかし矢が刺さっている方角から見て、狙ねらわれたのは彼ではない。

「この矢はわたしを狙ったのか？　鵬玄、もしかしてわたしを庇かばって怪我をしたのか？　なんて事だ……！」

　愕がく然ぜんとして叫さけぶと、鵬玄が一いつ瞬しゆんだけ微笑んだ。

「大丈夫だ。大した傷じゃない。……お前が無事なら、それでいい」

　優やさしい言葉に涙なみだが出そうだった。鵬玄がすぐさま真顔になり、声を上げた。

「賊ぞくが忍しのび込んでるぞ！　すぐに探し出せ！」

　庭の左右からいくつか明かりが現れる。どうやら事態に気付いて、衛兵が駆かけつけたようだ。

「矢の方角から見て、賊はあっちにいたはずだ。まだ遠くには行っていないだろう。追え！」

　鵬玄の的確な指示で、衛兵達がすぐに動いた。

　賊を追っていった衛兵達を見届けて、ようやく鵬玄が身体からだを起こす。

「鵬玄、傷が……！」

　左の二にの腕うでから血を流している鵬玄だったが、口元には笑みが浮かんでいた。

「大丈夫だと言っただろう。それより、お前は怪我はないか？」

「ああ、平気だ。それにしても、今のはいったい……！」

　突然の襲しゆう撃げきだった。矢が飛んできたことさえ、まったく気付かなかった。

　鵬玄がいなかったら、確実に矢は身体を射い貫ぬいていただろう。そう思うとぞっとした。

「賊の狙いはお前だ。部屋まで俺が警護しよう。さ、行くぞ」

「待ってくれ、それより、手当てを……」

「おや、医者が必要かな？」

　吞のん気きな声には覚えがあった。庭を見ると、いつのまにか朱咒がひょうひょうと立っている。

「ちょうどよかった。鵬玄の手当てをお願いします！」

「おや、里桜姫。いつから鵬玄を呼び捨てにするぐらい、仲良くなったんだい？」

　口元に意地悪な笑みを湛たたえた朱咒を見て、はっとした。

　あまりの出来事につい、いつも通りに喋しやべっていた。

「えっ？　あ、弟がよくそう呼んでいるのでつい……」

　あたふたと言い訳すると、なぜか同じようにうろたえている鵬玄が大きく頷うなずいた。

「ああ、そうだろうそうだろう。いきなり襲おそわれて、気が動転していたに違いない」

　二人して何度もそうだそうだと言い合っていると、朱咒が含ふくみ笑いをしながら首を傾かしげた。

「ふーん。そうかなぁ。鵬玄だって、まるで白桜の相手をしている時みたいに喋っていたよ」

「ば、馬ば鹿かな事を言うなーっ」

　庭に響ひびき渡わたる怒ど声せいを上げた鵬玄が、肩かたで息いきをしながら朱咒に背を向けた。

「里桜姫、こんな奴やつとは話さない方がいい。こいつはとんでもない女ったらしだ。絶対に近寄るな。さ、部屋まで送って行こう。部屋の前に見張りを立たせるから安心して眠ねむるといい」

　とりあえず、これ以上突っ込まれないうちに朱咒から離れるのには賛成だ。

　里桜は鵬玄に守られるようにして、急いでその場を後にした。
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「お前に手当てしてもらう日が来るとはな」

　鵬玄は不ふ機き嫌げんな声を上げた。目の前で腕の手当てをしているのは朱咒だ。里桜を部屋に送った後、待ち構えていた彼に捕つかまった。朱咒は気にくわないが、医者としてはかなり腕がいい。

　武官だった頃ころ、何度も負傷したが、こんなに的確に素す早ばやく処置をした医者はいなかった。

　手当てが終わり、道具を片付けている朱咒に目を向けた。

「どうして、こんな夜よる遅おそくに後宮の庭にいた？」

　朱咒は御ご殿てん医ではあるが、今夜は宿直とのいではないはずだ。しかも男子禁制の後宮の庭にどうしていたのか、気になっていた。朱咒を疑っているわけではないが、どうも彼はうさんくさい。

　敵ではないと思うが、油断はならなかった。

「ちょっとお散歩していただけさ」

　つかみ所のない男のあいまいな返事に、鵬玄は眉まゆ根ねを寄せた。

「……まさか、里桜姫ひめに何かしようとしたわけではないだろうな」

　女おんな癖ぐせの悪さは陽真乙国一。そんな印象が朱咒にはある。深夜彼女の部屋に忍び込もうなんて考えていたとしたら、今すぐ縄なわでくくって牢ろう屋やに閉じ込めるつもりだった。

　朱咒がわずかに動きを止めて、ふっと笑った。

「そうだね。彼女を見張っていたのは認めるよ」

　やはりと思った。さっき狙われた時に、彼がすぐ現れたのには違い和わ感かんがあった。

「見張るだと？　里桜姫に何の用だ？」

「うーん。実は里桜姫には直接用はないんだ。彼女に寄り添そう影かげを探しているだけ」

　意味不明な答えだった。眉根を寄せると、朱咒がふいに真しん剣けんな顔つきになる。

「そんな目で見ないでくれ。これでも彼女を心配しているんだ。……どうやら後宮の女性達を敵に回したようだね。つくづく運が悪い子だよ。よく見張っていてあげたまえ。私も少しは協力するから」

　言い残して、朱咒が部屋を出て行った。

　やはり彼はうさんくさい男だと思う。以前から気になっていたが、彼は移動する時に常に足音を立てない。それは子供の時からそう訓練された者にしかできない動きで、そんな歩き方をするのがどういう種類の人間か、鵬玄には察しがついていた。

　今の所敵ではないようだが、彼から目を離さないようにしなければと心に決めていた。

[image: ]




　　　　[image: ]




　里桜は敷しかれた布ふ団とんに入る事もせず、じっとその傍かたわらに座っていた。

　さきほど廊ろう下かを歩いていたら、どこからか矢が飛んできた。

　鵬玄のおかげで怪我はなかったが、命を狙われたという事実が頭から離はなれなかった。

「こんな手に出るなんて思わなかったな」

　狙ったのは、おそらく後宮の側室達だろう。しかし側室と一口で言っても数十人もいる。

　いったい誰だれの仕し業わざなのか見当もつかなかった。

　男として生きてきて、何度も危険な目には遭あっていた。

　しかし大だい内だい裏りの、しかも女性が集まる後宮で狙われるなんて思ってもいなかった。

「嫌いやみを言われたり、意地悪されたりぐらいは覚かく悟ごしてたけど、ここまでするとは。中ちゆう宮ぐうになりたいなんて思っていないのに、どうしてこんな目に遭わないといけないんだ……！」

　考えるとだんだん腹が立ってきた。大内裏に里桜として来たのは、帝みかどの命令をどうしても断れなかったからで、もともと尚侍ないしのかみになりたいとすら思ってもいなかった。

　それなのにどうして中宮候補として胡蝶から厳しい花はな嫁よめ教育を受け、あまつさえ命を狙われなければならないのか。

「狙ったのが誰だかはわからない。調べたいけど、不慣れな後宮での犯人捜さがしは難しいかもしれない。でも狙われた理由はわかっている。わたしが中宮候補になったからだ。だったら候補から外れれば、狙われる事もなくなるはず」

　犯人捜しは鵬玄に任せるべきだと思った。目立つのは秘密を抱かかえる身としては危険だ。

　自分にできる事は、一刻も早く大内裏を出る事だった。

「でも、主上のご命令で大内裏に上がったんだから、もし勝手に屋や敷しきに戻もどったりしたら、職務を放ほう棄きしたとして処しよ罰ばつされるかもしれない。おじいさまにだって迷めい惑わくがかかる。……やっぱり、主上に呆あきれられるような失態でもしないと」

　だがそれが問題だ。うっかり気に入られてしまったこの状態を覆くつがえすほどの失態とは何だろう。

　腕うで組ぐみして考え込んでいると、ふと隣となりの部屋から人の気配がした。

「誰っ？」

　さっと立ち上がり、部屋の隅すみにあった屛びよう風ぶの後ろに身を隠かくす。背後は外に出る襖ふすまだ。

　すぐに出られるよう、そこを目で確かく認にんした。

（また賊ぞくなのか！）

　衣い装しよう箱に隠していた太刀たちを手にして身構えると、襖の向こうから声がした。

「里桜姫、俺だ。大きな声は出さないでくれ。外に見張りがいる」

　それは青丞の声だった。里桜は目を見開いて、思わず逃にげようかと腰こしを浮うかせた。

　しかし外には鵬玄が手配した衛兵がいる。いくら青丞が帝の息子むすことはいえ、夜中に後宮に忍しのび込んだのがばれたら、ただではすまないだろう。

　すぐに、近くにあったろうそくを吹ふき消した。これで、目を凝こらしても置いてあるものの輪りん郭かくしかみえないぐらいの暗くら闇やみになる。それと同時に、隣りん室しつと通じる襖が開いた。

　屛風からこっそりのぞく。暗くてよく見えないが、体格と仕草から立っているのが青丞なのは間ま違ちがいなかった。

「来ないで」

　部屋に一歩踏ふみ入れた青丞に向かって、鋭するどい声を上げる。

　緊きん張ちようで身体からだが震ふるえたが、気を強く持った。青丞はその場で立ち止まったようだ。

「こんな夜中に後宮に来たのがばれたら大変です。お帰りください」

　何とか顔を見られないうちに、帰ってもらわなければと気ばかりが焦あせった。

　彼は姉の都桜を里桜だと思っている。

　都桜とは姉妹だから多少は似ているが、顔を見られたら別人だとすぐに気付かれる。

　この暗闇ならよほど近づかなければ大だい丈じよう夫ぶだろうが、油断はならなかった。

「どうしても話がしたかった。昼間は人の目が多くてなかなかゆっくり話ができない。それに、俺を避さけているだろう」

　何度か後宮を訪ねてきた彼から、逃げ回っていたのは確かだ。

　明るい日の下で、彼と会うなんて絶対にできない。

「そんな事はありません。それに昼間会えないからと、夜に忍んでくるなんて失礼です」

　誰かに見つかる前に早く帰ってほしくて、わざときつい物言いをした。

「……どうしても、会いたかったのだ」

　声は静かだが、熱い気持ちが籠こもっていた。その熱さが伝わってきて、こちらまで身体がかっとする。その熱が、前に白びやつ虎こ家の屋敷で彼と会った時に感じた気持ちを蘇よみがえらせた。

（青丞と会うと、心がざわつく。気持ちが揺ゆれてしまう。あの時彼に感じた気持ちは、やはり特別なものだったのだろうか……）

　彼には好きかもしれないと告げていた。あの時は溢あふれてくる気持ちが止まらなかった。

　だが、今はそう言った事を後こう悔かいしていた。

（わたしは白桜として生きていかなければならない。この秘密を打ち明けても、もしかしたら彼は、受け入れてくれるかもしれない。だけど……）

　もし世間や帝に白桜が本当は女だと知られたら、一族だけでなくその秘密を知っていて隠していた者も罪に問われるのは間違いなかった。

　秘密を知ったせいで、彼が罪に問われるなんてとんでもない事だ。それに龍宝帝の子息であり、青せい龍りゆう家の跡あと取とりとして将来を約束されている彼の邪じや魔まはしたくない。

（青丞が大切だ。すごくすごく大切だ。だからこそ絶対に秘密は隠し通さなくては……！）

　心の叫さけびは口には出せない。きつく唇くちびるを嚙かむと、青丞がわずかに首を傾かしげた。

「好きかもしれないと、言ってくれただろう？　会いにきたら迷惑だったか？」

　声にせつなさが混じっていて、聞いていると心が震えそうだった。

　彼にそんな声を出させているのが自分かと思うと、こちらまで苦しい気持ちになる。

　それでも、里桜は小さく首を振ふった。

「……あれは気の迷いでした。その場の雰ふん囲い気きに流されただけ。わたしは今は尚侍として帝にお仕えする身。あなたと二人だけで会うわけにはいきません」

　心が切り裂さかれそうに辛つらかった。あの時の気持ちは噓うそではなかった。

　だけど噓にしなければ、彼を危険な目に遭わせるだろう。

　青丞が息を吞のむ気配がした。傷付いた様子が暗闇でも伝わってくる。

　だが、心を鬼おににするしかない。どれだけ辛くても噓をつくしかないのだ。

「帰ってください。わたしはもう休みます」

　毅き然ぜんとした態度を見せると、青丞が動きを止めた。そして苦しそうに一度息をつく。

「……そうか。気の迷いか。だが、里桜姫ひめがどう思おうが、俺は会いたいし話もしたい。嫌きらいでもかまわない。俺が、里桜姫を好きなのだから」

　いつもの強ごう引いんな態度とは違ちがって、優やさしさを感じさせる声だった。暗くてわからないが、きっと彼は微笑ほほえんでいるだろう。そう思うと、心臓をぎゅっと摑つかまれたような痛みが走った。

（青丞、もう里桜姫には関かかわらないでくれ）

　そう言いたいが、口にはどうしても出せなかった。

　二度と里桜姫として会えなくなる、そう思うと息もできないくらいに苦しくなる。

「里桜姫が俺をどう思おうと、俺はあなたの為ために動くつもりだ。里桜姫を愛する気持ちは、もう自分でも抑おさえられないのだから」

　甘い声に心がうずいた。その心に引きずられないようにするには、かなりの努力が必要だった。しばらく無言でいると、青丞の声がふいに真しん剣けんみを増した。

「……さきほど、狙ねらわれたそうだな」

「どうしてそれを？」

「里桜姫が心配で大内裏で宿直とのいしていた。衛兵が騒さわいでいたから話を聞いたのだ。……怪け我がはなかったか？」

　どうやら様子を見にきてくれたようだ。いつも冷静な彼が夜中に後宮に忍び込むなんて無む茶ちやな真似まねをしたのも、自分を心配しての事だと思うと、ふわっと胸が温かくなった。

「大丈夫です。……ありがとうございます」

　嬉うれしささえこみ上げてきて、思わず口元が綻ほころんだ。

　青丞が屛風の向こうで、さっと膝ひざをつく。

「すぐに後宮を……いや、大内裏を出ろ。ここは危険な所だ」

　それはもう身に染しみてわかっている。もちろん今すぐにでも出て行きたいのは山々だ。

「でも、主上のご命令には逆らえません。もし勝手にお役目を投げ出したとあれば、わたしだけでなく祖父も罰ばつを受けるでしょう」

　俯うつむくと、ふいに青丞が動く気配がした。

　あっと思う間もなく屛風がのけられ、ぎゅっと抱だきしめられる。

「なっ、青丞……！」

「静かに。……すまない、相手が主上でなければ、どんな手を使ってでもここから連れ出すのに。自分の無力さにこんなに腹が立ったのは、これで二度目だ」

　熱い腕うでだった。顔を耳もとに埋うずめられ、息がかかる。

　鼓こ動どうがどくどくと聞こえそうなほど近くに、彼はいた。

「に、二度目？」

　どうしていいかわからずに、そんな言葉を返した。

　放してと言うべきだったのに、そうは言えなかった。

「ああ。一度目は子供の頃ころだ。俺の母はその頃後宮にいて、やはり側室達の嫉しつ妬との矢やお面もてに立って、命を狙われた。何とかしてくれと父に訴うつたえたが、側室達はそれなりの家いえ柄がらの息女ばかり。波風を立てれば父親達との間に溝みぞができて、政治に支障が出ると取り合ってもらえなかった」

　それはわからない理り屈くつではなかった。帝みかどの婚こん姻いんは政略結けつ婚こんが主のはずだ。

　側室をたくさん娶めとるのは、地位の高い貴族の父親達との結びつきを深める為だろう。

　しかしそれを青丞が納なつ得とくできない気持ちもよくわかる。

　里桜はふと、青丞が龍宝帝と接する時は、いつもよそよそしい態度をとっている事を思い出した。親子だというのに、青丞は龍宝帝をそうは思っていない事がありありとわかる様子を見せ、時にはきつい言葉を投げかける事もある。

　今ならその原因がわかる。おそらく母親の若藤中ちゆう宮ぐうの事があるからだろう。

　母を守りたい青丞は、それをしない父親の龍宝帝に腹を立てているのだ。

「でも……それでは若藤中宮が可哀かわい想そうすぎる。いくら政治が絡からんでいたとしても、主上が庇かばってくれなければ、不安で押しつぶされてしまうでしょうに」

　今の里桜はまさに同じ状じよう況きようだった。側室達の嫉妬の矢面に立ち、命さえ狙われた。

　負けまいと気を強く持っているが、心の奥底では常に不安が渦うずを巻いている。

　青丞がふっと微笑む気配がした。

「里桜姫は人の気持ちに共感できるのだな。それはあなたが強くて優しい証しよう拠こだ。そんな所が好ましい」

　抱きしめる腕が更さらに強くなった。身じろいだが、どうしても腕は離はなれてくれない。

　以前はこんな事をされたら怖こわくて仕方なかった。

　だが今は、心のどこかに違う気持ちが芽生えつつあるのを感じていた。

　命さえ狙われる危険な状況で、彼の腕の中は何より安心できた。

　青丞なら、何があっても自分を守ってくれる。

　そんな思いが不安に苛さいなまれていた心を軽くしてくれた。

「何かあったら、必ず俺を頼たよれ。里桜姫がここから出られるよう、手を尽つくす。……里桜姫を俺の母親のようにはしたくない。母は青龍家の屋や敷しきにいるが、命を狙われた事が原因で、気き鬱うつの病にかかっている。一番許せないのは、そんな状態の母に未いまだに呪のろいの文ふみが届く事だ」

　怒いかりの籠もった声に目を見開いた。

　見上げても表情は暗くてわからない。だがきっと、彼は辛い表情をしているのに違いない。

「後宮を出られて、もう何年もたつのでしょう？　それなのに、今でもそんな嫌いやがらせが？」

「ああ。母の目には触ふれないようにしているが、薄うす々うす気付いているようだ。そのせいでなかなか病がよくならない。母の気持ちを穏おだやかにできれば、きっとよくなると思うのだが……」

　後宮を離れてずいぶんたつのに、未だに洒落しやれにならない嫌がらせを受けている若藤中宮を思うと、胸が痛くなった。

　同時に、女性の嫉妬の恐おそろしさがどれほどのものなのか、思い知った気分だ。

　こんな所にいるのは怖いという気持ちはもちろんある。

　だが、今里桜の心を支配しているのは、怒りだ。

「確かに若藤中宮は正室だけど、今はもう後宮を出られているのに。未だにそんな事をするなんて許せない！」
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　里桜は、青丞の袖そでをぐっと摑んで顔を上げた。

「その犯人はわからないのですか？　きっとわたしを狙ったのも同じ人物だと思います。だったら、わたしが捕つかまえて……！」

　さきほどまでは犯人捜さがしは控ひかえようと思っていた。目立つのは極力避さけたいからだ。

　だが、今は怒りの方が勝まさっていた。青丞が静かに里桜の頭を撫なでてくれた。

「他人の為に怒おこれる里桜姫は、やはり強くて優やさしい人だ。……犯人は大体の見当はついている。だが、里桜姫は関わるな。それよりなるべく早くここを出る事だけを考えるんだ。いいな」

　再び青丞が強く抱きしめてきた。

　早く彼から離れなければと思う半面、この温かで頼りがいのある腕の中にいつまでもいたいと思う気持ちに気付いて、里桜は困こん惑わくした。
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　稀き代たいの陰おん陽みよう師じと呼ばれた草薙は、幼い頃から占せん術じゆつが得意だった。

　今は陰陽寮りようを取り仕切る頭である草薙だが、実はもともと貴族ではなく、平民の出だ。

　幼い頃から次の日の天気を言い当てたり、近所の家で不幸が起こったりするのを予測したりしていた。その不思議な能力のせいで、親にはいつも気味悪がられていた。

　あげくに物ものの怪け付きだ、鬼おにの子だと言われて捨てられた。

　だが持って生まれた才能を駆く使しして逞たくましく生き抜ぬき、今の地位を手に入れたのだ。

　草薙は、幼い頃から自分の身を守る為ための道具でもあった式ちよく盤ばんを回転させて、大切な人の吉きつ凶きようを占うらなっていた。

　だが何度占っても、結果は同じだ。

「どうしたらいい……？」

　苦く悩のうの表情でじっと式盤を見つめていると、ふいに誰だれかが肩かたに手を置いた。

「草薙、何を占っている」

　振ふり向くと、碧嵐が立っていた。草薙は思わず微笑ほほえむ。彼を見ると、いつも自然とこんな表情になる。自分でも不思議なほど、穏やかな気持ちになれた。

「……いえ。大した事ではありません」

　何度占いの結果を告げるべきかと悩なやんだだろう。

　だがそれを伝えれば、確実に彼は混乱し、すべてのものを信しん頼らいできなくなる。

　彼が大事だからこそ、どうしても伝えられなかった。

「もうすぐ想月が来るぞ。国崩くずしの嵐あらしについての最終調整をする。準備をしておけ」

　その名前に、眉まゆがぴくりと動いた。碧嵐は想月をかなり信用している。

　しかし草薙は、そうではなかった。

　浮うかない顔をしたのに気付いたのか、碧嵐が動きを止めた。そしてわずかに微笑む。

「草薙。最後にもう一度だけ言おう。お前はここで降りてもいいのだぞ。この計画はかなりの危険を伴ともなう。私は覚かく悟ごができているが、お前はせっかくその地位まで上り詰つめたのだ。無理して私につきあう事はない。……昔の事をいつまでも気にする必要はないのだ」

　優しい笑えみに、心がぎゅっと摑つかまれた気がした。

　今は憎にくしみに突つき動かされている碧嵐だが、もともとの彼は他人を労いたわれる優しさを持っている。それは草薙が一番良く知っていた。

「いいえ、あなたは命の恩人。碧嵐様がいなかったら、私は今いま頃ごろこの世にはいなかった。たとえ何があっても一生ついていくと誓ちかったのです。……国崩しの嵐は必ず成功させましょう」

　式盤の結果を、どうしても彼には伝えられなかった。だが、それでもいいと草薙は思った。

　彼には自分がついている。この命を賭かけて、彼に尽くすと決めていた。

　今まで一度も占いが外れた事はないが、草薙はその結果を無視する事にした。

　彼と一いつ緒しよに、間ま違ちがった道だとわかっていても突き進む。その覚悟を決めたからだった。
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　里桜が大だい内だい裏りに来て、数日がたっていた。

　部屋にある文ふ机づくえに向かっていた里桜は、小さく息をつく。

「明日あしたはとうとう勅ちよく旨しの日だ。このまま何も起こらなければいいけれど」

　命を狙ねらわれた日からずっと警けい戒かいしているが、何事もなかったような日々が続いていた。

　しかしいつ敵が狙ってくるかわからない状況は、気持ちが落ち着く暇ひまもなくて疲つかれは増す一方だ。本音では、さっさと大内裏を出て行きたいと思っている。

　だが、気になるのは勅旨だ。

　密談に参加もし、里桜の夢にも繫つながる改革の第一弾だんとなる勅旨の発表をどうしてもこの目で見届けたい。その思いが、ここに留とどまらせていた。

「やっぱり勅旨までは精いっぱい働こう。その後は恐れ多いけど主上にお茶をぶちまけるとか、政治には関係ないような筆記の仕事で思いっきり誤字を書くとか、みんなが見てる前で急に踊おどり出して呆あきれさせるとかしよう！　そこまでしたらきっと、ここから追い出されるはずだ」

　目の色が戻もどるまでは、あと三日ある。

　その間、自分にできる事をしようと気持ちを固めていると、廊ろう下かから声がした。

「失礼致いたします。如月様からのお届け物でございますが」

「はい、どうぞ」

　振り向くと、新しく入ったのか見知らぬ女官がそっと襖ふすまを開けた。

「如月様から文ふみとこちらを預かって参りました」

　女官が差し出したのは、折りたたんだ文と、十ほどの巻物と湯気の立つお茶だった。

　礼を言うと、女官が一礼して襖を閉めた。里桜はまず文を手にとって目を通す。

〝巻物を主上に届けてください。それから、このお茶は北の地から献けん上じようされた極ごく上じよう品ひんです。ぜひ里桜姫ひめに召めし上がっていただきたい〟

　簡素な文は如月らしかった。署名はないが、間違いなく如月の字だ。

　最近一緒に仕事をする事が多いので、彼の癖くせのある筆ひつ跡せきにもようやく慣れた。

　里桜はいい香かおりのお茶を見つめて、ため息をつく。どうやら如月も〝里桜姫〟が中ちゆう宮ぐうになる事に大賛成のようで、何かと機き嫌げんをとろうと贈おくり物もの攻こう撃げきをしてくる。

　今回のお茶もその贈り物攻撃の一つだろうと思った。

「まったく、如月様はどうしていつも主上への届け物をわたしにわざわざ頼たのむんだ。直接女官に持って行ってもらう方が早いのに」

　実はこうした龍宝帝への届け物は、ここ数日何度も頼まれている。

　その理由はおそらく、少しでも龍宝帝との会話や接せつ触しよくを増やす為だろう。

「その手には乗らないからな。仕事だから届け物はするけど、すぐに主上から離はなれてやる。……せっかくのお茶だし、熱いうちに頂いてから主上の所に届け物をしよう」

　盆ぼんを引き寄せて、熱い茶器を手に取る。口に運ぼうとした所で、ふいに襖が開いた。

「失礼」

　声をかけたのは、鵬玄だった。女性の部屋の襖をぶしつけに開いた彼に目を丸くする。

　鵬玄はぶっきらぼうだが、礼れい儀ぎはわきまえているはずなのに。

「どうかなさったのですか？」

　じっと見つめられて、思わず首を傾かしげた。鵬玄がこちらに大おお股またで歩み寄る。

「……いや、突とつ然ぜんすまない。今の女官は何を持ってきた？」

「主上へお届けする巻物と、如月様が手配されたというお茶ですけど」

　鵬玄の眉まゆ根ねがぐっと寄った。それは何か気になっている事がある時の彼の表情だ。

　不思議に思っていると、鵬玄が表情を緩ゆるめて、口元に笑みを湛たたえた。

「実は急ぎの用があってきた。さきほど如月様にお会いして、その巻物を急いで主上に届けて欲しいと里桜姫に伝えてくれと頼まれた。だからすぐに持って行ってほしい」

「ああ、そうなんですね。では、お茶を飲んだらすぐに……」

「駄だ目めだ。そんな暇はない。急いでくれ。お茶なら後でまた持ってこさせる」

　極上の品だと聞いていたので、もったいないなとは思ったものの、急ぎの仕事なら仕方ないと立ち上がった。

「では、すぐに主上のもとに伺うかがいます」

「そうしてくれ」

　いつになく強ごう引いんな鵬玄の様子が気になったが、里桜は巻物を手にして部屋を後にした。
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「君は本当に抜け目がない男だね。里桜姫に対する悪意を嗅かぎつける鼻は、厳しくしつけられた番犬並みだ」

　鵬玄は、茶器を手にして匂においを嗅いでいる朱咒に向かって眼光を鋭するどくした。紫し宸しん殿でんの奥にある小部屋に、彼と二人っきりだ。ここは内密の話をするのに、ぴったりの静けさだった。

「無む駄だ口ぐちはいい。さっさと調べろ」

「もう終わったよ。間違いなく異物が混入しているね。おそらく植物性の毒だ。もし飲んでいたら、里桜姫は今頃この世にはいなかっただろう」

　その言葉にぞっとした。間に合ってよかったとほっとしたものの、彼女を狙う敵の正体がまだわからない事に苛いら立だっていた。

「持ち帰って詳くわしく毒の成分を調べてみるよ。でも、よくわかったね。このお茶に毒が入っていたなんて」

「彼女が口にするものは、すべて事前に調べるようにしている。如月様がお茶と巻物を手配して女官に渡わたしたと護衛から報告があった。だから女官がお茶を煎いれる所を密ひそかに見張っていたが、その時どうも手元を隠かくすような仕草をした。だからもしかしてと思っただけだ」

　里桜姫の護衛をすると決めたからには、完かん璧ぺきに遂すい行こうする。

　この細やかさがあったからこそ、鵬玄は都でも一番の武官と称しようされたのだ。

「里桜姫もかなり用心しているようだが、今回は如月様直筆の文があったから油断したんだろう。……お茶を煎れた女官は、まだ後宮に入って日が浅いようだ。彼女が何か知っている可能性は高い。調べて犯人を捕つかまえてやる」

　愛する人を狙う敵は、自分にとっても敵だ。容よう赦しやするつもりはない。朱咒が肩かたを竦すくめる。

「君は不器用な男だね。夜も眠ねむらず里桜姫の様子を見守り、食事や飲み物まで細かく調べて彼女を危険から遠ざけている。しかも、それを里桜姫に知られないようにして。彼女は君が何度もこうして未然に危険を防いだ事を知らないのだろう？」

　確かに、夜の闇やみに紛まぎれて里桜姫の寝しん所じよを襲おそおうとした賊ぞくもいた。もちろんすぐさま捕とらえたが、金で雇やとわれただけで何も知らないと言う。だが大内裏の、しかも後宮に忍しのび込んだのだ。

　雇った犯人は後宮に賊を手引きできる者、すなわちここに関係する人物には違ちがいなかった。

「里桜姫には何も知らせるな。怖こわい思いをさせたくない。彼女は必ず俺が守ってみせる」

　決意は固かった。白桜が女だと知って、最初は戸と惑まどいもしたが、見守ろうと決めていた。

　その気持ちが恋こいだと気付いてからは、なおさら彼女を愛いとしいと思うようになった。

「本当に不器用すぎて笑ってしまうよ。私だったら、それだけ頑がん張ばってるんだと彼女の前で声こわ高だかに言うけどね。今のままだと、彼女は君の気持ちに気付いてくれないよ」

　からかうような口調にむっとした。それが顔に出ているだろうが気にせず、朱咒を睨にらむ。

「……俺とお前は違う。さっさと毒を調べてこい。俺はさっきの女官を探す」

「はいはい。だけどそんなに謙けん虚きよだと、青丞に負けてしまうよ。彼はずいぶん里桜姫と親しいみたいだしね」

　その一言で心に燃え上がったのは嫉しつ妬との炎ほのおだった。

　青丞と里桜姫が以前から会っていたらしいということは知っている。

　彼女が青丞をどう思っているかはわからないが、青丞は里桜姫に求愛しているようだ。

　おそらく彼は里桜姫が白桜だとは知らないだろう。

　白桜と接している時は、完全に男相手の態度なのだ。

「青丞には、負けない」

　言い切ると、朱咒が目を見開いた。

「驚おどろいたな、そんなにはっきり言うとは思わなかったよ。君はこうして陰かげから里桜姫を守っていれば満足なのかと思っていた」

「今は彼女を不安にさせないように守りつつ、敵を捕まえるのが先決だ。だが、いつまでも陰に甘んじてはいない。俺はそう甘い男ではないぞ」

　自然と浮うかんだのは不敵な笑えみだった。欲しいものは手に入れる。

　表には出さないが、そんな男としての本能は、誰だれよりも強いと自分でよくわかっていた。
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　龍宝帝に巻物を届ける為ため、弘こ徽き殿でんを歩いていた里桜は、正面から来る弘徽殿女御とその取り巻き達を見付けて、すぐに廊下の端はしに寄り頭を下げる。

「弘徽殿女御様、あの……」

　挨あい拶さつをしようとしたが、思いっきり無視された。彼女達は里桜の姿など目に入らないかのように廊下を去って行く。里桜は顔を上げ、ため息をついた。

　無視されるのはいつものことだ。

　ひどい時は、わざとぶつかられたりもする。だが気にしないようにしていた。

　男として暮らしていた時は、もっとひどい嫌いやがらせを受けていた。

　それに比べたら無視されたりするのは可愛かわいいものだ。

　気を取り直して、龍宝帝がいる部屋へと急ぐ。この時間なら自室で巻物を読んでいるはずだ。渡されたのも、龍宝帝が読まなければならない政治に関するものだろう。

「それにしても帝みかどって大変だよな。この巻物一つ読むのに、わたしだったら半日かかる。でも主上は毎日十は軽く読んでいらっしゃる。それに加えて、話し合いが日に三度はあるし、訴うつたえがある者達には時間が許す限り会っていらっしゃる。いったいいつ寝ねてるんだろう」

　改めて考えると、龍宝帝の体力と精神力には驚くばかりだ。精力的に政務をこなし、側近や臣下達の話もよく聞く。苛立っている所や怒おこっている所など見た事もない。

　帝としての彼は尊敬に値あたいした。

（でも、父親として、夫としてはどうなんだろうな……？）

　先日青丞の話を聞いてから、少しばかり龍宝帝を見る目が変わった。

　どうしても青丞寄りに考えてしまうが、どんなに客観的になろうとしても、龍宝帝の若藤中ちゆう宮ぐうに対する仕打ちはひどいと思う。

「新しい中宮をって勧すすめられて了りよう承しようしたのも、やっぱりひどいよな。だって若藤中宮は後宮にはいないけど、れっきとした正室なんだ。それなのに、新しい正室を選ぼうとするなんて」

　しかも白羽の矢が立ったのは自分だ。どんなにこの国の姫ひめが憧あこがれる存在になれるとしても、秘密を抱かかえる身としては迷めい惑わくでしかなかった。

「わたしは結けつ婚こん相手は自分で決めたい。政略結婚なんか、絶対に嫌だ」

　今は男として生きているが、いずれは女に戻もどるつもりだ。好きな相手を見付けて、その人と添そい遂とげたいと思うのは、政略結婚が当たり前の陽真乙国の姫としては失格かもしれない。

　しかし、里桜はその意志を曲げるつもりはなかった。

　心を強く持って、龍宝帝の部屋へと赴おもむく。襖ふすまの前に座って深呼吸した。

（とりあえず、これ以上気に入られるのはまずいから、さっさと用事をすませよう）

「失礼致いたします」

「入れ」

　襖を開けると、龍宝帝が巻物から目を離はなして、こちらを向いた。

「如月様からお届けするように言われました。お急ぎだと伺いましたが」

　龍宝帝が小首を傾かしげて、やがて苦く笑しようする。

「そんなに急ぎでもなかったのだが……。相変わらず如月はせっかちだな。ではこちらへ」

　鵬玄に急ぐようにと言われて、慌あわてて来たのにどうやらそうではないようだ。

　不思議に思ったが、すぐに気を取り直して、部屋に入る。

　ふと気付いたが、龍宝帝が持つ巻物は、先日の側近達との話し合いを里桜が筆記したものだった。視線に気付いたのか、龍宝帝が微笑ほほえむ。

「明日はいよいよ勅ちよく旨しだからな。もう一度読み返していた。里桜姫は字がうまいな。とても読みやすいし、簡潔に内容を書き留めてある。つまり、頭の中で話を整理できているという事だ。女性でここまでわかりやすい筆記をしたのは初めてだ」

「あ、ありがとうございます」

　ほめられるのはとても嬉うれしい。

　だが問題は、気持ちとは裏腹にどんどん尚侍ないしのかみとしての評価が高くなっている所だ。

「字のうまさは桜子姫と似ている。弟から聞いているか。私の初はつ恋こいはそなたの母の桜子姫だ」

　男らしい笑みに、普ふ通つうならめまいがするほどくらくらしてしまうのかもしれない。

　実際里桜も、眩まぶしすぎて目を細めてしまいそうだ。

　陽真乙国の帝は、仕事ができて懐ふところが深く、何より男としてかなり魅み力りよく的だった。

「はい。ですが母はそこまで思って頂けるほど、美しいとかしとやかとは程遠いと……」

　五年前に亡なくなった母の印象は〝逞たくましい〟だった。不美人ではないが、取り立てて美しいというほどでもないと思う。だが、女でも学問を習った方がいい。女だからといって、男に甘えて生きては駄だ目めだと口にして、実際に学問の博士を呼んで里桜に勉強をさせてくれた。

　今となっては、母の進歩的な考えに感謝している。

「桜子姫は、気が強くて賢かしこくて、とても素す晴ばらしい女性だった。憧れていたよ。だけど私はちっとも相手にされなかったんだ」

　わずかに龍宝帝が口を尖とがらせた。

　彼らしくない子供っぽい表情だったが、恐おそれ多いが何だか可愛いと思えた。

　どうして母はこんなに魅力的な龍宝帝を相手にせず、優やさしいだけが取とり柄えの貧びん乏ぼう貴族で頼たよりない父と駆かけ落ちしたのか理解に苦しむ。

「……里桜姫」

　ふいに龍宝帝の声こわ色いろが甘く変わった。

　目を向けると、微笑みまでも声色と同じ甘やかなものとなっている。

「後宮に来て、嫌な目にはあっていないか？」

　先日命を狙ねらわれた話は知っているはずだ。心配して聞いているのだろうか。

「……嫌な目には、あっていないと言えば噓うそになります。ですが、鵬玄様や如月様達に支えられています。ですから大だい丈じよう夫ぶです」

　なるべく平静な顔を装った。嫉妬という目に見えない敵は恐ろしいが、気持ちだけでも負けたくはなかった。強い視線を向けると、龍宝帝がふっと笑んだ。

「よい目だ。……里桜姫は気き丈じようだな。だが、それがいい」

　ふいに、龍宝帝がこちらに向き直った。そしてすぐ近くまで顔を寄せてくる。

　青丞と同じ、紺こん碧ぺきの瞳ひとみ。彫ほりの深い顔も彼によく似ている。だが、それなりに年ねん齢れいを重ねた落ち着きのある表情と雰ふん囲い気きは、大人の魅力がふんだんに含ふくまれていた。

「あの、顔が近いですけど……！」

　とても嫌な予感がした。この雰囲気は以前も経験した気がする。

　そしてふと青丞に突とつ然ぜん押し倒たおされた時、こんな風に心臓が甘く飛び跳はねた事を思い出した。

（あれ、もしかして、まずい状じよう況きようじゃ……！）

　あたふたしている間にも、どんどん龍宝帝の顔が近づいてきた。

　しかもいつのまにか、しっかりと手を握にぎられている。

「新しい中宮には、正室としての務めをまっとうしてもらわねば。それには嫉しつ妬とに負けない気き概がいのある女性がいい。改革を目指して新しい国作りをする私の補ほ佐さができるぐらいに賢い女性なら、なおさら大だい歓かん迎げいだ。それに里桜姫は初恋の人の娘むすめでもあるしな」

　微笑みは優しいのに、握られた手は痛いぐらいだった。

　どんなにもがいても放してはもらえない。

「いや、あのっ、わたしはそんなつもりじゃなくて！　し、失礼を……」

　逃にげようと立ち上がりかけたが、龍宝帝の力は強くて握られた手がどうしても放せない。

「もう少し、ゆっくりしていけばいい。なんだったら、朝までここにいてかまわない」

　それが何を意味するのかはさすがにわかる。

　だからこそ、全力で阻そ止ししなければならない事も。

　だが相手は天子様だ。本気で抵てい抗こうして怪け我がでもさせたら大事だ。それこそ処しよ刑けいは免まぬかれない。

「主上！……まさか本気じゃないですよね!?　わたしは結婚とかはまだ考えてませんが！」

「そういえば、白桜が里桜姫は好きになった相手とでないと結婚したくないようだと言っていたな。大丈夫だ、そなたは絶対に私を好きになる」

　どこからそんな自信が出てくるのだろうと目を丸くした。

　しかしまじまじと見つめると、龍宝帝は年相応の落ち着きと渋しぶい魅力に溢あふれている。

　顔立ちは整っているが、野性的な男らしさも窺うかがえる。

　紺碧の瞳は強い意志の光を放ち、逞しい身体からだは着物の上からでもわかるほどだ。

　その上、この国で一番の権力を持つ彼は、確かに男として夫として誰だれよりも優すぐれていた。

　彼に見つめられると、そんな気はないのにぼうっとするが、里桜はすぐさま首を振ふった。

「すみません、もう失礼します！」

　ここは強ごう引いんにでも逃げるしかない。里桜は龍宝帝の腕うでを振り払はらおうとした。しかし龍宝帝はびくともしない。それどころか逆に彼に手を引かれて、体勢を崩くずす。

「うわっ！」

　倒れ込んだのは、龍宝帝の胸の中だ。広い胸の中は温かくて、伽きや羅らのいい香かおりがした。

「じっとしていろ。こういう時は大人しくしている方が可愛かわいいぞ」

　声は聞いた事がないほど低くて甘かった。それだけで腰こしがくだけてしまいそうだ。

　それでも里桜は必死で手足をばたつかせた。

「可愛くなくていいです。と、とりあえず、放して……！」

　だが龍宝帝は少しも言う事を聞いてくれなかった。

「嫌がるのは青丞の事を気にしているからか？」

　思わず息を吞のんだ。青丞の事を特別に感じ始めているのは確かだ。

　表情を硬かたくすると、龍宝帝がふっと口角を上げた。

「青丞は冷静沈ちん着ちやくだともてはやされてはいるが、私から見ればまだまだ子供だ。好きな女を自分だけのものにしたくて必死で、そなたを白びやつ虎こ家の屋や敷しきに戻せと怒ど鳴なり込んできた」

　思い出したようにくすりと漏もらした龍宝帝に、目を見開いた。

「まあ、あれだけ感情を顕あらわにするほどそなたが好きだという事だろうが。……実は青丞が以前からそなたの事を好きなのは知っていた。あれが周りも見えなくなるほど好きな女とはいったいどんな女なのかと興味もあった。私の息子むすこは女を見る目はあるようだ」

　力強い手が、里桜の顎あごを捉とらえる。そのまま彼の唇くちびるが里桜の唇に近づいた。

「……里桜姫ひめ、青丞よりも私の方がいいぞ。私の后きさきになれ。そうすれば、誰よりも贅ぜい沢たくができて、誰からも敬われる存在になれる。女としての幸せが思いのままだ。青丞と一いつ緒しよになるより、ずっと幸せにしてやる」

　唇が重なる直前にその言葉が聞こえて、里桜は雷かみなりが落ちたような衝しよう撃げきを受けた。

「……わたしは」

　その衝撃に目を見開いて、ぐいっと彼の胸を押し戻した。そして強い視線を投げかける。

「贅沢をしたいとは思いません！　贅沢とか高い地位とか、それが女としての幸せだとは思いませんから。何がわたしの幸せかは、わたしが決めます！」

　言い切ると、龍宝帝が驚おどろいたように目を見張った。

「何度も言いますが、わたしは中ちゆう宮ぐうになりたいなんて思っていないです。それに主上にはちゃんとした中宮がいらっしゃるじゃないですか！」

　ずっと気になっていた事が口をついた。若藤中宮は後宮にはいないが健在だ。それなのに、新しい中宮をさっさと選ぼうとする龍宝帝が許せなかった。彼はまた開き直って、国の為ためには新しい中宮が必要だと言うだろう。そう思っていたが、ふいに龍宝帝が目を伏ふせた。

「……その話はしたくない」

　やや苦しげにも聞こえる声に、里桜は眉まゆ根ねを寄せた。

「どうしてですか？　この際ですから、はっきり言わせて頂きます。わたしは正式な中宮がいらっしゃるのに、新しい中宮になりたいとは思いません」

　ここぞとばかりに気持ちを言葉にした。恐れ多いことだとわかっているが、このままではまずいし、何より青丞の心の痛みがわかるからこそどうしても言いたかった。

「なりたくないだと？　中宮はこの国の女性すべてが憧あこがれているといっても過言ではない存在だ。それなのに嫌いやだと言うのか？」

　やや目を見張った龍宝帝に、里桜は毅き然ぜんと頷うなずいた。

「わたしは自分が納なつ得とくできないなら、誰の妻にもなりたくありません。どんなに高い位になれるとしてもです。身にあまる贅沢をしたいとも思いません。それに今のままでは若藤中宮が嘆なげかれます。新しい中宮を迎むかえようとしているのをご存じなのですか？」

　ふいに、龍宝帝の手から力が抜ぬけた。その一いつ瞬しゆんを見み逃のがさず、手を振り解ほどいて立ち上がる。

「主上、もう一度伺うかがいます。若藤中宮はご存じなのですか？」

　改めて問いかけたのは、龍宝帝の表情に初めて見るような辛つらそうな色があったからだ。

　彼はやや目を伏せて、声を落とした。

「……知らせてはいない。そんな事をしたら……あれの具合がまた悪くなる」

　声は呟つぶやきに等しかった。いつもの自信に溢れた龍宝帝の姿が、一瞬だけ消える。

　里桜はそれを見逃さなかった。

（青丞は、主上がまったく母親の心配をしないし、何かあっても対処してくれないと言っていた。だけど主上は若藤中宮を何とも思っていないようには見えない。本当に彼女の事がどうでもいいのかな？）

　疑問に思ったが、さすがにそこまでは聞けなかった。

　顔を上げた龍宝帝の目に、強い意志が戻もどっていたのに気付いて、慌あわててきびすを返す。

　このままではまた、強引に口説かれてしまうだろう。今はまず、逃げるのが先決だった。

「わたしには中宮なんて務まりません。失礼します！」

　さっと襖ふすまを開けて着物の裾すそを上手にさばいて駆け出した。さすがに追いかけてはこないようだ。ほっとしつつも、さきほどの龍宝帝の表情が気になって仕方なかった。
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　そろそろ夕日が辺りを照らし始めていた。

　自室へ戻ろうとしていた里桜は、さきほどの龍宝帝とのやりとりを思い出し、首を捻ひねる。

「主上は若藤中宮を心配していた気がする。でも青丞の話だとほったらかしだって……」

　腕うで組ぐみして考えていたが、やはり龍宝帝がどういうつもりでいるのかよくわからなかった。

「若藤中宮が大切なら、新しい中宮は迎えないはずだ。主上は何を考えておられるのだろう」

　自室の前に立ち、考え事をしながら襖を開ける。

　考えに没ぼつ頭とうしていたので、気付かなかった。自室に誰かがいた事に。

「里桜姫。勝手に入ってすまない。ちゃんと昼間に会いた……」

　目の前で聞こえた声に、一瞬で総毛立った。

　部屋の真ん中に座っていたのは、紺こん碧ぺきの髪かみと瞳ひとみを持つ、氷の貴公子青丞だ。

　都中の姫達が憧れているという彼と目が合って、里桜は思わず手で顔を覆おおった。




「うぎゃぁぁぁぁぁぁ──────────！」




　彼とばっちり目が合った。さっと背中を向けたが、もう遅おそいだろう。

　しかも今は夕方とはいえ明るく、顔をしっかり見られたはずだ。

　そう、ずっと隠かくし通してきた大切な秘密の顔を。

「そんな……！」

　驚く声が背後で聞こえて、どうする事もできず廊ろう下かを走り出した。

「待て！」

　青丞が追いかけてくる気配がしたが、振り向くなんてとてもできなかった。

（まずい！　今のは絶対に見られたっ）

　頭の中ではそればかりがぐるぐると回っている。今まで危機は何度もあったが、今回はとんでもない事態だった。姉とは明らかに違ちがう顔を見て、青丞は何と思っただろう。

　そう考えただけで、恐きよう怖ふが心を支配する。一族の命がかかっているのはもちろんだが、本当の事を知られて彼に嫌きらわれるのが怖こわいと、心のどこかで思っていた。
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　里桜は弘こ徽き殿でんの奥にある、布ふ団とんがしまわれている納なん戸どに身体を縮こめて隠れていた。

　さきほどの事を思い出すだけで、頭が真っ白になって唇がわなないた。

　とうとう青丞に秘密が知られてしまったかもしれない。ずっとずっと隠し通してきたのに、ほんの少しの油断で知られてしまうなんて、自分が情けなかった。

「落ち着け。とりあえずごまかすしかない。大だい丈じよう夫ぶ、まだ何とかなるはずだ。方法を考えよう。まずは彼とこれ以上顔を合わせないように……うっ！」

　ふいに襲おそったのは、何かで額の辺りを殴なぐられたかのような強い頭痛だった。

「いたっ……！」

　声を上げたら隠れているのに気付かれるかもしれない。

　必死で押さえようとしたが、それでもあまりの激痛に声が漏れ出た。

「こ、これってまさか……！」

　恐おそろしい予感に声が震ふるえた。この頭痛には覚えがあった。

　後宮に来る前、祖父が用意してくれた四神の神通力を遮さえぎるという秘薬を試ためしに飲んだ。

　十日間は髪と目が黒くなったが、元に戻る時、ひどい頭痛がした。

　あの時とそっくり同じ痛みだ。

「そんな……！　あと数日は余よ裕ゆうがあるはずだったのに！」

　だがよく考えてみれば、秘薬は効く人もいれば効かない人もいるという、体質によって作用が変化するものだった。そんな不確かな秘薬の効果が、最初に飲んだ時に十日間あったからといって、次も同じだけの期間効く保証はどこにもないのではないか。

　そう思いついて、里桜は青ざめた。おそるおそる懐ふところに入れていた小さな手鏡を取り出す。

　納戸の中は薄うす暗ぐらいが、闇やみの中なかで紅に輝かがやく目はしっかりと映っていた。

「どうしよう。元に戻ってしまった。秘薬はもうないのに……！」

　材料が異国から取り寄せる希少なものだった為、少ししか手に入らなかった。

　もう余分にはない。それもあって十日間で尚侍ないしのかみの役目を降りなければと焦あせっていたのだ。

「里桜姫ひめ！　どこに行った」

　そこへ聞こえた声に、びくりと身体からだが震えた。そっと納戸の戸を少しだけ開ける。

　まだ姿は見えないが、声は間違いなく青丞だった。

「このままじゃ見つかってしまう。何とかごまかす方法を考えるまでに時間を稼かせがないと。……ここに隠れていてもし見つかったらどこにも逃にげ場ばはない。今のうちに移動しよう」

　目の色が元に戻った以上、もう大だい内だい裏りにはいられない。

　理由は後で考えるとして、とにかく姿を見られないうちに逃げなければ。

　里桜は足を忍しのばせて納戸から出た。声がしたのは、左手の廊下の方だ。

　彼を避さける為に、右手にのびた廊下を駆かけて、角を曲がった。

「うっ！　しまった」

　だが、その先は行き止まりだった。弘徽殿はかなり広くて、まだすべての造りを把は握あくできていなかった事を悔くいたが、今はそんな場合ではなかった。

「里桜姫、どこだ？」

　きびすを返したが、青丞の声が前方からして、すぐに動きを止める。声はかなり近かった。

　どうやら青丞は角を折れたすぐ向こうにいるようだ。このまま出て行けば鉢はち合あわせする。

「どうしよう……！」

　右も左も壁かべで、後ろは行き止まり。前にしか進めないのに、そこには青丞がいる。

　焦るあまり、背中に冷や汗あせが出た。都桜と顔が違うのは、どうにかごまかしが利きくかもしれないが、目の色が戻った姿を見られたら最後だ。里桜と白桜が同一人物だと、勘かんが鋭するどい青丞ならすぐに気付くだろう。とうとう秘密がばれてしまうのかと、覚かく悟ごをした時だった。

「里桜姫」

　すぐ背後で名前を呼ばれて、目を見開いた。

　とてもよく知っている声だ。しかし、ここに彼がいるはずがなかった。

　確かめる為ために振ふり向いた里桜は、絶句した。

「想月！　どうして……？」

　背後は確かに行き止まりだったはずだ。

　それなのに、木の壁がまるで戸のように開いて、その隙すき間まから想月が顔を見せていた。

「お困りのようですね。お助けしましょうか？」

　笑えみはいつもの優やさしい彼のものだ。だけど、その笑顔に騙だまされてはいけないと知っている。

　彼は五年の間、田舎いなかの屋や敷しきに仕えてくれていた奉ほう公こう人で、都にも一いつ緒しよに来てくれた。

　しかし、それは彼の策略だった。

　彼は帝みかどと四神の一族に恨うらみを持つ、忌いみ神一族だった。里桜が白びやつ虎こ家の血筋だと知って、田舎の屋敷に入り込み、謀ぼう略りやくを巡めぐらせて白虎家の屋敷に行くように仕向けたのだ。

　今は正体がばれて、姿を消していた。そんな彼がどうしてこんな所にいるのだろうか。

　あまりに非現実的な出来事に、夢でも見ているのだろうかと思った。

「ぼけっとしていると、青丞が来ますよ。いいのですか？」

　その一言にはっとした。

　前方からは足音がだんだん近づいている。確かにこのままでは秘密がばれてしまうだろう。

「ここは外に通じる抜ぬけ道です。一緒に来るなら、外まで連れて行ってあげますよ。……秘密を守りたければ来た方がいいのではありませんか？」

　想月の笑みが深くなった。

　闇へ誘いざなう声だとわかっていたが、両方の拳こぶしを握にぎり締しめて、想月の方へと踏ふみ出した。

（一番大事なのは、秘密を守る事だ。もし知られたら、おじいさまや姉様まで罪に問われる。それに想月がここにいるのは、きっと前に言ってた〝嵐あらし〟を起こす気だからだ。その嵐がどんな内容だか、突つき止めなくては！）

　想月はこの国に嵐を起こすと言っていた。それはおそらく、この国と帝に謀む反ほんを起こすということだろう。想月がどんな計画を立てているのか、どうしても知りたかった。

　おこがましいかもしれないが、この国を守りたかった。

　龍宝帝が考えている改革の手伝いもしたかった。

　そして何より、子供の頃ころからずっと一緒にいた想月に、これ以上罪を犯してほしくなかった。

　恐怖もあったが、里桜は心を強く持って、想月に続いて抜け道へと足を踏み入れた。
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　里桜は暗い抜け道を、想月が持つろうそくの明かりだけを頼たよりに進んでいた。

　緊きん張ちよう感かんが漂ただよう中、無言でどれだけ歩いただろう。

　想月がようやく立ち止まり前方に手をやった。暗くてわかりにくかったが、そこに戸があったようだ。音もなく開いた戸の先は、人気のない広場だった。

「ここはもう、大内裏の外ですよ。しかも、そこそこ離はなれていますから安心してください」

　外はいつのまにか、夜の帳とばりが訪おとずれていた。戸から出て辺りに目をやると、どうやら古びた神社の境けい内だいのようだ。背後にある戸は神社の物置の入り口で、どうやらここが大内裏と通じているらしい。そして想月が言った通り、大内裏の建物は社やしろの後方に小さく見えていた。

「こんな所に出るなんて。今のは、いったい何の抜け道なんだ？」

　辺りを注意深く観察した。想月は振り返りはしなかったが、返事はしてくれた。

「いざという時、帝が使う極ごく秘ひの道です。代々の帝と中なか務つかさ省しようの側近数名しか知らないそうです」

「そんな抜け道を、どうして想月が知っているんだ？」

「いろんな身分の方達が、私の考えに賛同してくれています。こういう情報を持つような、とても格の高いお方もね」

　言葉の意味を考えるとぞっとした。つまり、大内裏に想月の味方がいるのだ。しかもこんな抜け道を知るような、高い位を持つ味方が。それが誰だれか、聞いても教えてはくれないだろう。

　わかってはいたが、彼の計画を止める為にも、探さぐりを入れた。

「……大内裏で、何をしていたんだ？」

「あなたに会いたくて、忍んで行ったんです」

　軽く返されて、思わずどきりとした。彼には以前、青丞だけはやめなさいというような事を言われて、押し倒たおされた。思い出すと顔が赤くなりそうだが、何とかそれを押さえ込んだ。

「ふざけるな。何か理由があって、大内裏に来たんだろう。何が目的だ」

「ふざけてはいませんよ。確かに大内裏には用事があっていきましたが、あなたの姿を見付けたので様子を見ていたのです。何やら血相を変えて逃げているようだったので、どうしたのかと思いまして」

　想月が歩き出した。

　どうするべきかと思ったが、やはり彼は何かとんでもない事をする気がしてならなかった。

　それが何か確かめようとついていくと、境内にあるこぢんまりした建物に入っていく。

「どうぞ。せっかくですからお茶でも差し上げましょう。久しぶりに里桜姫の姿のあなたと会って、私はとても機き嫌げんがいいですから」

　まるで自宅のように促うながされて、里桜は戸と惑まどった。

（想月の事で何かあったら必ず相談すると朱咒と約束したけど、でも……！）

　以前も彼と二人っきりになって危ない目にあった。だから今度想月と会う時は、必ず朱咒に話そうと決めていた。しかし今の状じよう況きようで一人で帰るなんてできない。

（今、想月から離れたら、きっと彼は姿を消す。そうしたら、わたしには探すすべがない。勅ちよく旨しの前日に、想月が大内裏にいたのが気になる。いったい何を企たくらんでいるのか、せめて手がかりだけでも摑つかめたら）

　危険な事はわかっていた。だが白桜として培つちかわれた使命感が、里桜を突き動かしていた。

　緊きん張ちようで震ふるえそうになりながら、里桜は想月の後に続いて建物に入った。







　古びた建物の中は、思ったよりも綺き麗れいな床とこの間まだった。

　里桜は想月と向かい合って座り、じっと彼を見つめる。

「想月。いったい、何を企んでいるんだ？」

　単刀直入に聞いた。想月に回りくどい言葉を使っても、無む駄だだと思ったからだ。

「いろいろと企んでいますよ。私はこの国と帝と四神の一族を恨んでいますから。すべてを滅ほろぼして、この国を一から作り直すのです。貴族も平民もない、我ら一族が支配する世の中に」

　とんでもない話なのに、想月の表情はまるで天気の話でもしているかのように穏おだやかだ。

「馬ば鹿かな事を言うな！　この国は確かに貴族社会だし、一部の人間だけが得をするような仕組みになっている。だが、それをよしと思わない人達だっている。今からもっといい方向へと進んでいこうとしているんだ。邪じや魔まはするな」

　彼に向かって必死の説得を何度しただろう。そのたびに、想月の返事は同じだった。

「何度も言いますが、説得など無駄です。それに邪魔するなと言うのは、こちらの台詞せりふです」

　口元をつり上げた想月に、背筋がぞっとした。

「里桜姫ひめ、もうすぐ国崩くずしの嵐が始まります。とても大きな嵐が、この国の象しよう徴ちようをなぎ倒すでしょう」

「象徴……？　まさか！」

　思わず身を乗り出した。国の象徴と言われて一番に思い浮うかんだのは、龍宝帝だった。

「主上に何かする気なのか！」

　問い詰つめると、想月がふっと口元を綻ほころばせた。

「相変わらず聡そう明めいですね。ですが、これ以上は知らない方がいい」

　聡明だとほめたのなら、きっと今の言葉が合っているのだ。里桜はすぐさま立ち上がった。

「そんな事はさせない！　わたしの命に代えても、絶対に阻そ止ししてみせる」

　言い切ったが、想月に焦あせりの色はなかった。

「そう言うと思っていました。ですが、そうはさせません」

　最後まで話はきかず、きびすを返した。

　想月が企んでいる事を、すぐに龍宝帝に伝えなければならない。

「あっ……！」

　だが入り口の襖ふすまをさっと開けると、二人の屈くつ強きような男がいた。

「退どけっ！」

　叫さけんで男達の隙すき間まを縫ぬって逃にげようとしたが、身にまとった裳も唐から衣ぎぬが重くて思うように身体からだが動かなかった。まごまごしている内に、男達に両りよう腕うでを摑まれる。

「里桜姫、もう帰しません。今から起こる嵐に巻き込みたくないのです。ここで大人しく待っていてください。……すぐにすみますから」

　その一言が気になった。想月を凝ぎよう視しして、唇くちびるを震わせる。

「すぐにすむ、だと？　まさか、勅旨の時に何かする気ではないだろうな！」

　明日あしたは改革の第一弾だんを発表する勅旨の日だ。大だい内だい裏りには、龍宝帝からの言葉を聞きに、大勢の貴族達が集まる。普ふ段だんの大内裏よりも警備は厳しくなるが、その分出入りする人間も多い。

　集まった貴族達に紛まぎれ込めば、暗あん躍やくもしやすいだろう。

　想月は何も言わなかったが、小さくため息をついた。それが答えのように里桜には思えた。

「わたしに言い当てられて、つい出たため息か？　もし主上に何かしたら、わたしは本当に想月を許さない……！」

　彼を睨にらみつける日が来るなんて思ってもいなかった。大好きな兄のような存在だったのに。

　だが、今は里桜としての感情よりも白桜としての感情が先に動いた。

「勅旨は絶対に成功させなければならないんだ。主上や如月様達が、どれだけその日の為ために努力されてきたことか。わたしは……うっ」

　いきなり隣となりにいた男に口を塞ふさがれた。想月が再びため息をつく。

「聡明すぎるのも考えものです。少しの手がかりでよくもそこまで考えが及およぶものですね。そういえば、里桜姫は子供の頃ころからとても賢かしこかった。男だったらどれほどよかったかと旦だん那な様も嘆なげかれていて」

　昔話をした想月が、ふっと微笑ほほえんだ。

「……今はそんな事を言っている場合ではありませんね。こちらへどうぞ」

　促されはしたが、実際は男二人に両りよう脇わきを抱かかえられて連行された。

「放せっ。お願いだ、やめてくれ。想月自身の為にも、これ以上罪は犯さないでくれ！」
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「もう、引き下がれない所まで来ているのです。私は里桜姫が巻き込まれて怪け我がをしないか、それだけが心配です。ですから、ここで待っていてください」

　連れて来られたのは、木き枠わくに囲まれた座ざ敷しき牢ろうだった。男二人はそこに里桜を押し込むと、想月に一礼し去って行く。逃げようと入り口に走り寄ったが、牢ろうに入ってきた想月に阻はばまれた。

「ここから出してくれ、想月！」

「すぐに迎むかえにきます。それまで我が慢まんしてください。迎えに来たら……」

　ふいに声こわ色いろが震えたような気がした。眉まゆ根ねを寄せると、彼にぎゅっと抱だきしめられる。

「想月……！　放して！」

　身じろいだが、想月は腕うでの力を緩ゆるめなかった。耳もとに顔を埋うずめて、熱い吐と息いきで囁ささやく。

「ここにいるのは、少しだけの間です。だから大人しくしていてください。……私は決めたのです。ずっと里桜姫と一いつ緒しよにいると。たとえ、あなたが嫌いやがってもそうすると」

　声には、強い決意が籠こもっていた。熱い腕は力強くて、息もできないぐらいだ。

「跡あと取とりの儀ぎ式しきの時に、あなたを置いて姿を消したのは間ま違ちがっていました。あなたを一緒に連れて行くべきだった。────もう二度と放しません。何もかもが終わったら、二人だけで暮らしましょう。そうしたら、私ももう忌いみ神一族とは縁えんを切ります」

　目を見開くと、想月がそっと顔を離して見つめてきた。

「噓うそではありません。あなたがいれば、もう何もいらない。あなたがいれば、私もきっと憎にくしみを捨てられる」

「だったら……だったら、今憎しみを捨てるんだ。国崩しの嵐あらしなんて馬鹿な事は止やめて……」

　必死ですがったが、想月は目を伏ふせて小さく首を振ふった。

「いいえ、国崩しの嵐だけは成功させなければなりません。これは我が忌み神一族の悲願です。ですから、これが終わるまでは待っていてください。必ず迎えに参ります」

　想月は頰ほおを里桜の頰に当てて、感かん触しよくを確かめるようにもう一度抱きしめた。

「大人しくしていてください。……では」

　その言葉を残して、想月はさっと立ち上がり牢の外に出る。追いかけたが、すんでの所で扉とびらが閉まり、鍵かぎがかけられた。里桜は木枠に摑つかまり、想月に必死で呼びかける。

「想月、頼たのむから馬鹿な事はしないでくれ。……わかっているのか？　主上にもし何かあったとしても、四神の跡取りの中から次の帝みかどが選ばれるだけだ。忌み神一族がこの国を支配できるわけじゃないんだぞ！」

　何とか説得しようとしたが、想月は薄うすい笑えみを浮かべた。

「……大だい丈じよう夫ぶです。私には、とても使えるお人形がいるので」

　勘かんはいい方だが、その言葉の意味はわからなかった。

　眉根を寄せると、想月が木枠の隙間から手を伸のばして頭を撫なでた。

「逃げようなんて考えるだけ無む駄だですから、静かにしててくださいね。ああ、裳唐衣も汚よごれてしまいましたね。後で私がもっとあなたに似合う着物をもってまいりましよう」

「待ってくれ！　想月っ」

　想月が微笑みを残して背を向けた。呼びかけたが、彼はとうとう振り返らなかった。
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　座敷牢は寒くて、里桜はぶるっと身体を震ふるわせた。

　想月が去ってからどのくらいたっただろう。

　座敷牢は完全に閉へい鎖さされていて、明かり取りすらない。今が昼か夜かもわからなかった。

　里桜を連れて来た男二人が、座敷牢の前でこちらに背を向けて仁王立ちしている。

「あのっ！　寒いんですけどっ」

　叫んでみたが、男達はちらりとこちらを見ただけで返事もしない。

「寒いんですけど、何か着るものもらいたいんですけど！」

　もう一度声を張り上げたが、男達が動く気配はなかった。

（着るものを持ってきたら、その隙すきに逃げようと思ったけど、そううまくはいかないか。出入りできそうなのは、入り口の扉だけだ。逃げるにはどうしても、鍵を開けるしかない）

　扉に目をやると、大きな鉄の錠じよう前まえがついている。どう考えても鍵なしには開きそうになかった。そして、その鍵を腰こしにぶら下げているのは、右手に立っている見張りの男だ。

　何とかしてあの鍵を手に入れたかった。

（主上に想月が勅ちよく旨しの日に何かするつもりだと伝えなくては。多分想月は主上のお命を狙ねらうつもりだ。絶対にそんな事はさせない！）

　そんな大罪を犯おかしたら、想月は処しよ刑けいを免まぬかれないだろう。

　この国の為、そして彼の為にも、どうしても国崩くずしの嵐を阻そ止ししたかった。

　しかし、座敷牢から逃げるのは困難だ。屈強な男達は、手を伸ばしても届かない位置にいる。

　彼らが持っている鍵を手に入れるにはどうしたらいいのか。

　何かいい方法はないかと考えを巡めぐらせていると、ふいに頭上からコトッと音がした。

　かすかな音だったので、見張りの男達は気付かなかったようだ。

　何かと思って見上げた里桜は、思わず我が目を疑った。

　天てん井じようの板が少しだけ外れていて、そこから白い顔のようなものが垣かい間ま見みえている。

　それが男の顔を象かたどった面だと気付いたのは、二、三度瞬まばたきしてからだった。

「しゅ……！」

　天井にいる男が口元に人差し指を当てたので、慌あわてて口を押さえる。

　さっと牢の外を見ると、背を向けている男達は里桜の様子に気付かないようだった。

　不気味に笑う男の面には見覚えがあった。龍宝帝直属の内ない偵てい官かん吏りで、表おもて沙ざ汰たにできない事件を秘ひ密みつ裏りに処理する冷れい酷こくな男。それが『化蛇』だ。

　その名の通り、蛇へびのようにどこにでも入り込み、毒を持つ牙きばで敵を倒たおすという。

　その正体は龍宝帝だけが知っているという謎なぞの男だが、実は里桜はひょんな事から化蛇が四神の一族、朱雀すざく家の朱咒だという事を知っていた。

　化蛇が天井から一枚の紙を落とした。拾うとそこには一言『騒さわげ』と書かれてある。

　里桜は一いつ瞬しゆんでそれが何を意味するのか理解した。そして思いっきり息を吸い込む。

「きゃぁぁぁ！　ネズミ！　ネズミがいるっ。助けてっ」

　金切り声は自分でも頭にびんびん響ひびくほどだ。さすがに男達もこちらを向いた。

「ネズミぐらいで騒ぐな。静かにしていろ！」

「嫌だよ！　すっごく怖こわいんだ！　ほら、あそこにいる。退治して！」

　立ち上がって男達に駆かけ寄り、木枠を握にぎり締しめた。

「その手には乗らない。鍵は開けないからな」

「助けてってば、助けてってば。助けてーっ！」

「うるさいといっているだろう！」

「そうだぞ、黙だまれ！」

　男達二人がこちらを向いて怒ど鳴なりつけた。

　今だ！　と思った瞬しゆん間かん、男達の背後に音もなく姿を現したのは黒装束の化蛇だった。

　化蛇はすっと片手を上げ、まずは右側の男の首筋に一いち撃げきを入れた。

「うっ……！」

「なっ、お前は誰だれ……うっ！」

　もう一人の男も、綺き麗れいにみぞおちに一撃を決められ、気絶する。

　あまりに鮮あざやかな攻こう撃げきに、里桜は目を見張った。

「すごい……！　さすがは化蛇だ」

　感心している場合ではないが、思わず本音が口をついた。

　化蛇が腕うで組ぐみしているのに気付いて、すぐに視線を落とす。

　表情はわからないが、怒いかりの雰ふん囲い気きが彼から溢あふれていた。その理由はわかっている。

「すみません。想月の事で何かあったら必ず相談するって約束していたのに」

　事情があったとはいえ、約束を破って想月についていき、捕まってしまった。

　自分でも愚おろかだとわかっている。素す直なおに謝ると、化蛇が小さく息をついた。

「……こんな事態は予想していた」

　声は朱咒より幾いく分ぶんか低かった。

　同じ声ではあるが、緊きん張ちよう感かんがある響きで身体からだが震えるほどだ。

「君は言う事を聞かないだろうから、見張らせてもらっていた。私は想月をずっと追っている。なかなか居場所がわからなかったが、先日の事件で想月が君にずいぶんと執しゆう着ちやくしているのに気付いたから、君を見張っていれば想月にたどり着くと思った」

　見張られていたとは気付かなかった。だがそういえば後宮で狙われた時も、夜中だというのに朱咒はすぐに現れた。おそらく後宮に入った時から……いいや、気付かなかっただけで、争そう奪だつ戦が終わった時から彼の監かん視し下にあったのかもしれない。

　ずっと見張られていたと思うと、あまり気持ちがいいものではなかった。

　しかし里桜はすぐに気を取り直す。今は自分の感情に振り回されている場合ではない。

「早く出してください。主上にすぐにお伝えしなければならない事があるんです！」

　必死で訴うつたえたが、化蛇は腕組みしたまま動かなかった。

「……君を信用していいのか？　君が最初から想月と通じているという可能性は大いにある。大だい内だい裏りの情報を流しているのがもし君だとしたら、助けるわけにはいかない」

　冷たい声だった。思わず首を振ったが、はからずも何度も想月と会っているこの状じよう況きようを考えると、そう思われても仕方なかった。

「わたしはそんな事はしません！　信じてください」

「どうかな？　もし君が想月を好きで、彼の言う事なら何でも聞くとしたら？　そんな女性の話を簡単に鵜う吞のみにはできない。恋こいに突つき動かされた女性はやっかいだ。平気で噓うそをつくし、偽いつわりの涙なみだも流すだろう」

　化蛇の言葉に唇くちびるを嚙かみしめた。悔くやしいのはさきほど想月に抱だきしめられた時、彼が改心して嵐あらしを諦あきらめてくれれば、このまま一いつ緒しよに逃にげてもいいとちらりとでも思ってしまった事だ。

「女としてのわたしを信用できないなら……」

　里桜は黒くろ髪かみのかつらを握り締めた。それをはぎ取って放り投げる。

　白銀の短い髪かみ、紅の瞳ひとみ。それは白びやつ虎こ家の跡あと取とりである証あかしだ。

　胸を張って足を大おお股またに開き、化蛇に鋭するどい視線を向けた。

「男としてのわたしを信用してください。わたしは白虎家の跡取り、白桜！　四神の一族の一人として、主上にどうしても伝えなければならない事があるんです！」

　座ざ敷しき牢ろうに、声が凜り々りしく響いた。じっと見つめると、化蛇がふっと微笑ほほえむ気配がした。

「いい目だ。それでこそ、『白桜』だ。女性の里桜姫ひめはよく知らないが、男性の白桜はよく知っている。君は信しん頼らいに値あたいする男だ。……では急いでここを出よう」

　化蛇が倒れている男から鍵かぎを取り、座敷牢の扉とびらを開けてくれる。

　扉を潜くぐって外に出た里桜……白桜は大きく深呼吸した。

「白虎家の屋や敷しきに、青丞と鵬玄を呼んでください。もちろん『朱咒』も。白桜が急用があるから、今すぐにといって」

　化蛇が頷うなずいたのを見て、白桜は心を決めた。

「わたしはもう迷わない。絶対に国崩しの嵐を止めて、想月の陰いん謀ぼうを阻止してみせる！」

　決意を口にした白桜は、大きく一歩を踏ふみ出した。
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「急いで神社を出よう。見つかって騒ぎになるのはやっかいだ」

　牢ろうから出た白桜は、化蛇の言葉に頷いた。そしてまとっていた重い裳も唐から衣ぎぬを脱ぬぎ捨てて、小こ袖そで姿になる。辺りに目を配ると、暗くら闇やみが境けい内だいを覆おおっていた。

　だが見張りらしき男達が明かりを持っていたので、どこにいるのかはよくわかった。見張りの隙すき間まを縫ぬって動く化蛇についていきながら、白桜はふと目の端はしに映ったものに息を吞のんだ。

「どうした？　急げ」

　急に立ち止まった白桜に驚おどろいたのか、化蛇も足を止めて小さな声を上げた。

　しかし白桜はその場から動けなかった。

「……あれを、見てください」

　大きな木の陰かげに隠かくれて、化蛇に社やしろの方を指し示した。

　見み間ま違ちがいであると信じたかったから、彼にも確かく認にんしてほしかった。

「まさか……！」

　だが化蛇が言葉に詰つまったという事は、自分が見ている光景は、見間違いではないのだろう。

「あれは、青丞の弟の碧嵐と、陰おん陽みよう寮りようの草薙ではないか」

　驚きよう愕がくしていた化蛇だが、すぐに冷静さを取り戻もどして、白桜と一いつ緒しよに木に隠れて彼らを窺うかがった。

　社の入り口にいるのは、確かに碧嵐と草薙だ。そして、彼らと一緒にいるのは想月だった。

　彼らは三人で話をしているようだ。

　その様子は緊張感に満ちてはいたが、互たがいに敵意を持っているようには見えなかった。

「まるで、彼らは仲間みたいだ……」

　呟つぶやいて、自分の言葉にはっとした。

　信じたくなかったが、それでも目の前の光景は無視できない。化蛇が小さく頷いた。

「おそらくそうだろう。これで誰が大内裏の情報を想月に流していたのかわかったぞ」

「そんな……。まさかあの二人が？」

「ああ。碧嵐は龍宝帝の息子むすこだ。今はいろいろあって大内裏を出ているが、彼を青せい龍りゆう家の跡取りにと推おす声は昔から多かった。それに草薙は陰陽寮の頭だ。二人とも、大内裏の中ちゆう枢すうにいる人物に顔が利きく。秘密裏にされていたはずの勅ちよく旨しの日程や内容を知る事も、彼らならできる」

　化蛇の言葉には頷くしかない。そして想月が牢で口にした言葉の意味に、ようやく気付く。

（龍宝帝に何かあっても、次の帝みかどは四神の跡取りの中から選ばれるだけだって言ったら、想月は〝私にはとても使えるお人形がいる〟って言ってた。もしかして、想月は龍宝帝を亡き者にして、碧嵐を次の帝に据すえる気なのかもしれない）

　あり得ると思った。次期帝は四神の跡取りと決まっているが、これだけ大がかりな計画を立てている想月の事だ。きっと碧嵐を帝に押し上げる手も考えているに違いない。

　想月達が何を話しているのかは、遠くて聞こえなかった。

　目を凝こらして彼らの様子を窺っていると、想月が懐ふところから何かを取り出した。

　夜なのではっきりとはわからなかったが、月の光を受けてきらりと光っている。

「あれは、もしかして……！」

　化蛇にはそれが何かわかったのだろうか。白桜は慌あわてて彼の方を向いた。

「どうしたのですか？」

「……後で話す。これは思っていたよりかなりまずい状況になりそうだ。一度撤てつ退たいして態勢を整えよう」

　緊きん迫ぱく感かんに満ちた声に、不安を覚えながらも頷いた。幸い、逃げ出した事に想月はまだ気付いていないようだ。白桜は化蛇と二人、夜の闇に紛まぎれて素す早ばやく神社を抜ぬけ出した。
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　白虎家の屋敷に戻って白桜が一番にした事は、小袖を脱いで狩かり衣ぎぬに着き替がえる事だった。

　鏡には、白銀の短い髪と紅の瞳を持つ『白桜』がいる。

　男としての己おのれの姿を見るだけで、心も身体も引き締しまる気がした。

「白桜様、朱咒様と青丞様と鵬玄様がお見えです」

　襖ふすまの向こうから声をかけたのは、女によう房ぼうの橘たちばなだ。

「通してくれ」

　本当は左大臣である祖父の上総にも話に加わってほしかったが、まだ大宰府から帰ってきていなかった。ここは自分達で何とかするしかない。幸いな事に白桜には頼たよれる仲間達がいる。

　鏡をもう一度見つめて、よし、と気合いをいれた所で襖が開いた。

「こんな夜中に何の用だ？」

　振ふり向くと、青丞だった。その後ろに鵬玄と朱咒もいる。白桜は深呼吸して座った。

「こんな時間にお越こし頂いてすみません。中にどうぞ」

「いったいどうしたんだ。お前は具合が悪いと聞いていたぞ。もう大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　どうやら青丞は心配してくれているようだ。彼には里桜の顔を見られていたが、今は白桜にそれを問い質ただすつもりはないらしい。おそらく夜中に呼び出されたのは、かなり緊迫した用件なのだと肌はだで感じ取っているのだろう。

　それにほっとして、白桜は車座になった四神の跡取り達を見つめた。

「体調はもういいです。……早さつ速そくですが、皆みなさんに話したい事があります。この国の将来に関かかわる大事な話で、一刻を争います。どうか聞いてください」

　声がわずかに震ふるえる。青丞と鵬玄が目を見開いたが何も言わず話し出すのを待ってくれた。

「実は……」

　白桜はさきほどの出来事を話して聞かせた。

　想月が国崩くずしの嵐と称しようして、帝を暗殺しようとしているらしい事。

　それを実行するのは、明日あしたの勅旨の時であるという事。

　なるべく忠実にすべてを話し、それらはすべて想月に誘ゆう拐かいされた『里桜姫』から聞いたと説明した。そして里桜姫は化蛇に助けられたのではなく、自力で逃げ出したのだと。

「……なんだと！　それで里桜姫は今は？」

　青丞が身を乗り出した。それに対する答えはもう用意していた。

「屋敷に戻ってきてわたしにすべてを話し、疲つかれて眠ねむっています。無事ですが、今はそっとしておいてください」

　それで何とか青丞は納なつ得とくしてくれたようだ。何より彼はこの現状で、里桜姫だけにかまけているわけにはいかないはずだ。青丞もそれはわかっているようで、すぐに息をついた。

「忌いみ神一族が主上の暗殺を企たくらんでいるだと？　だが、そんな事が本当にできるのか？　それに主上を暗殺しても、次の帝は俺達四神の跡取りのうちの誰だれかと決まっている。忌み神一族が危険な橋を渡わたってそんな事をする意味がない」

　その意見は尤もつともだった。白桜は気が重かったが、意を決して大きく息を吸い込んだ。

　これから彼にもっと衝しよう撃げき的な事を伝えねばならない。

「実は、姉は逃げる時に想月と……碧嵐と草薙様が一緒にいるのを見たそうです」

「まさか……！」

　いつも冷静な青丞も、さすがに言葉を詰まらせた。鵬玄が身を乗り出す。

「馬ば鹿かな。あの二人がどうして忌み神一族と一緒にいるのだ。三人には接点すらないはずだ」

　それは白桜にもわからなかった。青丞が戸と惑まどう表情を浮うかべつつも、鵬玄に目をやった。

「いや、想月との接点は知らないが、碧嵐と草薙は昔からの知り合いだ」

「それは本当ですか？　では二人はもしかして、友人なのですか」

　問いかけると、青丞がわずかに渋しぶい顔をした。

「いや、友人というのとは少し違う。……どちらかといえば、あの二人は主従関係に近いと俺は思っていた。実は草薙は碧嵐の事を命の恩人だと思っているんだ」

　どういう事かと眉まゆ根ねを寄せると、青丞が腕うで組ぐみをした。

「十年ぐらい前の話だ。草薙は平民出身だが、陰おん陽みよう師じとしての才能を開花させ、都でもかなり有名になっていた。しかしそれを快く思わない者がいた。大だい内だい裏りに勤める当時の陰陽寮の頭だ」

　朱咒が顎あごに手を当てて頷いた。

「私も聞いた事があるよ。確か当時の陰陽寮の頭は、まだ少年だった草薙を鬼おにの生まれ変わりで、大人になれば帝に仇あだをなすと八はつ卦けにでたと言って、処しよ刑けいするように進言したんだよね」

「そんな！　草薙様は確かにすごい陰陽道の才能の持ち主ですが、鬼の生まれ変わりだなんて、そんなはずありません！」

　占せん術じゆつは百発百中で、心の中まで読めるのではと思うほど不思議な力を持つ草薙だが、間ま違ちがいなく人間だ。人と違う能力を持つだけで処刑なんてあり得ない。朱咒が悲しそうに微笑ほほえんだ。

「白桜、人は特別な能力を持つ者を恐おそれる。当時の陰陽寮の頭も、陰陽師としての才能を溢あふれるほど持つ草薙を恐れた。いつか自分を脅おびやかす存在になるだろうとね。だから大人になる前に排はい除じよしようとしたんだ。……でも処刑される寸前で、それを止めに入った者がいてね」

　朱咒がちらりと目をやった先には、青丞がいた。

「ああ、どういう訳か知らないが、碧嵐が草薙を助けてほしいと主上に訴うつたえた。陰陽師として素す晴ばらしい人物だと言ってな。それで主上が、当時陰陽寮の頭でも手に負えなかった工事中の建物の祓はらいを命じたんだ。それができたら、陰陽師として認めて処刑はなしにすると」

　その後の話は白桜も知っている。不ふ審しんな事故が続いていた工事が、草薙が祓いを行ったとたん、順調に進むようになったというのだ。

　それを認められて、草薙は平民出身ながら今の地位まで上りつめたのだった。

「つまり、今の草薙様があるのは、碧嵐のおかげだということですか？」

　問いかけると、青丞が小さく頷うなずいた。

「少なくとも、草薙はそう思っていると思う。碧嵐が大内裏を追われてからも、あいつの事を心配していた。個人的に会いに行ったりもしていたようだ。最近はあいつの口から碧嵐の名前を聞く事もなくなっていたから、自然と縁えんが切れたのかと思っていたが……」

　もしや、二人は忌み神一族と通じているのを隠かくす為ために、わざと表だって会わなくなっていただけではないだろうか。そう考えていると、青丞が額に手を当てた。

「まさか、あの二人が想月と行動をともにしていたとは……。碧嵐は母親の事もあって、確かに俺を恨うらんでいる。しかしそれは誤解だ。俺はあいつを罠わなにかけたりしていない」

　青丞と碧嵐の確かく執しつは、大学寮りようの時の事件で白桜も知っていた。

　側室である碧嵐の母親が、正室である青丞の母親に毒を盛って殺そうとしたそうだ。

　しかし未み遂すいに終わり、青丞がそれを帝みかどに訴え出て碧嵐親子は大内裏を追われたらしい。

　だが碧嵐はそれはすべて噓うそで、青丞が青せい龍りゆう家の跡あと取とりの座を奪うばう為に自分達を陥おとしいれたのだと言っていた。

「……その話ですが、本当に碧嵐の母上……清里の方が毒を盛ったんでしょうか？」

　白桜はずっと気になっていた事を思わず口にした。

　大学寮の事件の時、碧嵐と青丞はどちらも噓は言っていないように見えた。

　先日胡蝶から話を聞き、その思いは更さらに強くなっていた。

「胡蝶姫ひめから伺うかがいましたが、若藤中ちゆう宮ぐうと清里の方はとても信しん頼らいし合っておられたとか。それなのに、毒を盛るなんて……」

　どちらの母親にも会ったことはない。しかしその息子むすこ達二人は知っている。

　碧嵐は大学寮の時、白桜に嫌いやがらせしてきた学生を叱しかってくれた。

　あの時の正義感に満ちた彼が、本当の姿ではないだろうか。

「俺が噓をついているとでも言うのか」

　青丞が眉根を寄せたので、慌てて首を振る。

「そうではありません。わたしは、二人とも噓をついているようには思えないと言っているのです。それに想月から……いえ、姉が想月から聞いたという言葉がずっと頭に残っていて」

　これはもしかしたら考えすぎかもしれない。だから今まで話せなかった。

　それでも大事な事こと柄がらのような気がして、思い切って口を開く。

「おそらく碧嵐の事だと思うのですが、想月は彼の事を〝とても使えるお人形〟だと言っていました。仲間でも味方でもなく〝お人形〟だと。……つまり、それって操あやつり人形だと言いたかったのではないかと思って」

　言いたい事をすぐに悟さとってくれたのは、朱咒だった。

「では碧嵐は騙だまされていて、忌み神一族にいいように使われていると言いたいのかい？」

　小さく頷くと、青丞が目を見開いた。

「馬鹿な！　あいつの母親が毒を盛ったのだ。俺はその証しよう拠こだって見付けた。それが認められたからこそ、碧嵐達は大内裏を追われたのだ」

「その証拠とやらは、確かなものなのか？」

　低い声を上げたのは鵬玄だった。鋭するどい眼光が青丞に向けられる。

「その事件はもう何年も前なのだろう？　お前は当時まだ子供だったはずだ。いくらお前でもそんな子供の頃ころに、確かな捜そう索さくができたとは思えない。賢かしこい子供が調べられる範はん囲いに、わざと証拠を置いた人物がいたとしたら？」

　反論しようとしたのか、青丞が口を開きかけた。しかし何も言わずにそれを閉じる。

「ない……とは言えないな。俺もまだ子供だった。確かにあの時、偶ぐう然ぜんが重なって、毒殺計画の書かれた紙を手に入れた。それが清里の方の筆ひつ跡せきとそっくりだったから、俺はそれを信じた。しかし……今思えば、筆跡は真似まねできる」

　客観的にものをみられる年ねん齢れいになったからこそ、それがあまりに都合がよすぎる証拠だと思い至ったのかもしれない。白桜は全員を見回した。

「もし、もしですけど、忌み神一族がその頃から国崩くずしの嵐あらしを計画していたとしたら？　青丞と碧嵐に争いの種を蒔まき、仲なか違たがいさせて帝の血を引く彼を仲間に引き入れたのだとしたら？」

　忌み神一族が長い時をかけて計画をしていたのは、想月が五年もの間白桜の実家に奉ほう公こう人として働いていた事からもわかる。だが青丞が首を振ふった。

「馬鹿な。あの時、主上が俺を信じたから碧嵐達が追放になったのだ。しかし今思い出しても、主上が俺を信じてくれたのは奇き跡せきに近かった。もし主上があの時、碧嵐の言う事を信じていたら、追放になったのは俺と母だ。それではあいつらは碧嵐を仲間に引き入れられない」

「いいえ、青丞。きっと彼らにとっては、あなたと碧嵐のどちらが追放になってもよかったのです。追放になったどちらかは必ず主上を恨むでしょう。そこへ甘い言葉をかければ、子供だったあなたや碧嵐の心は憎にくしみに突つき動かされて、間違った道に進む可能性は高かった」

　もしこれが真実なら、恐ろしい計画だ。どちらに転んでも彼らの思おも惑わく通りに進む。

　青丞は目を見開いたが、反対の声は上げなかった。

　白桜は自分を落ち着かせる為にも、一度大きく息をついた。

「彼らが欲しかったのは、帝の血を継つぐ者です。主上を暗殺して四神の跡取りを押しのけ、操り人形に仕立てた碧嵐を次の帝に立てる。それがきっと『国崩しの嵐』の正体だと思います」

　静まり返った部屋に声が響ひびいた。沈ちん黙もくが流れる中、口火を切ったのは鵬玄だ。

「今の白桜の話は、ほぼ正しいと俺は思う」

　同意するように朱咒が頷いた。青丞が膝ひざに置いた拳こぶしを握にぎり締しめている。

　その顔には悔くやしさと苦しさの入り混じった、複雑な表情が見て取れた。

「……俺も今の話は真実だと思う。だったら碧嵐を止めなければ。あいつは、根は悪い奴やつではない。母の事件が起こる前は、俺を兄と呼んで慕したってくれていた。騙されているなら、俺が目を覚まさせる。あいつは……俺の弟だ」

　青丞がこちらに向けた視線には、強い決意が宿っていた。

　白桜は車座になった彼らに向かって、重い口を開いた。

「……みんなに噓はつきたくありません。だから正直に言います。想月を説得して、企たくらみを阻そ止しできると思っていました。だけどそれはもう無理だとわかりました。想月の決意は、わたしの説得では揺ゆるがない。しかし幼い頃から兄のように慕っていた想月が大切なのは事実です」

　誰だれにも言えなかった心の内を初めて吐はき出した。ずっと誰にも相談できなくて辛つらかった。

　だが、きっと彼らなら理解してくれる、そう思って息を吸い込んだ。

「想月が大切だからこそ、国崩しの嵐を止めなければなりません。これ以上罪を犯おかしてほしくはないのです。だから、わたしがこの手で、想月を捕つかまえます……！」

　右の拳を、顔の前で握り締めた。血を吐くほど辛い決断だった。

　それでも、もう覚かく悟ごを決めるしかない。

「主上の暗殺など絶対にさせません。ですが、わたし一人では限界がある。だから……」

　白桜は両手を畳たたみについて、頭を下げた。

「どうか協力してください！　みんなの力が必要です。今こそ、四神の一族が一つになる時だと、わたしは思います！」

　気持ちを込めて、必死に訴えた。

　しばらくの沈黙の後、ふいに肩かたに手を置かれる。顔を上げると、青丞だった。

　彼はいつもの冷静な顔つきになっていた。しかしその目には、熱い闘とう志しが窺うかがえる。

「お前が頭を下げる必要はない。これは、この国の未来を賭かけた戦いだ。みんなで力を合わせるのは当たり前の事だ」

　力強く頷いたのは鵬玄だった。

「青丞の言う通りだ。……白桜、よく正直に打ち明けてくれたな。忌いみ神一族の野望は何としてでも止めなければならない。こんな時の為に鍛きたえた剣けんの腕うでだ。頼たよりにしていいぞ。俺がお前の盾たてになる。だからお前はお前の望むままに行動しろ」

　微笑ほほえみが心強くて、涙なみだが出そうだった。朱咒が肩を竦すくめる。

「なかなか面めん倒どうな事になりそうだね。でも、やりがいはある。久しぶりに楽しめそうだ」

　声には心なしか、わくわくしているような印象さえあった。

　呆あきれそうになっていると、朱咒がふいに声を潜ひそめた。

「だけど、今回の事は想月と碧嵐だけでできる事ではないと私は思うよ。大だい内だい裏りにおいて権力を持つ何者かが関かかわっていると思うんだ。……実はさっき里桜姫ひめと話をしてね。彼女が想月と碧嵐がおかしな物を持っているのを見たと言っていたんだ」

　何の話かと一いつ瞬しゆん眉まゆ根ねを寄せた。だがすぐに思い出す。碧嵐達の姿を見かけた時、一いつ緒しよにいた化蛇が彼らが持っていた〝何か〟を見て、驚おどろいていた。

　きっとその話だろうと、白桜も前のめりになって彼の話に耳を傾かたむける。

「それはね……」

　朱咒の話した内容は、白桜にとっても青丞や鵬玄にとっても、驚くべきものだった。

「……なんだと！　ではまさか、あいつらに協力しているのは……」

　話を聞き終わって、鵬玄が声を上げた。朱咒がそっと人差し指を口元に当てる。

「大きな声を出さないように。どこに敵の目と耳があるかわからないよ」

　鵬玄がすぐに押し黙だまった。朱咒がわずかに口元をつり上げる。

「さて、ここにいるのはこの国の将来を担になう四神の跡取り達だ。この危機を乗り越こえられる実力と知ち恵えを持つのも、この国では我らをおいてないだろう。……白桜、君はここに全員を集めた。きっと何か考えがあるからそうしたんだろう？　君の意見を聞かせてくれ」

　促うながされて、白桜は大きく深呼吸した。これからする提案が、彼らに受け入れられるのかはわからない。しかし考えていた計画を行動に移すには、絶対に彼らの協力が必要だ。

「実はある計画を立てました。きっとつたない計画だと思います。だからみんなで話し合って、計画の補強をしたいのです。それも朝までに。おそらく彼らが行動を起こすのは、勅ちよく旨しの時です。この計画はかなり危険を伴ともなうでしょう。ですがやらなければ、彼らは止められない」

　白桜が鋭い視線を投げかけると、全員が力強く頷うなずいてくれた。

　この国の未来の為ため、そして想月や碧嵐の為に、白桜は一か八かの勝負に出る事にした。
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　想月が座ざ敷しき牢ろうに戻もどると、見張りの男達が倒たおれていた。

　牢ろうの鍵かぎは開けられていて、里桜の姿がない。それがつまりどういう事かを、瞬しゆん時じに悟さとった。

　同時に心が打ちのめされて、呆ぼう然ぜんとする。

　彼女はどうあっても、自分と一緒にきてくれる事はないのだ。

　確かに夜の闇やみに彼女を引き入れるのは、無理があったのかもしれない。

　しかしきっと、最後には自分を選んでくれる、そんな自信が心のどこかにあった。

　だが彼女が選んだのは、自分ではなかった。

「やはり、あなたとは同じ道は進めないのか……」

　様々な思いが胸をよぎる。心に吹ふいた冷たい風のせいで、身体からだまで凍こごえそうだ。

　里桜を連れ去ろうと決意してから、ずっと考えていた。

　そこまでしても、彼女がこの腕から逃にげ出したらどうするか……。

　その答えはすでに出ていた。だから想月は、もう迷わないと決めていた。

「いったい、これは何事だ！」

　背後から聞こえた怒ど鳴なり声は碧嵐だ。振り向くと、彼は大おお股またで座敷牢に入ってくる。

「なぜこいつらは倒れている。……お前が女を連れて来たと、さきほど外にいた見張りから聞いたぞ。その女をこの牢に入れたようだと聞いたから、まさかと思って見に来たのだ。草薙が大内裏から里桜姫の姿がなくなって、騒さわぎになっていると言っていたからな」

　どうやらここに里桜を連れて来たのに気付かれたようだ。想月は小さく息をつく。

「里桜姫を連れ出したのは、私です。しかも逃げられました」

「なんだとっ！　すぐに探し出せ！　明日あしたは計画を実行する日なのだぞ。まさかお前、里桜姫に計画を話したのではあるまいな」

　鬼おにの形相で詰つめ寄った碧嵐に、胸むなぐらを摑つかまれた。

「里桜姫とは長いつきあいだと知っている。お前がどうやら里桜姫に執しゆう着ちやくしているようだともな。だから大事な計画の前だというのに、ここに連れて来たのだろう？……お前は好きな女と、この国を変えるという使命と、いったいどちらが大切だ！」

　その問いに顔色一つ変えなかった。彼女が去った時から、答えは決まっている。

「彼女には何も知らせていません。たとえ何かに気付いたとしても、たかが女性一人に何ができるわけでもない。国崩くずしの嵐あらしは予定通り行います。明日の今いま頃ごろは、あなたがこの国を統すべる帝みかどになっているでしょう」

　微笑みは自信に満ちているはずだ。碧嵐がそれを見て、ようやく息をついた。

「……仕方ない。そこまで言うなら信じるしかないな。明日は大切な日だ。気を抜ぬくな」

　碧嵐の後ろ姿を見送って、想月はそっと目を閉じた。
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　勅旨の当日は、とても天気がよかった。

　白桜は大内裏の庭にある桜の木を見上げる。今年はいつまでも寒かったせいで、桜のつぼみがなかなか膨ふくらまずにいた。しかしここ数日の暖かさのおかげで、桃もも色いろのつぼみがようやく綻ほころび始めている。白桜は桜が満開になった光景を見たいと心から思っていた。

　胡蝶と桜が咲さいたらお花見しようと約束もしている。

　それを実現する為にも、今日という日を無事に乗り切る必要があった。

　大内裏の庭には、帝から勅旨があると連れん絡らくを受け、急きゆう遽きよ集まった貴族達がたくさんいる。

　緊きん張ちよう感かんに包まれている庭では、みんなが今か今かと龍宝帝の登場を待っていた。

　白桜は、隣となりにいる青丞と一緒に庭の片かた隅すみからその様子を窺っていた。

「騒がしいですね」

　白桜が辺りを見回していると、青丞が頷いた。

「突とつ然ぜんの主上からの呼び出しだ。今から何が発表されるのかと思っているんだろう。……それより、準備はできているのか？」

「はい。鵬玄と朱咒は予定通りの位置にいます。後はうまくいくよう祈いのるしかありません」

　昨夜白桜がした提案に、みんな最初は難色を示した。そんなにうまく事が運ぶのかと。

　しかし徹てつ夜やで話し合った結果、白桜の提案に手を加えた計画を実行する事になった。

「白桜、こんな時に何だが、里桜姫の事だが……」

　ふいに青丞がやや伏ふし目がちになった。白桜はどきりとする。

　彼には里桜姫の時に顔を見られていた。あの時はまだ目は黒かったが、姉の顔を里桜姫だと思っている青丞には、別人だと映っただろう。

「あ、姉が何か？」

　冷や汗あせをかきながらも、何とか冷静を装う。

　青丞がちらりとこちらを見て、すぐに目をそらした。

「……いや、やはり後にしよう。今は計画に集中しなければ」

　ほっとした半面、恐おそろしさは倍増した。どうやら問い詰められる時は近いようだ。

（いやいや。今はこんな事を考えている場合じゃない。まずは今日を乗り切らなくては！）

　気を取り直すと、庭に面した紫し宸しん殿でんの二階部分にある露ろ台だいに、正装した如月が姿を見せた。

「みなさま、よくお越しになりました。ただいまより、龍宝帝からの勅旨がございます。静せい粛しゆくに願います！」

　よく通る声だった。庭の隅すみ々ずみまで行き渡わたったのか、辺りが一いつ斉せいに静まり返る。

　如月が背後に向かって礼をすると、そこにあった金きん縁ぶちの襖ふすまが開いて、束帯に身を包んだ龍宝帝が堂々とした態度で露台へと歩みを進めた。

　周りにいた貴族達がすぐさま膝ひざを折り頭を下げる。白桜も青丞と一緒にそれに倣ならった。

「これより、勅旨を述べる。みなのもの、心して聞け」

　男らしい低い声は威い厳げんに満ちていた。体格もよく凜り々りしい顔立ちの龍宝帝は、まさにこの国を統べる者としての貫かん禄ろくを持っていた。龍宝帝が手に持った巻物をゆっくりと広げる。

「我が命として────うっ！」




　それは一いつ瞬しゆんの出来事だった。




　勅旨を述べようとしたまさにその時、龍宝帝の胸に突然飛んできた大きな矢が刺ささった。

　龍宝帝が目を見開き、矢の勢いに押されるように後ろへと倒れる。

「主上！」

　白桜は思わず叫さけんだ。同時に辺りにいた貴族達が立ち上がり、悲鳴にも似た声を上げる。

「おおっ！　主上が！」

「いったい、どういうことだ！　何があった！」

　辺りが騒そう然ぜんとした。真っ青になった如月が龍宝帝に駆かけ寄るのが見える。露台の手すりに隠かくれていて見えないが、如月が倒れている龍宝帝を起こそうとしているようだ。

　しかし彼はすぐに呆然とした表情で立ち上がった。

　薄うすい灰色の束帯を、真っ赤な血で染めて。

「なんという事だ……！　主上の息がない！」

　頭を抱かかえて、唇くちびるを震ふるわせている如月の声に、辺りから悲鳴が漏もれた。

　固かた唾ずを吞のんで見守っていると、紫宸殿の右斜ななめ向かいにある宜ぎ陽よう殿でんから声がした。

「静まれ！」

　貴族達が一斉にそちらを向く。白桜も顔を向けると、宜陽殿の三階部分にある露台には、草薙を従えた碧嵐が立っていた。その姿を見て、思わず目を見張る。

　碧嵐は、帝が大事な儀ぎ式しきの際に身につける、黄こう櫨ろ染ぜんの御ご袍ほうという束帯を着ていた。

　黄櫨染という色合いは、帝だけが使う事を許されている。その色を使った束帯を着て、貴族達の前に現れるという事がどういう事なのか、白桜は一瞬で悟さとった。

　戸と惑まどうようにうろたえる貴族達に向かって、碧嵐が一いつ喝かつした。

「静まれと言っている！　私は次なる天子だ。無礼は許さない！」

　その言葉に、貴族達がどよめいた。

「何を仰おつしやっているのだ、碧嵐様は……」

「それに陰おん陽みよう寮りようの草薙様までいらっしゃるぞ。いったい、何事が……」

　ざわつく貴族達に向かって、碧嵐は凜りんとした態度で、声を上げた。

「龍宝帝が崩ほう御ぎよされた今、次なる帝は私だ！」

　碧嵐の言葉に、貴族達が呆ぼう然ぜんとしている。帝が暗殺されるという非現実的な事が起こり、みんな動どう揺ようしていた。しかしようやく正気に戻もどった者もいるようで、すぐに抗こう議ぎの声を上げる。

「何を仰います！　まずは龍宝帝が息を吹ふき返すように手を尽つくすのが先決のはず。よしんば、龍宝帝に何かあったとしても、次の帝は四神の跡あと取とり達の中から決まるはずです。あなたは四神の跡取りではない！」

　帝の重じゆう鎮ちんの一人、右大臣光永だった。

　次期帝はこの国を守護する四神が、四神の一族の跡取りの中から選んで、お告げを下して決めるとされていた。碧嵐は青せい龍りゆう家の子息だが、跡取りではない。

　その通りだと声が上がったが、碧嵐は顔色一つ変えなかった。

「いいや、次の帝は私だ。ここにそう記された龍宝帝の遺ゆい言ごん書しよがある。国印も押してあるのだぞ！」

　碧嵐が一枚の紙を取り出して広げた。

　遠目にははっきりしないが、露台のすぐ下にいた貴族達から声が上がる。

「本物だ……！　本物の国印だぞ！」

　その国印は、以前盗ぬすまれたものだ。白桜だけはそれを知っていた。

　里桜姫ひめ争そう奪だつ戦という、馬ば鹿か馬鹿しい戦いの裏に隠されていた真実だ。

　ひょんな事からそれに気付いた白桜だったが、国の宝ともいえる国印を盗まれたなどあってはならぬ事。誰だれにも話さないと龍宝帝と約束していた。

　あの時は、国印が盗まれたのは、龍宝帝を陥おとしいれて改革の邪じや魔まをする為ためだと思っていた。

　しかし本当の目的は、この為だったのかとようやく気付く。

　碧嵐が堂々とした仕草で、その遺言書を庭の貴族達に向かって見せつけた。

「これは龍宝帝の遺志である。逆らう者は、国こく賊ぞくとみなす！」

　辺りがざわっとした。そのざわめきがさきほどまでとは、少しばかり違ちがうと白桜は気付く。

　彼らは今、戸惑っている。遺言書は真しん偽ぎが怪あやしいが、このままだと碧嵐が次期帝みかどになるかもしれない。ここで逆らって印象が悪くなると、自分達の出世に響ひびくかもしれないと。

「納なつ得とくができませぬぞ！」

　だがそこへ抗議したのは、龍宝帝の重鎮達だ。彼らは碧嵐のいる露台へと駆け寄った。

「我が国は世せ襲しゆう制ではございません。次期帝を決めるのは、四神のお告げでございます。もし万が一その遺言書が正しいものだとしても、あなたは帝にはなれません！」

　厳しい声に、碧嵐の表情がややたじろいだように見えた。

　そこへ、地の底を這はうような低い声が聞こえた。

「これは、四神からのお告げであると、私は龍宝帝より賜たまわっているぞ」

　碧嵐の背後から、初老の男が進み出た。剃てい髪はつし、金縁の袈け裟さをまとった男はどうやら僧そう侶りよのようだ。その男を見て、重鎮達が息を吞む。

「政高僧そう正じよう……！」

　その名には聞き覚えがあった。重鎮達が龍宝帝と密談をした時に出てきた名だ。

　確か龍宝帝の叔父おじに当たる人物だ。

　青龍家の跡取り争いの時に龍宝帝の命を狙ねらい、大だい内だい裏りの金を横領して私腹を肥やしていたらしい。だが跡取り争いに負け、横領の罪を問われる前に地方の寺に出家したという。

　政高は碧嵐の肩かたに手を置いて、じろりと重鎮達をねめつけた。

「四神のお告げは帝しか聞けぬ。主上はつい先日、そのお告げを聞いたと言われた。それで私を内密に都に呼ばれて、碧嵐の後うしろ盾だてになってほしいと直接頼たのまれたのだ。碧嵐は青龍家の跡取りではないが、お告げがあったのは事実。反論する者も多かろうからぜひ守ってくれとな」

「馬鹿な事を……！　主上はお前にだけは絶対に頼んだりしない」

　青丞の声が怒いかりに震えていた。確かにその通りだ。政高は跡取り争いの時、龍宝帝の命を狙ったという。自分に強い敵対心を持つ彼にこんな大切な事を頼んだりしないはずだ。

　しかし政高は、不満の声を綺き麗れいに無視して、碧嵐の右手を摑つかんで空へと掲かかげた。

「碧嵐の腕うでにあるものを見よ。これは私が主上から預かっていた翡ひ翠すいの数珠じゆずだ。青龍家の当主の証あかしでもある。これを碧嵐に譲ゆずると、確かに私は聞いたのだ。それは碧嵐を次期青龍家の跡取り、そして次期帝であると主上が認めたという事だ」

　翡翠の数珠の話は白桜も知っていた。政高が出家する際に、黙だまって持って行ったのだと。

　それを龍宝帝から〝預かっていた〟などと臆おく面めんもなくいう政高に怒りがこみ上げる。

　だがそんな白桜の気持ちとは裏腹に、貴族達の中から歓かん声せいが上がった。

「さすが政高僧正は、主上の信しん頼らいも厚くていらっしゃる。私は碧嵐殿どのを支持致いたしますぞ」

　声を上げて宜陽殿の露ろ台だいの下に集まったのは、なんとその場にいた貴族達の約三分の一にものぼった。戸惑う表情すらしていない彼らに、青丞が舌打ちする。

「主上の改革に反対する勢力があるとはわかっていたが、これほどまで大人数だったとはな」

　白桜は、里桜として密談の筆記をした時に、改革に反対する貴族達が誰なのかわからず困っていると話していた重鎮達を思い出す。

　政高に味方している貴族達はおそらく、大学寮りように平民を入学させる事に反対している者だ。

　もしそれが現実になったら、自分の息子むすこ達が入学できず、ひいては出世も難しくなる。

　彼らは息子に努力させるよりも、政高に手を貸す方を選んだのだ。

「いくら自分の息子が可愛かわいいからって、勝手すぎる。こんな人達がいるから、この国はいつまでたっても貴族ばかりが得をする世の中なんだ！」

　白桜は胸の内を吐と露ろして、唇を嚙かみしめた。露台では、政高がほくそ笑えんでいる。

「ぐずぐず言っている者がおるようだな。だがこれは本物の国印が押された遺言書だ。ここに次期帝は碧嵐だと四神からお告げがあったと書かれている。証人はこの私、青龍家の政高だ。反対する者は、主上の遺言に逆らったとして捕とらえるぞ」

　政高が片手を上げると、庭に数十人の衛兵が駆け込んできた。

　槍やりや太刀たちを持つ彼らからは殺気が窺うかがえる。

「さあ、私を支持される方はこちらの露台へ。それ以外の方々は紫し宸しん殿でんの方へ行かれるがいい。国賊とみなして、衛兵に捕らえさせるからな」

　とんでもない言い分だった。そんな無む茶ちやがまかり通るはずがない。

　しかし辺りにいた貴族達は、明らかに戸惑った顔で互たがいに目を見合わせている。

「これは……主上がお亡なくなりになったのなら、政高僧正を支持した方が……」

　囁ささやくような声が聞こえて、白桜の怒りは爆ばく発はつした。

「そんな馬鹿な話には納得がいきません！　わたし達四神の跡取りは、あなたを絶対に認めない。この国に仇あだをなす存在はあなただ！」

　毅き然ぜんとした態度で政高を指し示すと、彼が厳しい視線を向けてきた。

　本当は怖こわくて仕方ない。

　だがこの国の未来の為、そして大切な人達の為に、白桜は勇気を振ふり絞しぼった。







　政高にじろりと睨にらみつけられて、白桜は背筋がぞっとした。しかし負けたくはなかった。

　眼力はすさまじかったが、自分に気合いを入れて正面から受け止めた。

「その白銀の髪かみは……なるほど、そなたが白びやつ虎こ家の白桜だな。隣にいるのは青丞か。大きくなったものだ。青丞、隣の小こ僧ぞうの口を塞ふさいでおけ。お前は親類だ。できれば傷付けたくはない。友達のせいで、お前まで巻き込まれたらと思うと、私は悲しい」

　にんまりした顔で言い放った政高に、青丞が薄うすく微笑ほほえんだ。

「いいや。口は塞がない。彼の意見はその通りだと思うからだ。まったく、大人しく田舎いなかに引っ込んでいればよかったのに、どうしてまたしゃしゃり出て来られたのだ。あなたを処しよ刑けいしなかったのはせめてもの主上の恩情だ。親類だからこそ命だけは助けてもらったというのに」

　ため息混じりの青丞に、政高が怒りで一気に顔を赤くした。

「無礼だぞ！　青丞、目上に向かって……！」

「目上なら、それなりの振る舞まいをなされるがよかろう。今のあなたはとても醜みにくい。甘い汁しるが吸えると踏ふんで、いそいそと田舎から駆かけつけたあなたを、どう目上として尊敬しろと？」

　馬鹿にしたような笑いは計算ずくだろう。そしてその計算通り、政高は怒り狂くるった。

「捕らえろ！　青丞とその隣の小僧を捕らえろ！　これは帝の命令である」

「おかしな事を言うな。次の帝は碧嵐だろう。いつからあなたが帝の命令などと勝手に口走れるようになったのだ？」

「さっさと捕らえろ！」

　政高の一いつ喝かつで、衛兵達が辺りを取り囲んだ。

　しかし白桜は慌あわてなかった。これからが本番だと、心を奮い立たせる。

「いいのですか。わたし達に手出しをしたら、帝に逆らった国賊はあなた方だという事になりますが」

　胸を張って堂々と、衛兵達の目を見つめた。彼らは一いつ瞬しゆん、怯ひるんだように動きを止める。

「……帝は碧嵐様だ。我々は帝のお命をお守りするのが務め」

「いいえ。碧嵐は帝ではありません。あなた方が仕えるのはこの世でただ一人のお方のはず。あちらを見てください！」

　紫宸殿の露台を指し示した。衛兵達と貴族達が一いつ斉せいに目をやって、全員が絶句した。

「り、龍宝帝……？」

　さきほど矢が刺ささって死んだはずの龍宝帝が、起き上がろうとしている所だった。

　如月の手を借りて立ち上がった龍宝帝は、不敵な笑みを浮うかべる。

　その後ろには、鵬玄と朱咒の姿があった。白桜が頷うなずくと、二人も満足そうに頷き返す。

　龍宝帝が、露台から庭の様子を見回した。

「死んだふりをするのもいいな。いろいろと楽しいものを見せてもらったぞ。なるほど、私の改革に反対する貴族達が誰なのかがわからず困っていたが、これでようやく解決だ。如月、誰が政高僧正のもとに下ったのかちゃんと書き記したか？」

「はい。帝に逆らう国こく賊ぞくの方々は、しっかりと書いておきました。顔も一人残らず覚えましたし。……はぁ、忙いそがしくなりますね。これだけの人数を詮せん議ぎして処しよ罰ばつを下すなんて。また私の仕事が増えます」

　ため息混じりの如月は、心底うんざりした様子だった。

　真っ青になったのは、政高に早々に味方した貴族達だ。

　龍宝帝が毅然とした態度で、宜ぎ陽よう殿でんを指し示す。

「衛兵達よ、私はこの通り無事だ。捕らえるのは宜陽殿の方にいる貴族どもだ。この国の帝はこの私。さあ、私の命に従え！」

　一いつ瞬しゆん戸惑いを見せた衛兵達だったが、すぐに白桜に背を向けて、政高達がいる宜陽殿の方へと向かった。

「馬鹿な……！　どうして生きているのだ！」

　目を疑っているのか、何度も瞬まばたきをしている政高に、白桜は向き直った。

「あなた達が主上を狙っているのは、ある筋の情報からわかっていました。おそらく今日の勅ちよく旨しを狙う事も。だからわたし達は、どう狙うのかを予想したのです」

　ちらりと目を向けたのは鵬玄にだ。もとは武官の彼は、主に身分の高い方達の警護をやっていたという。その経験から、今回の事を予想してくれた。

　紫宸殿の露台にいた鵬玄が、一歩前に進み出る。

「主上が勅旨を述べられるのは紫宸殿の露台だ。この日にわざわざ主上を狙うという事は、目立つ狙い方をして、主上が亡くなったと集まった貴族達に知らしめる気だろうと思った。その方が衝しよう撃げき的で、その後の異常な帝みかどの交代劇でさえ、むりやり納なつ得とくさせてしまう材料になる」

　その通りだと白桜も思った。現に、帝が暗殺されたと思い込んだ貴族達は、四神の跡あと取とりでもない碧嵐を次期帝だと認めそうな雰ふん囲い気きになっていた。

「主上を勅旨の時に狙うとしたら、毒殺は無理だ。ちょうど勅旨の時刻にあわせて毒が効くように飲ませるなど、とうていできないだろう。露台にいる主上を太刀で狙うのも難しい。周りにいる護衛に阻はばまれるからな。残る可能性は、紫宸殿の近くにある建物から矢を射ることだ」

　鵬玄の読み通りに事は進んだ。悔くやしそうな政高の顔を見て、鵬玄が薄く笑みを浮かべる。

「それを想定して、紫宸殿の周りにある建物に密ひそかに衛兵を配置した。この露台を狙える場所は限られているから、そう手間でもなかった。今日の風向きを考こう慮りよして、一番狙い易やすい場所、つまり春しゆん興こう殿でんの屋根は俺が直接見張った。そうしたらのこのこと賊ぞくがきたから捕つかまえたのだ」

　春興殿は、宜陽殿の隣となりにある建物だ。武器が保管してある所で、人の出入りはあまりない。

　鵬玄は、手に持っていた矢を政高に見せるように掲かかげた。

「これは、賊の代わりに俺が主上に向かって放った矢だ。当たっても刺さらないよう先せん端たんを柔やわらかな素材で作ってある。もちろん衝撃はあるから、念ねんの為ために主上には束帯の下に鉄板を仕込んで頂いた」

　鵬玄と目を合わせた龍宝帝が、苦く笑しようした。

「それでもかなり痛かったぞ。まあ、死ぬよりはましだが。しかしなかなか楽しい体験だった。矢で射られたふりをして、如月が見えないように着物に血のりをつけて」

　龍宝帝が称たたえるように鵬玄の肩かたに手を置いた。

「鵬玄、お前以外が矢を射るという話だったら断っていたぞ。一歩間ま違ちがって頭にでも当たったら、さすがに偽にせ物ものの矢でも痛いだけではすまないからな。だが大学寮りようで見たお前の騎うま射ゆみは素す晴ばらしかったから、信用した。私の見る目に狂いはなかったな」

　満足そうな龍宝帝に、鵬玄が軽く頭を下げた。

　これが白桜達が考えた計画だった。

　想月の暗殺計画を逆手に取り、黒幕とそれに賛同する貴族達をあぶり出すのが目的だ。

　実は政高がこの件に関かかわっているのも、昨夜の時点で予想がついていた。

　朱咒が神社で、想月と碧嵐が〝数珠じゆず〟を持っていたのを見たという。遠目だったが、翡ひ翠すいが連なった数珠で、昔から青せい龍りゆう家に伝わる国宝級の宝だそうだ。その数珠は、本来青龍家の当主が持つものであるが、政高が出家する際に勝手に持ち出したと聞いていた。

　つまりその数珠を碧嵐達が持っていたという事は、政高と繫つながりがある事を示していた。

　朱咒の意見は、今回の事は想月と碧嵐だけでは成し遂とげられない、裏に必ず大だい内だい裏りにおいてもっと権力を持つ人物がいるはず。それはおそらく政高ではないかというものだった。

　彼は横領して得た金を使って取り込んだ貴族達と、今でも交流があるという話だった。

　そして龍宝帝には、跡あと目め争いで敗れたという恨うらみもある。彼が裏で糸を引いているという朱咒の推測は、十中八九間違いないと白桜も思っていた。

　四神の跡取り達全員の知ち恵えをあわせて立てたこの計画は、急ごしらえではあったが何とか成功したようだ。龍宝帝が、政高を睨みつけた。

「あなたは私の叔父おじだ。血の繫がりがあったからこそ、今までは大目に見てきた。だが、それは間違いだったようだ。今回はそれなりの処罰を覚かく悟ごして頂こう」

　政高が怒いかりで顔を真っ赤にしつつ、後ずさりをした。

「逃にげる気だぞ！」

　白桜が叫さけぶと、衛兵達が政高がいる宜陽殿へと向かった。

「わたし達も行こう！」

　青丞と顔を見合わせて互たがいに頷き、白桜は走り出す。

　まだ計画は途と中ちゆうだ。暗殺は食い止めたが、本当の目的はこれからだった。

　甘いかもしれないが、もし碧嵐が騙だまされているのだとしたら、目を覚ましてほしかった。







　宜陽殿の中には衛兵達が散らばっていた。いつのまにか駆かけつけた鵬玄が、その指揮をとっている。白桜が近づくと、鵬玄が階段を指し示した。

「碧嵐は上の階にいる。政高僧そう正じようは外に出たようだから、俺が追う。お前達は上に行け！」

　白桜は頷いて、青丞と一いつ緒しよに階段を駆け上がる。二階の広間には、衛兵数人に囲まれた碧嵐と草薙がいた。草薙が碧嵐を守るように前に立ち、太刀たちを片手に衛兵達と睨にらみ合っている。

「待て」

　青丞が声をかけると、衛兵達がさっと道を空けた。

「主上から許可はもらっている。碧嵐は俺に任せろ。お前達は政高僧正を追え。外に出て逃げたようだ」

　衛兵達は戸と惑まどう表情を見せたが、青丞には逆らえないようだ。渋しぶ々しぶと階段を下りていく。

　その場に残ったのは、白桜と青丞。そして碧嵐と草薙だった。

「何の真似まねだ。誰だれもいない場所で私を殺す気か？」

　碧嵐の口調は投げやりだった。

　国崩くずしの嵐あらしが失敗した今、彼は失意のどん底にいるのかもしれない。

「違ちがいます。聞きたい事があるのです。……どうして、想月の計画に手を貸したのですか？」

　青丞が何か言いたそうだったが、白桜は先に口を開いた。碧嵐は彼に憎にくしみを抱いだいている。

　この状じよう況きようで青丞が何を言っても、きっと耳を貸さないだろう。

　だからまずは自分が話をしてみようと思った。

「どうしてだと？　前にも言っただろう。私は主上と青丞が憎いのだ。こいつらのせいで、私の母は大内裏を追い出され、今では親類の屋や敷しきで肩かた身みの狭せまい思いをして暮らしている。私は母をもう一度後宮に戻もどして、穏おだやかな生活をさせたいのだ」

「ですが、あなたの母上は今回の事を知っておられるのですか？　あなたにこんな事をさせてまで後宮に戻りたいと言っておられるのですか？」

　碧嵐がぐっと言葉に詰つまっている。

　その表情から、やはり今回の事は母を思うあまりの碧嵐の暴走ではないかと思った。

「一つ、あなたに確かめたい事があるのです。六年前の事です。青丞はあなたの母親である清里の方が、若藤中ちゆう宮ぐうに毒を盛ったと言った。でもあなたは否定した」

「当たり前だ。あれは青丞の陰いん謀ぼうだ。青龍家の跡取り候補だった私を追い出す為のな」

「本当にそうでしょうか」

　なるべく静かな声を出した。相手が興奮しているのに、同じように声を荒あららげるのは逆効果だ。白桜は落ち着くよう自分に言い聞かせて、口を開いた。

「わたしはあなたも青丞も噓うそをついていないように思うのです。だって二人ともそんな人ではないと知ってますから。……あなたは大学寮でわたしを何度も助けてくれた。憎い四神の跡取りなんて放っておけばよかったのに、正義感の強いあなたはそれができなかった」

「あ、あれは、お前に近づこうとしただけだ。信用を得ようとして」

　ややうろたえたそぶりを見せた碧嵐に、ゆっくりと微笑ほほえみかける。

「いいえ、そうではないと思います。信用を得るなら、他ほかの方法もあったはず。あなたは見ていられなかったんだ。弱い者がいじめられるのを。だってあなたの母上も、嫌いやがらせを受ける若藤中宮を庇かばったお優やさしい人だと聞きました。息子むすこのあなたも同じ考えだと思ったのです」

　碧嵐がわずかに目をそらした。こちらの話を聞く耳はまだ持っているようだ。

「碧嵐、どうしてあなたは、青丞が自分を陥おとしいれたと思ったのですか。そこまで確信するからには、それなりの理由があったはずでしょう」

　答えてくれないかと思ったが、碧嵐はもう逃げられないと観念したのか、ため息混じりに口を開いた。

「……文ふみを見せられた。青丞の筆ひつ跡せきで、私の母に罪を着せると記した若藤中宮への文だ」

　衝撃的な内容だった。青丞をみやったが、彼はすぐに首を振ふる。

　確か、青丞も清里の方が書いた毒殺計画の文を見たと言っていた。

「文を〝見せられた〟のですね。〝誰に〟です？」

　気になったのはそこだった。碧嵐がふんっと鼻を鳴らす。

「誰でもいいだろう」

「想月ではないですか？」

　鋭するどく切り込むと、碧嵐が目を見開いた。

「どうして、知っている……？」

　かまをかけたが、どうやら当たっていたようだ。驚おどろいた表情からもそれはわかった。

「その文は、今は誰が持っているのですか？」

　問いかけると、碧嵐の目がわずかに揺ゆれた。

「……今はもうない。見たのは子供の頃ころに一度きりだ。その後は、盗ぬすまれたと想月が言っていた。おそらく青丞の手の者が、証しよう拠こを隠いん滅めつする為に盗んだのだと」

　声が明らかに動どう揺ようしていた。碧嵐は大学寮でも首席をとるほどの秀しゆう才さいだ。

　白桜が言いたい事を察したのかもしれない。

「ではそれを見たのは子供の頃だけなのですね。一度見ただけの文が青丞の筆跡だった、ですがそれは本当に青丞のものだったのですか？　誰かが偽ぎ造ぞうしたとは考えられないですか？」

　核かく心しんに迫せまると、碧嵐が慌あわてたように顔を上げた。

「そんなはずはない。あれは確かに青丞の……！」

　今まで黙だまっていた青丞が、一歩前に進み出た。

「碧嵐、実は俺も清里の方の筆跡で書かれた文を見たぞ。俺の母の毒殺計画が書いてあった。だから俺はお前達親子を処しよ罰ばつしてくれと主上に訴うつたえ出たのだ。そして、その文も何者かに盗まれた。俺もその時は、お前達の手の者が証拠隠滅の為ために盗んだのだと思っていた」

　碧嵐が目を見開いた。唇くちびるをわななかせて、青丞を睨みつける。

「噓をつけ！　そんなものがあるはずがないっ」

　白桜は興奮する碧嵐をなだめるように静かな声を出す。

「そう、あるはずがないのです。青丞が見たという文も、あなたが見たという文も。わたしはお二人の母上に会った事はありません。ですが、彼女達を知っている方から話を聞きました」

　青丞と碧嵐を交こう互ごに見ながら、胡蝶に聞いた話を思い出した。

「清里の方は、若藤中宮を他の側室の嫉しつ妬とから守っていた。それなのに、毒殺しようとするとは思えないと。……こうは考えられませんか。まだ子供だった青丞と碧嵐を騙した者がいたのです。その者は二人に偽造した文を見せ、互いに憎むように仕向けた」

　碧嵐は目を見開いたまま、微び動どうだにしなかった。彼にとっては辛つらい話になるかもしれない。

　それでも真実を暴あばかなければ、彼は間違った道を歩み続けるだろう。

「すべては帝みかどの血を引くお二人のどちらかを、操あやつり人形とする為のはかりごとです。その頃から国崩しの嵐の計画はあったんだ。そしてあなた達は二人とも、その計画に巻き込まれた」

　説得は碧嵐の耳に入っているだろうか。

　青丞に向けられた敵意の眼まな差ざしは変わらない。それでも白桜は言葉を続ける。

　男に勝てる腕わん力りよくはないが、心に訴えかける為の言葉は持っているから。

「文の筆跡が青丞のものだと言ってましたが、本当にそうですか？　気になっていたのですが、さきほどあなたがみんなに見せた遺ゆい言ごん書しよ。あれは誰が見ても主上の筆跡だと太たい鼓こ判ばんを押すくらい緻ち密みつに筆跡を真似てあるはずですよね」

　いくら国印が押されているとはいえ、筆跡が違えばさすがに遺言書の真しん偽ぎが怪あやしまれる。

　ここまで念入りに準備したのだから、そこをいい加減にしているとは思えなかった。

　碧嵐は答えなかった。しかし青丞から一いつ瞬しゆん目を逸そらしたのは、肯こう定ていだと思っていいだろう。

「その遺言書を本当に書いたのは誰ですか？」

　鋭く聞いたが、碧嵐は目を伏ふせたまま無言だった。

　しばらくの沈ちん黙もくの後、最初に口を開いたのは今まで黙っていた草薙だった。

「……遺言書を書いたのは想月です。あの男は他人の筆跡を完かん璧ぺきに真似る事ができます。今までもそうして偽造した文を使って、計画の準備をしているのを何度か見ました」

　信じられないように草薙を見つめたのは碧嵐だった。

「草薙……！　どうしてそんな余計な事を。まさか、私を裏切る気なのか！」

　怒ど声せいに近い声だったが、草薙は悲しそうに目を伏せたまま首を振った。

「碧嵐様。もうやめましょう。このままでは、あなたの為にならない。私は昔から想月を怪しいと思っていました。だから何度も何度も式ちよく盤ばんで占うらなった。ですが、結果はいつも同じ。あなたは、想月に騙されて身を滅ほろぼすのです……！」

　吉きつ凶きようを占う事では、右に出る者はいない陰おん陽みよう師じの草薙。その占せん術じゆつは百発百中だ。

　碧嵐が息を吞のんでいる。草薙の占術がどれだけ当たるかを彼もよく知っているのだろう。

「あなたがそれを知ったら、かなりの衝しよう撃げきを受けると思いました。だから言えなかった。運命が変わるかもしれないと必死で祈いのっていた。ですが間違っていました。あなたを傷付けるとしても、やはり止めるべきだった！」

　血を吐はくような草薙の叫さけびだった。草薙は拳こぶしを握にぎり締しめて、まっすぐに碧嵐を見つめる。

「白桜の話は正しいと思います。……ここは投降して、あなたをそそのかしたのは私だと証言してください。後は私が何とかしますから」

　すべての罪を被かぶると言った草薙に、碧嵐が大きく首を振った。

「何を言う！　お前は青丞に騙だまされているのだ。こいつがすべてを仕組んで……！」

「碧嵐様、わかっているはずです。もう終わりです。我々は想月に騙されていたのです」

　草薙はかなり冷静に状況を把は握あくしていると思う。そして彼が出した結論は、碧嵐にこれ以上罪を犯おかさせないことだ。その気持ちは白桜にも痛いほどわかった。

　白桜も想月にこれ以上罪を増やしてほしくなくて、必死で説得した。

　それは相手が、命を賭かけてもいいほど大事だからだ。

「噓だ！　そんなはずはない。もう何年もの間、ずっと青丞を憎んできた。今いま更さら、そう簡単に考えは変えられない！」

　碧嵐は意地になっていると直感した。

　きっと本当は、自分が間違っていた事に気付いているはずだ。だけど騙されていた事を、自分が今まで信じていたものが音を立てて崩くずれていく事を、直視できないのだろう。

　その気持ちも、白桜には手に取るようにわかった。

　五年の間一いつ緒しよに暮らして、兄のように慕したっていた想月に裏切られた時、同じ思いをした。

「草薙、お前まで私を裏切るというのなら、もういい。私は……あっ！」

　碧嵐がふいに白桜達の背後に目を留めた。慌てて振り返った白桜も、息を吞む。

「想月……！」

　広間の入り口に立った想月は、この場にそぐわない穏おだやかな表情を浮うかべていた。

　武器は何も持っていない。小首を傾かしげている彼に、白桜は向き直る。

「想月、聞きたい事がある。……碧嵐と青丞が憎にくみ合うように、偽にせ物ものの文を作って二人を騙したのは、お前なのか？」

　そう簡単にしっぽは出さないと思っていた。とぼけるだろうと予想していたのに、想月は何も言わず、無言で微笑みを浮かべている。碧嵐が慌てたように身を乗り出した。

「想月、そんな事はないと言え！　ちゃんと否定しろ！」

　駆かけ寄ろうとした碧嵐を押さえたのは草薙だった。

「碧嵐様、もうおやめください。……実は想月を占った事もあります。彼は不ふ吉きつな星のもとに生まれています。関かかわれば、彼と共に闇やみの道をいくしかありません。……今なら引き返せます。どうか、目を覚ましてください」

「黙れっ！　想月。違ちがうと言え。青丞が全部仕組んでいるのだと……！」

「……あなたはとても操りやすいお人形でした。ですが操り糸が切れてしまったようですね」

　ふいに真顔になった想月の一言に、碧嵐が息を吞んで頽くずおれた。顔色は真っ青で覇は気きがない。

「人形だと……？　私が？」

　その意味には、賢かしこい碧嵐は気付いたはずだ。

　青丞がすぐに碧嵐に駆け寄った。そして膝ひざをつき、彼と目線を合わせる。

「大だい丈じよう夫ぶだ。お前は騙されていただけだ。……お前は必ず俺が守ってやる。今は混乱しているだろうが、俺を信じろ」

　碧嵐が驚いたような目で、青丞を見つめた。

「なぜそんなに私に優やさしくする？　私は今までお前にどれだけひどい事をしてきたか……」

　震ふるえる声だった。青丞が男らしい笑えみを浮かべて、碧嵐の肩かたにそっと手を置く。

「俺も一歩間ま違ちがえば、お前と同じ道を辿たどっていた。今のお前は俺だったかもしれないんだ。……それに六年前の事件の時、俺がお前を信じていたら、こんな事にはならなかったかもしれない。罪つみ滅ほろぼしをさせてくれ。お前は俺の〝弟〟だからな」

　穏やかだが力強い言葉だった。碧嵐の目にうっすら涙なみだが浮かぶ。

　彼はもうわかっているはずだ。ずっと信じていた想月に騙されていたのを認めるのは、勇気がいるだろう。だが、彼はその勇気を持ち合わせていると白桜は信じていた。

　碧嵐が青丞の手をそっと握った。

「……すまなかった……」

　消え入りそうな、碧嵐の声がした。







　碧嵐を起こそうと、青丞が手を貸していた。二人がわかり合えた事にほっとしていた白桜だったが、目の端はしで想月が動いた事に気付いてはっとした。

「待て！」

　広間から出て行く想月を追いかけた。青丞が碧嵐に手を貸したまま声をかける。

「坊ぼうや！　一人で行くな！」

「想月を都に連れて来たのはわたしです。わたしが彼を捕つかまえます！」

　彼と同じ道は歩めないと思い知ってから、せめてこの手で捕まえようと決意していた。

　想月は広間を出て、階段を上がっている。白桜は必死でその後ろ姿を追いかけた。

　息を切らしながら、階段を上りきると、広い床とこの間まに出た。ここは最上階だ。

　辺りをぐるりと見回すと、さきほど碧嵐と政高達がいた露ろ台だいへと続く戸が開いていた。

「想月！」

　露台へと出ると、金と朱しゆ塗ぬりで彩いろどられた手すりにもたれ、想月が立っていた。

　めまいがするほど高い露台に足を踏ふみ入れた白桜は、想月と向かい合う。

　吹ふき飛ばされそうなほど、強い風が吹いていた。

「もう逃にげる所はないだろう。一緒に戻もどろう。罪を償つぐなうんだ。……想月を都に連れて来たのはわたしだ。責任をとって、わたしも自分の罪を償うから」

　それはずっと考えていた事だ。人を騙したのは想月だけではない。自分だってそうだ。

「主上に女だと本当の事を話す。……男のふりをしていたのはわたしの独断で、おじいさまや一族は無関係だと言うつもりだ。だからわたしと一緒に投降しよう。一緒に罪を償うんだ」

　白桜は手をさしのべた。以前にもこうした事がある。あの時はその手を振ふり払はらわれた。

　それはなぜなのかとずっと考えていた。そして気付いたのは、いつも安全な所からしか手をさしのべていなかったという事だ。そんな手を、想月がとってくれる訳がなかった。

　想月は一緒にいるには、白桜が自分と同じ所まで堕おちるしかないと言っていた。

　だが一緒にいる方法は他ほかにもある。

「想月と一緒に、闇の中で生きる事はできない。それでは想月は一生闇の中から出られないからだ。だけど、一緒に罪を償う事ならできる」

　ゆっくりと微笑ほほえむと、想月が小さく首を振る。

「そんな事ができるはずない。あなたには大切な家族がいる。彼らと離れられますか？」

「もちろん、おじいさまや姉様達はとても大事だ。離れたくはない。……だけど、想月はわたしにとって家族とはまた違う特別な人なんだ」

　思いを込めて、目を細めた。偽いつわりのない気持ちがどうか届いてほしいと願いながら。

「母上が亡なくなった時、ずっとそばにいてくれたのは想月だった。泣いたら父上達が悲しむからずっと我が慢まんしていたら、それに気付いて泣いていいんだって言ってくれた。想月の胸の中でだけは、素す直なおに泣けたんだ」

　思い出ならたくさんある。彼とは長い時間を一緒に過ごした。

「池に落ちて死にそうになった時は、命がけで助けてくれただろう。その時の傷はまだ腕うでに残っているはずだ。……想月。正直に言うよ。今のこの気持ちが、男女の間で言う好きという気持ちなのかは、わたしにもよくわからないんだ」

　もう何も隠かくすつもりも、噓うそをつくつもりもなかった。

　正直な気持ちをぶつけなければ、彼の心は摑つかめないとわかっていた。

「青丞に感じた甘あま酸ずっぱい気持ちとも、また違うように思う。だけど、想月のそばにいると安心できて、穏やかな気持ちになれるんだ。温かな日だまりの中で、昼ひる寝ねでもしているかのように、安らげるんだ。こんな気持ちになれるのは、想月と一緒の時だけだ」

　泣き笑いの表情になったのが、自分でもわかった。

「想月だけは、どうしても失いたくない……！」

　心の底からの叫びを言葉に込めると、想月が悲しげに目を細めた。

「あなたは相変わらずだ。まっすぐに成長したのは私の教育がよかったからですね、きっと」

　そんな憎まれ口を聞くのは久しぶりだ。懐なつかしい気さえして、白桜は口元を綻ほころばせた。

「想月、二人でいつか日の光の下を歩けるように、罪を償おう。そうしたら、時間はかかるけど、いつか二人で一緒に生きられるよ」

　手をさしのべたまま、白桜も目を細めた。今にも涙がこぼれてきそうだった。

「わたしはちゃんと気付いているよ。さっき碧嵐をごまかそうと思えばできたのに、騙だましている事を否定しなかった。……わざとなんだろう？　彼に悪いと思う気持ちがあったから、本当の事を教えたんだろう？」

　さきほど碧嵐と向き合った時、彼は言い訳一つしなかった。

　彼が一言、騙していないと言えば、碧嵐はそれを信じたはずなのに。

「この国崩くずしの嵐あらしだって、昨夜わたしにある程度の情報を話していた。わたしが逃げたと知って、計画を変えるかと思ったけど、そうはしなかった。つまり、わたしが邪じや魔まをして失敗する確率が高いと最初からわかっていたんだ」

　それなのに、彼は計画を実行した。そうする理由は、ただ一つだ。

「計画を悟さとられたのに実行したのは、止めてほしかったからなんだろう？　そして碧嵐に騙されている事を気付かせて、罪滅ぼしをした。想月はすべての罪を一人で被かぶる気なんだ。──だけどそんな事はさせない！」

　想月は特別な人だ。一人だけ地じ獄ごくに堕とすつもりはなかった。

「お願いだ。想月、一緒に来てくれ」

　願いを込めて、手を差し出したまま一歩を踏み出した。

　想月がゆっくりと微笑んだ。それは以前田舎いなかの屋や敷しきにいた時と同じ、優しいものだった。

「愛しています。里桜姫ひめ」

　胸に刺ささるようなせつない声だ。はっきりと言われたのは初めてで、思わず動きを止める。

「いつから好きだったのかと、先日考えました。ですが、わからなかった。里桜姫とは何年も一いつ緒しよにいて、子供の頃ころから見守ってきました。最初はこんな感情なんてもっていなかった。敵である白びやつ虎こ家の姫だと、憎にくしみさえ抱いだいていたはずなのに」

　まだ少しだけ肌はだ寒ざむい風が、想月の髪かみを揺ゆらした。

「ですが、離はなれてみて初めて、恋こいしいと思うようになりました。頭には里桜姫の顔ばかり浮うかんで、身を焦こがすような恋とはこの事だと、生まれて初めて知りました。……そして思ったのです」

　想月の甘やかな視線に、優しい口調に、息苦しいような気持ちになった。

「里桜姫とともに生きたい。私の使命を理解してもらって、一緒に闇やみの中で暮らしてほしいと。ですが、こうも考えました。里桜姫に闇は似合わない。私と同じ場所に堕ちて苦しむ姿を見るくらいなら、この恋心は封ふう印いんすべきだと」

　想月が一歩踏み出して手を伸のばし、感かん触しよくを確かめるようにゆっくりと白桜の頰ほおを撫なでる。

「だから賭かけをしたのです。里桜姫を連れ去り、一緒に生きたいと伝えて、それでも逃げられてしまうなら諦あきらめるべきだと。……そしてあなたは逃げた」

　いつのまにか、両手で頰を包まれていた。想月が愛いとおしそうに目を細める。

「一緒に生きたかった。里桜姫は私にとって太陽です。闇の中でしか動けない私を唯ゆい一いつ照らしてくれる太陽。あなたと一緒なら、私は明るい場所で生きていける気がしました」

「まだ、まだ間に合う。一緒に……！」

　想月がゆっくりと顔を近づけて、額に口付けた。

　驚おどろいて動きを止めたと同時に、彼の手が頰から離れる。

「闇に慣れた私の目には、やはり里桜姫は眩まぶしすぎます。私の所まで堕ちる必要はありません。約束してください。里桜姫は里桜姫の使命をまっとうすると」

　言い置いて、ふいに想月がこちらに背を向けて露ろ台だいの手すりに足をかけた。

　そのまま手すりに立った彼を見て、真っ青になる。

「危ない！　降りてくれ！　頼たのむ」

　ここは三階だ。もし落ちでもしたら絶対に助からないだろう。

「里桜姫は里桜姫の道を生きてください。私は、私の道をいきます。二つの道がまた重なる時を──────」

　最後の言葉は、強い風のせいで聞き取れなかった。

「な、なんて言ったんだ？　想月！」

　慌あわてて一歩踏ふみ出した。すると想月が、白桜が大好きな優やさしい笑えみを浮かべた。

「愛しています。あなたはやはり、日の光の下を歩く方がよく似合う。──幸せになってください」

　その言葉とともに、想月は後ろを向いて、空へと飛び出した。

「想月ーっ！」

　ふわりと飛び降りた彼の姿があまりに衝しよう撃げき的で、白桜は全身から力が抜ぬけて、その場に膝ひざをついていた。
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　桜のつぼみがようやく開花し、大だい内だい裏りに遅おそい春が訪おとずれた。

　本来なら宴うたげ好きの貴族達が花見の宴を開くのが毎年の恒こう例れいだった。しかし今年は違ちがう。

　白桜は大内裏の庭で桜の木の下に立ちながら、宜ぎ陽よう殿でんを見つめていた。

「また、ここに来ていたのか？」

　振ふり向くと、青丞が近づいてくる所だった。白桜は目を伏ふせたまま、小さく頷うなずく。

「浮かない顔だな。もっと喜べ。お前の立てた計画で、帝みかどの暗殺という謀む反ほんを阻そ止しできた。政高僧そう正じようは捕つかまり、如月達が厳しく詮せん議ぎしている。いずれ忌いみ神一族の情報を吐はくだろう。政高僧正に味方した貴族達も、全員捕まって処しよ罰ばつされる。これで大内裏に新しい風が吹ふくんだぞ」

　それは本当に喜ばしい事だった。青丞が男らしい笑みを浮かべる。

「何より、大学寮りように身分を問わず優ゆう秀しゆうな者を入学させるという勅ちよく旨しも、昨日改めて発表された。先日の事もあったから、逆らう貴族はいなかった。これで主上の改革は大きく前進するぞ」

　ずっと願っていた事がついに現実になったと思うと、胸がかっと熱くなった。

　それでも白桜は、宜陽殿の露台から目を離さなかった。

「……想月は本当にあそこから身を投げたのか？」

　問いかけられて、脳のう裏りに想月が手すりから飛び降りた光景が浮かぶ。

　まるで鳥のようにふわりと飛んだ、といういい方が正しかった。

　しかし人間が飛べるはずはない。

　真っ逆さまに落ちた想月を見て、あまりの衝撃にその場に頽くずおれた。

　どうにか力を振り絞しぼって手すりから身を乗り出し、下を見つめたのはしばらくしてからだ。

　怖こわくて仕方なかったが、確かめなければならないと心を強く持った。

　しかし……。

「はい。確かに飛び降りました。間違いありません。でも、露台の下に想月はいなかった」

　正確には、露台の下に想月の遺体がなかったのだ。

　役人総出で探したが、やはりどこにも彼の姿はなかった。

「もしかしたら……想月は生きているのではないかと思うのです」

　それはわずかな希望の光だった。だが、青丞が優しく肩かたに手を置く。

「そう思いたい気持ちはわかる。あれだけの事をしても、想月はお前にとって特別な存在なのだろう？　だが、いくら何でもあの高さから落ちて無事なはずはない。おそらく、大内裏に入り込んでいた忌み神一族の者が、証しよう拠こを消す為ために遺体を持ち去ったのだろう」

　そう言われて、俯うつむくしかできなかった。

　自分でもそれはよくわかっているが、それでも遺体を見るまでは彼は生きていると信じたかった。想月はあの時、確かに改心してくれたのだ。

　しかし罪の償つぐない方が、白桜の思っていた方法とは違っていた。

（でも、あの時風のせいで最後まで聞こえなかったけど、想月は〝二つの道がまた重なる時を──〟って言ってた。その後の言葉はきっと〝楽しみにしている〟だったんじゃないかな）

　都合のいい解かい釈しやくかもしれない。だけど、そう思わずにはいられなかった。

　つまり、彼は死ぬつもりなんてなかったのだと思う。

　そう見せかけて姿を消しただけのように思えてならなかった。

　そうでなければ、二つの道がまた重なる時を──なんて言葉は使わないはずだ。

　死んでしまったら、永遠に道が重なることなんてないのだから。

　そして彼には、〝使命をまっとうしてください〟とも言われていた。

　それは白びやつ虎こ家の跡あと取とりである〝白桜〟として生きてくださいという意味だと思う。

　一いつ緒しよに罪を償おうと言った言葉は噓うそではない。

　だが彼にもう一度会えた時、白桜としての使命をまっとうしたと胸を張って言いたかった。

　そうしたら、想月はきっと、よく頑がん張ばりましたねとほめてくれるだろう。

（きっともう一度想月に会える日がくるはずだ！　だからそれまでは精いっぱい、白桜としての人生を生きよう！）

　新たな決意は、白桜の胸に熱い炎ほのおを燃やしていた。







「おい、そろそろ時間だぞ」

　決意を胸に宜陽殿を見つめていた白桜は、青丞の言葉にはっとした。

「ああ、本当だ。急がなくては」

　大切な用事があったのを思い出した。おそらく青丞はその為に呼びに来てくれたのだろう。

　白桜は桜の木の下から出て、青丞と一緒に大内裏の北にある偉い鑒かん門もんへと向かう。

　大きな瓦かわら葺ぶきの門の下には、二人の青年が立っていた。

「碧嵐！　草薙様！」

　旅支じ度たくをしている彼らに駆け寄る。二人がこちらを向いて、微笑ほほえんだ。

「わざわざ来なくても良かったのに」

　目を細めている碧嵐は、謀反が起こった十日前とはまるで別人のようで、つきものが落ちたように穏おだやかな雰ふん囲い気きを醸かもし出している。顔つきもずいぶんと柔やわらかくなっていた。

「お二人の新たな旅立ちの日です。何もできませんが、お見送りぐらいはさせてください」

　白桜は、さきほどの木から折った一枝の桜を差し出した。

「春の旅立ちは縁えん起ぎがいいと思います。どうか道中お気をつけて」

　碧嵐が枝を受け取って、桃もも色いろの花の香かおりを楽しむように顔に近づけた。

「……白桜、君には感謝している。私と草薙は本来処しよ刑けいになってもおかしくない身だった。君が私達は騙だまされていただけだと、主上に必死で訴うつたえてくれたおかげで命は助かった」

「いいえ。とんでもないです。確かに処刑は免まぬかれましたが、二人とも都落ちする事になってしまいました。……力不足ですみません」

　食い下がったが、龍宝帝にさすがにお咎とがめなしというわけにはいかないと言われた。

　龍宝帝も事情は理解していて、実の息子むすこの事でもあるので、何とかしてやりたいと骨を折ってくれた。そして最終的に、都を追放という処分に至ったのだ。

「いや、これでいい。新しい土地で、やり直す機会を頂いたのだ。自分自身をじっくり見直して、これから先の事を考えたい」

　これがきっと本当の碧嵐なのだと白桜は思った。

　彼はやはり、第一印象の通り、正義感が強くて優しく穏やかな青年なのだ。

　ただ、大事な母親を守りたい気持ちを利用されていただけにすぎなかった。

　白桜は碧嵐の背後で控ひかえている草薙に会え釈しやくした。

「草薙様、碧嵐をよろしくお願いしますね」

　草薙が口元を緩ゆるめて、大きく頷く。

「ええ、この命に代えても」

　彼の決意が伝わってくる力強い言葉だった。

　互たがいに目を合わせて微笑む碧嵐と草薙を見て、今までずっと疑問だった事を口にした。

「あの、ずっと聞きたかったのですが、草薙様が鬼おにの子だと誤解を受けて処刑されようとした時、碧嵐が助けたのでしょう。どうしてですか？　それまで面識はなかったのでしょう？」

　そんな事をしたら、龍宝帝の命令に逆らう事にもなる。

　いくら子供だったとはいえ、それがどれほど恐おそれ多い事か、碧嵐もわかっていたはずだ。

　知り合いでもない人間の為に、どうしてそこまでしたのだろうか。

　碧嵐がふいに苦く笑しようした。

「実は私と草薙は、面識があった。草薙は、私の鳥を助けてくれたからな」

「鳥？」

　首を傾かしげると、草薙がばつの悪い顔をした。

「碧嵐様、その話は……」

「いいではないか。……私は幼い頃ころに鳥を飼っていた。美しい声で鳴く小さな鳥だ。その鳥がある時怪け我がをした。おそらく母を疎うとましく思う側室達の嫌いやがらせだ。息絶えそうになっている鳥を見て、幼かった私は泣いて泣いて、そしてとんでもない事を思いついた」

　碧嵐が目をやったのは、仏ぶつ頂ちよう面づらの草薙だった。

「その頃、牢ろうに鬼の子だという少年がいると噂うわさになっていた。そこで私は考えた。摩ま訶か不思議な鬼の力なら、鳥の怪我を治してくれるのではないかと。それで牢ろう番ばんが交代する隙すきを狙ねらって、牢に忍しのび込んだ」

　今の冷静な碧嵐からは考えられない行動だった。目を丸くしていると、碧嵐が微笑んだ。

「こう見えて、その頃の草薙は悪態ばかりつくかなりの悪ガキだった。これなら鬼の子だと言われても仕方ないと思えるくらいに、口が悪くて牢の中でも暴れ回っていた。だが、私は勇気を振り絞って、鳥を助けてほしいと頼たのんだ。案の定、断られたがね」

　草薙を見ると、目をそらしたまま横を向いている。碧嵐が面おも白しろがるような顔つきをした。

「そうやって最初は相手にしなかったのに、鳥が弱っていくのを見ると、まずは温めろと言って着物を脱ぬいでくるんでくれた。動物が弱っている時は温めて水をやって、後は祈いのるしかないと言って、不思議な呪じゆ文もんを唱えてくれた」

　碧嵐が懐なつかしそうに目を細めた。

「そして不思議な事に、呪文が効いたのか温めたのが良かったのかわからないが、次の日には鳥は回復したんだ。私はまた、鳥の美しいさえずりを聞く事ができたんだよ」

　鳥が無事だったと聞いて、白桜もほっとした。

「助かってよかったですね」

「ああ、あの鳥は私の唯ゆい一いつの友達だった。周りは側室達とその子供達ばかり。なかなか心を許せる人は少なくてね。……それもあって、草薙は鬼の子などではないと思った。人の心を持つからこそ、鳥を助ける為に手を貸してくれた。だからそれを正直に主上に訴えたのだ」

　二人にはそんないきさつがあったのかと、驚おどろきに目を見張った。

　碧嵐は草薙を、大切な鳥の命の恩人だと言い、草薙は碧嵐を、鬼の子だと疑われて処刑される所を助けてもらった恩人だと言う。

　大切なものを助け合った二人には、目には見えない深い絆きずながあるのだと思った。

「お二人は仲良しなんですね！」

　思わず口にした言葉に、碧嵐が眉まゆ根ねを寄せた。

「女子供のような言こと葉ば遣づかいだな。白桜はたまにそういう事を言う時がある。白桜は女ではないから、まだまだ子供だという証しよう拠こだな」

　苦笑されて、息が止まる思いがした。

「そ、そうですね！　気をつけます。あははははははは！」

　笑ってごまかすと、なぜか碧嵐の背後にいた草薙が意味深な笑えみを浮うかべた。

　彼に見つめられると、まるで何もかもを見み透すかされているような気さえしてどぎまぎする。

（何だか、すっごく草薙様の笑みが気になる！　草薙様の陰おん陽みよう師じとしての力は都一なんだよな。特に占うらないは百発百中だし……）

　内心で焦あせっていると、草薙がふいに近寄ってきた。

「私もあなたには感謝しています。おかげで碧嵐様と一緒に命は助かりましたし。……だから最後に一つ、先日あなたを占った結果をお教えしましょう」

「え!?　いいです。前にも恋こいの嵐あらしが吹ふき荒あれるとか言われて、ひどい目にあったから！」

　そう、草薙の予言通り、女性の胡蝶に求きゆう婚こんされたり、白桜と里桜のお見合いが同日同時刻に重なったりして、対応に大わらわだった。

「そんな事を言わず。そうそう、これはあなただけに伝えたいので、こちらに来てください」

　手招かれて、仕方なく草薙と一緒に、青丞達から離はなれる。

　すると彼がそっと耳に口元を近づけた。

「……近々、あなたの秘密を脅おびやかす重大な事件が起こるでしょう。恋の嵐が旋せん風ぷうを巻き起こし、国中を巻き込んで、更さらに拡大します。それを乗り切れるかどうかはあなた次し第だいです。十分気をつけて。里桜姫」

「…………！」

　最後の一言に、思わず悲鳴が出そうになった。慌あわててそれを口を塞ふさいで止める。

　すぐに草薙に目をやると、彼は意地の悪い笑みを浮かべていた。

「大だい丈じよう夫ぶ、あなたの秘密は黙だまっておきます。あなたは碧嵐様の命の恩人ですから」

　その一言を残して、草薙が碧嵐に微笑みかけた。

「参りましょう、碧嵐様」

　身体からだを硬こう直ちよくさせている白桜を不思議そうに見つめながらも、碧嵐が頷うなずいた。

「世話になったね、白桜。私は間ま違ちがった道を選ぶ所だった。君のおかげでもう一度やり直せる。……ありがとう」

　ようやく気を取り直した白桜は、差し出された碧嵐の手をぎゅっと握にぎった。

　胸が熱くなる言葉だった。碧嵐が新たな道を歩む気になってくれたのが、何より嬉うれしい。

「お礼なんていりません。前にも言いましたけど、碧嵐は大学寮りようの時に助けてくれた。あの時、すごく嬉しかったのです。……あなたに会えて良かった。また、必ず会いましょう」

　握られた手に伝わる力は強かった。それが碧嵐の意思の証あかしのような気がした。

　手を放した碧嵐が、青丞に目をやる。

「お元気で。……兄上」

　わずかに恥はずかしそうに、碧嵐が微笑む。青丞が力強く頷いた。

「お前にそう呼ばれるのは、何年ぶりだろうな。……しばらく都を離れてゆっくりしてこい。ほとぼりが冷めたら、必ず俺が都に呼び戻もどしてやる。それまでお前の母は、青せい龍りゆう家で預かろう。不自由はさせないから、心配するな」

　二人からは、今までにあった敵意も緊きん張ちよう感かんも消えている。

　穏おだやかに話をする二人の兄弟を見て、白桜は嬉しさがこみ上げた。

　彼らがわかり合える日がくればいいとずっと願っていた。

　やっと今日、その時が来たのだ。

「では、また」

　短い挨あい拶さつを残して、碧嵐と草薙が門を出て行く。

　言葉の続きは、必ず会おうと続くはずだ。その気持ちはみんな同じだった。

　見送る碧嵐達の背中で、風に乗って桜の花びらが舞まっていた。
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『里桜姫』が大だい内だい裏りに呼び出されたのは、碧嵐が旅立った三日後だった。

　大内裏には戻らないでおこうと決めた白桜だったが、どうしても確かめたい事があって、意を決して再び裳も唐から衣ぎぬに袖そでを通した。

　女によう房ぼうの橘に手を引かれて、紫し宸しん殿でんの広間に赴おもむくと、龍宝帝が心配げな声を上げた。

「里桜姫、その目はどうした……！」

　驚くのも無理はない。実は紅の目を隠かくす為ために、目にさらしを巻いていた。

（さすがに驚かせてしまったかな。でも目の色を変える薬はもう手元にはないし、これしか隠す方法はなかったんだ）

「実は目が腫はれてしまいまして。しかも両目なのです。お医者様が、しばらくはさらしをとってはならぬと……」

　橘に誘ゆう導どうされて龍宝帝の前に座り、軽く頭を下げる。

　うまく隠してはあるが、実はさらしの隙すき間まから辺りの様子が窺うかがえるようにしてあった。

　橘が広間から出て行くと、龍宝帝と二人だけになる。

　さすがに緊張しつつ、白桜は再び頭を下げた。

「許可無く屋や敷しきに戻ってしまい、申し訳ありませんでした。思いもよらぬ事が起きて、気が動転してしまいまして。大内裏に戻らなければと思ったのですが、体調が思わしくなかった上に、目が腫れて何も見えないような状態だったのです」

「そうか。それは大変だったな。気にせずともよいぞ。大内裏に忍び込んだ忌いみ神一族の者に連れ去られて、怖こわい思いをしただろう。賊ぞくの侵しん入にゆうを許したのは、大内裏を預かる私の責任だ。勅ちよく旨しを控ひかえていたのだから、警護をもっと増やすべきだった。すまなかったな」

　どうやら龍宝帝も、里桜姫は想月に連れ去られたせいで大内裏から姿を消したと思ってくれているようだ。本当は少しばかり事情は違うが、それを説明するわけにはいかなかった。

　龍宝帝が息をついて、肘ひじ置きに手をかけた。

「今はゆっくり養生するが良い。だが目が治ったら、もう一度尚侍ないしのかみとして大内裏に参るように。以後は敵の侵入を許したりしない。二度と誘ゆう拐かいされるなどという恐おそろしい思いはさせぬ」

　早さつ速そくきたなと思いつつ、しおらしい様子で頭を下げる。

「その事ですが、わたしにはやはり尚侍のお役目はとても務まりません。白びやつ虎こ家の屋敷に戻りたいと思います」

　ちらりと目だけを上げると、龍宝帝は少しも納なつ得とくしていない表情だった。

「尚侍は嫌いやか？」

「尚侍のお役目は素す晴ばらしかったです。様々な経験をさせて頂きました。ですが……」

　言いよどむと、龍宝帝がふっと口角をつり上げた。

「後宮で怖い目にあったのが原因か？　確かに矢で狙ねらわれるというのは恐ろしかっただろう。私も先日同じ目にあったばかりだからよくわかる」

　誰だれの仕し業わざかはわからないが、後宮で花はな嫁よめ修しゆ業ぎようを始めた矢先、命を狙われた。

　それに対して龍宝帝は、何も言わなかった。

　知らないのかとも思ったが、どうやらそうではなかったようだ。

「やはり、ご存じでしたか。……わたしを狙った犯人を積極的に捕つかまえようとしなかったのは、犯人が誰だかわかっているけれど、処しよ罰ばつできないからではないですか？」

　背筋を伸のばして問い質ただすと、龍宝帝が苦く笑しようした。

「どうしてそう思う？」

「おそらく、わたしを狙った人物が公おおやけになると、政務に支障が出るからです。たとえば……とても大きな権力を持つ貴族のご息女、とか」

　側室達の多くは、身分の高い貴族の娘むすめだ。

　改革が始まろうとしている大事な時だ。味方になってくれる貴族は一人でも多い方がいい。

　もし犯人が側室達の誰かだとわかっても、父親の事を考えれば処罰できなかったのだろう。

「なるほど。やはり里桜姫は賢かしこい。その賢さと、私に堂々と意見ができる度胸が実に好ましい。……里桜姫、そなたの才能に感服した。中ちゆう宮ぐうになれるのはやはりそなたしかいない」

　面と向かって求婚されたが、もう心は決めていた。だから眉まゆ一つ動かさなかった。

「もう狙われるのは嫌です。犯人が捕まらない以上は、戻るわけにはいきません」

　毅き然ぜんと言い放つ。これで龍宝帝は諦あきらめてくれるだろう。

　政務の関係上、犯人を捕まえられないのなら、この条件を出せば引くしかないはずだった。

　だが、龍宝帝の余よ裕ゆうの笑えみは変わらない。

「……そうそう、弘徽殿女御が宿下がりをした」

　突とつ然ぜん何の話かと眉まゆ根ねを寄せた。白桜は弘徽殿女御の顔を思い出す。

　美しい女性だった。中宮に一番近いだろう側室で、いつも嫉しつ妬とに満ちた目でこちらを睨にらんでいた。龍宝帝が、なぜか満足げな表情を浮かべる。

「彼女と一いつ緒しよに、弘こ徽き殿でんの数人の側室達も実家に戻った。どうやら体調が悪いらしい。流行はやり病かもしれぬな。……そうそう、彼女達にはお抱かかえの陰おん陽みよう師じがいたらしい。呪のろいをかけるのが得意だという陰陽師で、彼女達に頼たのまれて何度か呪いの文ふみを書いていたようだ」

　呪いの文と聞いて、一番に頭に浮うかんだのは、若藤中宮だ。

　彼女には今でも嫌がらせの呪いの文が届くと、青丞が言っていた。

「それから、これは鵬玄が調べてくれたのだが、弘徽殿女御の護衛として彼女の父親が後宮に配置していた武官は、かなり弓矢の腕うでが立つようだ。そういえば、その者はそなたが狙われた後すぐに姿を消している。……偶ぐう然ぜんだろうか？」

　もちろん偶然ではないだろう。推測だが、鵬玄の名前を出したという事は、彼が犯人を示す証しよう拠こを見付けたからではないだろうか。

　そしてわざわざこんな話をしたのにも、理由があるはずだ。

「まさか弘徽殿女御が、犯……」

「それ以上は口にしないように」

　ぴしゃりと遮さえぎられて、慌てて口を閉じた。きっとこれは表おもて沙ざ汰たにはできないたぐいの話だ。

「弘徽殿女御の父親は、宮く内ない省しようでも高い地位にいる。彼を怒おこらせると少々やっかいだった。しかし、今回の謀む反ほんに彼が関かかわっていたようだという証拠が出た」

　龍宝帝は、鼻歌でも歌い出しそうに機き嫌げんが良かった。

「大した関わりではなかったが、それをちらつかせて弘徽殿女御を引き取って……いや、宿下がりに快く応じて頂いた。里桜姫ひめ、私が断言しよう。もうそなたが命を狙われる事はない」

　さすがに龍宝帝はやり手だと思った。

（もしかしたら、弘徽殿女御の父親が謀反に関わっていたというのも、でっちあげかもしれない。多分、主上は早い段階から彼女が嫌がらせの犯人だって知っておられたんだ。だけど、彼女の父親の手前処罰はできなかった。それで今回の謀反にかこつけて……）

　そう考えると、目の前で微笑ほほえみを浮かべる龍宝帝が心底恐ろしいと思った。

　だが同時に、彼にそこまでさせた理由に何となく気付いている白桜は、自分の考えに確信を持った。

「里桜姫、安心して後宮に戻るがいい。前にも言ったが、私は賢い妻を望んでいる。この国を今から作り替かえていく為にも、私の右みぎ腕うでになれるほどの女性がいいと思っている。そなたならぴったりだ」

　ふいに龍宝帝が立ち上がり、すぐ近くまで歩み寄った。そして膝ひざをついて白桜の手を取る。

　男らしい顔に、立派な体たい軀く。この国で一番の権力を持つ龍宝帝にそこまで言われて、嬉うれしくない女はいないだろう。

　そう、〝女〟ならば。

　しかし白桜の心は、今はもう〝男〟だった。

「賢い妻、ですか。……本当はそんな事はどうでもいいのではありませんか？」

　なるべく静かな声を出した。ここからが大内裏に来た本当の目的だ。

　今日こそはこの百ひやく戦せん錬れん磨まの帝みかどの心の内を暴あばいてやる。白桜はそう心に決めていた。

「どういう意味だ？」

　龍宝帝が眉根を寄せたので、わざと余裕ありげに微笑んだ。

「弘徽殿女御がいなくなったからといって、嫌がらせがなくなるとは思えません。女性の嫉妬は恐ろしいと何度も知り合いから言われました。数十人もいる側室達すべてが、嫉妬に身を焦こがさないと言えるでしょうか」

　龍宝帝が動きを止めた。その表情には、さきほどまでの甘さがなくなっている。

「主上、恐れ多いとは思いますが、はっきり言わせて頂きます。わたしを本当に大切な女性を守る為の〝盾たて〟にするのは止やめてください」

　鋭するどく言い放った。ふいに無表情になった龍宝帝からは、冷たささえ感じられてぞっとするほどだ。それでも白桜は気持ちを奮い立たせた。実はずっと気になっている事がある。

　今日はそれを確かめる為に、ここに来た。

「何の話だ？」

　すぐに口元を緩ゆるめた龍宝帝だが、その目には鋭さが残っていた。

「先日、主上に中宮にならないかとお誘さそいを受けた時ですけど」

　その時は突とつ然ぜん迫せまられた上に押し倒たおされそうになって驚おどろいた。

　だが、不思議な事に怖くはなかった。

　青丞に押し倒された時のように、熱い情熱も感じられなかった。

　それがなぜなのか考えて、一つ思い当たった事がある。

「わたしを口説く……いえ、失礼しました。わたしに求きゆう婚こんしているというのに、主上は若藤中宮の心配をされるそぶりを見せられた。女性と親しくなろうとしている時に、他ほかの女性の事を考えるなんて、その男性はどういうつもりなのかと考えてみました」

　よくよく考えれば、とても失礼な行こう為いだ。女性を口説いている時に妻の事を考えているのだから。それをしてしまうという事はつまり……。

「考えてわかったのは、主上が愛しておられるのは、これまでもこれからも、若藤中宮ただ一人なのだと言うことです」

　にっこり笑うと、龍宝帝が驚いたように目を見開く。

「馬ば鹿かな事を……！　彼女とはもうずいぶん会っていない」

「それは若藤中宮が大事だから、わざと会わないようにしているのでしょう？　若藤中宮には後宮を離はなれても呪いの文が届く。今回の事で一いつ旦たん治まるでしょうが、主上が若藤中宮を心配するそぶりを公に見せたり、会いに行ったりしたら、また同じような事が起きるでしょう」

　女性の嫉妬心を止める事はできない。第二、第三の弘徽殿女御はすぐに現れるだろう。

「側室達の嫉妬に耐たえられず、青せい龍りゆう家の屋や敷しきに籠こもっている若藤中宮が心配で、だけど会いに行ったら側室達の嫉妬を煽あおってしまう。しかし政務の関係上、側室達と縁えんを切る訳にはいかない。帝という誰もが羨うらやむお立場なのに好きな女性に会いに行く事もできないなんて……」

　悲しい運命だと思った。どんな贅ぜい沢たくも思いのままだと思われている帝だが、本当はこうして不自由で辛つらい思いをする事も多いのではないだろうか。

　大きな力には、大きな犠ぎ牲せいが伴ともなう。

　龍宝帝はまさに、その言葉通りの運命を辿たどっているのかもしれない。

「……違ちがう。私は若藤中宮を思ってなどいない」

　声にも表情にも惑まどいはなかった。しかしそれは噓うそだと、白桜は直感した。

「思っていないのなら、どうして後宮を出て行った若藤中宮と離り縁えんなさらなかったのですか？　それに……若藤中宮の様子を、胡蝶姫からお聞きになっていますよね」

　それは花はな嫁よめ修しゆ業ぎようの合間に手に入れた情報だった。

　胡蝶は、たびたび青龍家の屋敷を訪れて、若藤中宮の話し相手になっているという。龍宝帝は、理由をつけては胡蝶を呼び、それとなく若藤中宮の様子を聞き出しているらしい。

「若藤中宮に会わないのは、側室達の嫉妬から守る為ためです。おそらくですが、彼女の身の安全を守る為、若藤中宮に後宮を出るよう促うながしたのは主上ではないですか？　主上がそう仰おつしやったからこそ、彼女は青丞様の手を借りて、後宮を後にされた」

　龍宝帝は肯こう定ていはしないが否定もしなかった。

　白桜は自分の考えに自信を持っていた。だから堂々と話を続ける。

「ですが誤算だったのは、それでも嫌いやがらせは続いたことです。そこで主上はお考えになった。新しい中宮を選んで、嫌がらせの矛ほこ先さきを変えようと」

　さらし越ごしではあったが、強い視線を投げかけた。龍宝帝がやや目を伏ふせる。

「だから主上は新しい中宮に、少しの事では動じない気き丈じような娘むすめをお望みになったのです。そしてわたしは後宮にきても、側室達の嫌がらせに動じなかった」

　おそらくそれを見て、彼は自分に白羽の矢を立てたのだ。

「中ちゆう宮ぐう候補になれば、わたしが喜ぶと思いましたか？　何も考えずに、すぐ承知すると思いましたか？……わたしを甘くみないでください。主上の愛が本当はどこにあるのかぐらいわかります」

　きつい口調をわざとした。怒っているわけではないが、利用されそうになったのは確かだ。

　龍宝帝は何も言わなかった。さすがに本当の所を突つかれて、ばつが悪いのかもしれない。

「主上が一番大切に思っていらっしゃるのは若藤中宮です。わたしではありません」

　言い切ると、龍宝帝が額に手を当ててため息をついた。

「……賢かしこすぎるのも考えものだ。参った、男相手ならともかく、女性にここまで論破されたら、何も言えない」

　やっと出た敗北宣言に、白桜は心の中でにんまりした。

　今日ここに来た目的は、彼の本音を引き出す為だったからだ。

「帝の愛は若藤中宮のもの。身代わりにされて、嫌がらせの矢やお面もてに立たされるのは辞退致いたします。尚侍ないしのかみのお役目も辞退申し上げます。……主上、まずは青丞様とじっくり話をされてはいかがですか。心から若藤中宮の心配をされているのは、主上と青丞様なのですから」

　以前から、龍宝帝と青丞の間にある溝みぞには気付いていた。後宮に来て、若藤中宮が原因であるとようやくわかり、二人の溝を埋うめるにはどうしたらいいかとずっと考えていたのだ。

　おせっかいかもしれないが、青丞も龍宝帝もどちらも素す晴ばらしい人物だ。

　この国を改革していこうというなら、二人の協力はかかせないと思う。

　それに、心のどこかで青丞が母親の事でこれ以上傷付くのは嫌だと思う気持ちもあった。龍宝帝が行ぎよう儀ぎ悪くあぐらをかき、腕うで組ぐみをした。

「……青丞は普ふ段だんは冷静だが、大切な人の為になると感情的になる所がある。そなたを尚侍として大だい内だい裏りに呼んだと知って、私の所に怒ど鳴なり込んできたように。あれはまだまだ子供だ。……巻き込みたくない」

　最後の一言は呟つぶやくような声だった。

「大切なんですね、青丞様が。女性達の嫉しつ妬とは深く恐おそろしいと知っているからこそ、主上は何もかもを一人で解決しようとなされた。下手に青丞様に相談して、彼に攻こう撃げきの矛先が向くのだけは避さけようとなされたのですね」

　普段は本当に親子かと思うほど、我関せずの態度を貫つらぬいている龍宝帝だが、やはり息子むすこを愛する父親なのだと思った。

「本当の主上は、きっと人一倍家族を大切にされる方なのだと思います。愛する妻と息子を危険から遠ざけたくて、わざと二人に興味がないふりをされている。でもそのせいで大切な息子に嫌きらわれてしまうなんて」

　この国で一番の権力者は、もしかしたらこの国で一番孤こ独どくなのかもしれないと思った。

　たった一人で家族を守り、それなのにその家族からは誤解されて嫌われる。

　それでも彼は愛する家族の為に耐たえているのだ。

「それが父親としての務めだと思っている」

　初めて、龍宝帝の本音が聞けた気がした。白桜は目的を遂とげてゆっくりと微笑ほほえむ。

「ですが、わたしが知っている青丞様はもう子供ではありません。確かに感情的になられる所はあるかもしれませんが、ちゃんと話し合えば主上の気持ちを理解してくれるはずです。青丞様にすべてを打ち明けるべきだと思います」

「だが青丞は私と話をするのを嫌がっている。私も悪かったとは思っている。側室達の父親との関係もあって、表だって若藤を守ってやれなかった。青丞はそんな私を薄はく情じようだと言って避けて、たまに顔を合わせれば憎にくしみの目を向けるようになっていた」

　龍宝帝は、やや伏し目がちだ。その姿がとても親しみやすく思えた。

　彼も帝みかどである前に、息子との関係に悩なやむ一人の父親なのだ。

　白桜は、入り口の襖ふすまへと顔を向ける。

「きちんと話し合えばわかり合えます。……そうでしょう、青丞様」

「なに……？」

　龍宝帝が目を見開いて襖を見つめた。するとそこが開き、驚いた表情の青丞が顔を見せる。

「お前……！　どうして、ここに？」

　龍宝帝が目を丸くした。白桜は青丞の隣となりにいる橘にこっそり目をやって、小さく頷うなずく。

　青丞と直接顔を合わせるのは危険だとも思ったが、目にさらしを巻いている事もあって、彼は里桜と白桜が同一人物だとはわからなかったようだ。

「わたしがお呼びしておきました。主上、若藤中宮や青丞様に悪いと思っていらっしゃるなら、彼と膝ひざをつき合わせてこれからの事をお話しになってくださいませ。如月様にも話を通して、今日の午後は政務を入れないよう頼たのんでいますので、時間はたっぷりあります」

　橘が近寄って、手を握にぎってくれる。目が見えないふりをしつつ、ゆっくりと立ち上がった。

「主上の仕事と私事の管理をするのも、尚侍の仕事の一つ。これがわたしの尚侍としての最後の仕事です。後はごゆっくり」

　一礼すると、龍宝帝が手を上げて呼び止めようとした。

　しかしその手を下げて、大きく息を吐はき出す。

「……なるほど。参った。これは一本とられた。……里桜姫ひめ、礼を言おう。ありがとう」

　苦く笑しようしつつも、龍宝帝の顔は晴れやかだった。

　白桜は戸と惑まどう青丞をその場に残し、部屋を後にした。
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　都から少しばかり離はなれた街かい道どうには、桜さくら吹雪ふぶきが舞まっていた。

　笠かさを目ま深ぶかに被かぶった僧そう侶りよは、道沿いにある大きな桜の木を見上げて足を止める。

　春の陽気は心地ここちよく、日差しは眩まぶしいほどに輝かがやいていた。

「お坊ぼうさん。どこまで行きなさる」

　声をかけて来たのは、同じく桜を見上げていた老人だ。

　腰こしの曲がった老人に、僧侶は微笑んだ。

「南の方へ」

「ええですな。暖かい所に行きなさるのか」

「はい。……日の光の下を歩きたくなったので」

　不思議な理由だと思ったのだろう、老人が首を傾かしげた。

　しかしそれ以上はその話には触ふれず、都の方角に目を向ける。

「お坊さんは都から来なさったのか？　そういえば、都は天子様に逆らった貴族達がいたとかで、それを捕つかまえたり調べたりと、大おお騒さわぎになっとるようですな。そんな都を離れて、暖かな所でのんびり暮らしたいと思う気持ちはわかります」

　うんうんと頷いている老人と、ひとしきり世間話をした。

　しばらくすると気がすんだのか、老人が一礼して去っていく。

　僧侶は笠をわずかに上げてそれを見送り、改めて都の方角に目をやった。

「都は騒さわがしくなっている……か。もう私は助けてあげられないのですから、無む茶ちやはしないでください。里桜姫」

　それは愛いとしい人の名だ。この命よりも大事だと初めて思った女性だった。

　彼女を残して都を去るのは後うしろ髪がみが引かれる思いだ。

　それでも心を決めてゆっくりと微笑んだ。

「……使命よりも、憎しみよりも、あなたが笑って生きている事の方が大切です」

　呟きが春の風に乗って、都にいる愛しい人に届けばいいと、想月は思った。
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　白桜は正装して大内裏に参るようにと命じられ、緊きん張ちようの面おも持もちで紫し宸しん殿でんの広間に来ていた。

　呼び出されたのは、白桜だけではないようだ。隣には青丞がいる。

　そしてどうやらまだ姿は見せていないが、鵬玄と朱咒も呼ばれているようだった。

「いったい、何事なのでしょう。何の為ために呼び出されたのか知ってますか？」

　困こん惑わく気味に聞くと、青丞が肩かたを竦すくめた。

「さあな。まあ、また父に無理難題を言われるのではないか。今までもそうだっただろう」

　ふと、白桜は青丞の様子が以前と違ちがうと気付いた。

　前は龍宝帝の話をする時は、刺とげ々とげしい口調と表情だったのに、今はずいぶん穏おだやかな様子だ。

　それに、龍宝帝の事を〝主上〟ではなく〝父〟と呼んだのも驚おどろきだった。

　今まで、必要な時以外でそう呼んだのを聞いた事がなかった。

（主上との話し合いは、うまくいったのかな）

　若藤中ちゆう宮ぐうが後宮に戻もどるという話はまだ聞いていない。

　だがきっと青丞と龍宝帝との間で、彼女の幸せについて何かしらの話し合いが行われたのだろう。そして二人は、互たがいが納なつ得とくのいく結果を出したのに違いなかった。

　どういう結論を出したのか聞きたかったが、家族の問題にそこまで踏ふみ込むのは憚はばかられた。

「よかったですね」

　だけど黙だまっていられなくて、思わずそう口にすると、青丞が首を傾げた。

「何がよかったんだ？」

「あっ、いえ、何でもないです」

　二人の話し合いを促うながしたのは〝里桜姫〟だ。白桜がそのことを聞いてはならないだろう。

　あたふたと居住まいを正していると、青丞がそっとこちらに膝を向けた。

「それより、ちょっと聞きたい事がある。里桜姫の事だが……」

　まじめな口調になった青丞に、どきっとした。

　彼には里桜姫の時に顔を見られている。

　以前里桜姫のふりをしていた都桜と、顔が違っているのに気付かれているはずだ。

　今までいろいろとありすぎたせいか、青丞はまだその話を切り出していなかった。

（まずい！　なんて言って切り抜ぬけよう。見間違いだって言い張って、何とか納得してもらえるだろうか）

「あ、姉がどうかしましたか？」

　頭は混乱しているが、もう逃にげるわけにはいかない。白桜は思い切って聞き返した。

「……想月に誘ゆう拐かいされていたのだろう。大だい丈じよう夫ぶだったか？」

　だが彼の話は思っていたのとはずいぶん違っていた。

「え？」

「だから、怪け我がはないかと聞いているのだ。先日お会いしたが、目にさらしを巻いていた。まさか、あれは想月に何かされたのではあるまいな」

　心配してくれる気持ちは嬉うれしかったが、気になるのはそれではない。

　どうして彼は顔の事を聞かないのだろう。

「えっと……想月に何かされたりはしていません。目ももうすっかり治っています。それより、他ほかに気になる事ってないんですか？」

　あまりに不思議すぎて、思わず聞いていた。青丞が眉まゆ根ねを寄せて、首を傾げる。

「他に？　ああ、そういえば後宮の彼女の部屋で一度会ったが、急に悲鳴を上げて走っていった。いったい、あれは何事だったのだ？　あの時、部屋に入ってきた彼女の後ろから夕日が差していて、とても眩しかったのだ。おかげで彼女の表情がよくわからなかったのだが」

「えっ!?　そうなんですか！　ほ、本当に顔は見えなかったんですか！」

　慌あわてて身を乗り出すと、あまりの勢いに驚いたのか、青丞が軽く目を見開いた。

「あ、ああ。逆光であまりよくはわからなかったが、声が彼女だったから間違いないと思って話しかけた。……もしかして部屋に勝手に入ったから、怒おこっているのか？」

　伏ふし目がちの青丞は、反省しているようにも見える。

　白桜は思わず心の中で拳こぶしを握った。

（何だ！　見えてなかったのか……。よかった！）

「もし彼女が部屋に勝手に入ったのを怒っているのなら、謝りたいのだが」

　恋こいをすると、人は不安になるというが、さすがの青丞も里桜姫の事になると慎しん重ちようになるようだ。白桜は心の底からほっとして、にっこり笑った。

「姉は、怒ってないと思います。後宮での仕事が大変だったので、しばらく疲つかれて体調が悪かっただけで、今はもう元気になりました」

　目に見えて、青丞が晴れやかな表情になる。

「そうか。では、後で会いに行きたい。屋や敷しきに寄るからな」

　また重くて動きにくい裳も唐から衣ぎぬを着なければと、ため息をつきそうになる。

　しかしとりあえずは秘密が守れたのだ。白桜は万歳して大喜びしたい気分だった。







　しばらく青丞と話をしていると、鵬玄と朱咒がやはり正装して姿を見せた。

　二人にも呼び出された理由を聞いたが、知らないといわれ、白桜は首を傾げる。

　四人で横一列に並んだ所で、襖ふすまが開いて龍宝帝が堂々とした様子で入ってきた。

　白桜はみんなと一いつ緒しよに頭を下げる。

（いったい、何の用事で呼び出されたんだろう。今まで主上の思いつきと策略でとんでもない目にあってきたもんな。どうか、変な話じゃありませんように）

　心の中で祈いのりを捧ささげて頭を上げる。龍宝帝が威い厳げんのある態度で、白桜達を見回した。

「このたびのそなた達の働きは見事であった。私を狙ねらう計画を暴あばき、それを逆手に取って、私に逆らう貴族達をあぶり出してくれた。礼を言おう」

　ん？　と目を何度も瞬まばたかせた。どうやらほめられたようだ。

　てっきりまたろくでもない提案をされるのだろうと思っていたが、どうやら違うらしい。
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「特に白桜。そなたの知ち恵えと働きは素す晴ばらしかった。そなたは身体からだは小さいが、その頭の中には人の心を思う優やさしさと正義を持っている。これからも私の改革を手伝ってくれ」

　面と向かってそう言われて、嬉しさがこみ上げてくる。

　男として生きて、辛つらい目にも怖こわい目にも何度もあった。

　だが男として生きる事には、御み簾すの中でほとんど人にも会わずに生きる姫ひめだった時には得られなかった達成感がある。

　自由に動き、意見を率そつ直ちよくに言える男としての生き方は、やりがいがあった。

「ありがとうございます！　ですが今回の事はわたし一人の力ではありません。わたしだけだったら、きっと計画倒だおれに終わっていたはずです。つたない計画を朱咒が補強し、鵬玄が必要な情報を集め、青丞が実行に移してくれた。みんなで力を合わせた結果、成功したのです」

　横に並んだ仲間達に目をやった。

　彼らと親しくなれたのが、都に来て一番嬉しい出来事だ。

「主上の前で失礼かもしれませんが、改めてみんなにお礼を言いたいです。……ありがとう、助けてくれて。わたしは頼たよりないし腕わん力りよくもないし突つっ走る所があるけれど、でもこれからも一緒にいさせてください。みんなと一緒にいるのがとても楽しいんです」

　謀む反ほんの後始末にみんな奔ほん走そうしていて、全員で顔を合わせる事がなかなかなかった。

　だからこの機会を借りて、どうしても言いたかった。

　男同士の友情とはこういうものなのだろうと思う。べたべたくっついたり、ひっきりなしに喋しやべったりはしないけれど、彼らは誰だれよりも頼れて信しん頼らいできる仲間だった。

　鵬玄が男らしい笑えみを浮うかべる。

「もちろんだ。お前は俺の親友だ。危険な時は必ず駆かけつけると言っただろう。これからもそれは変わらない」

　朱咒が流し目にこちらを見た。

「白桜は可愛かわいいからね。大好きな君の為ために手を貸すのは、男として当然だよ。ああ、でも今回は君と一緒の部屋になれなかったから、一緒に寝ねよう攻こう撃げきができなくてつまらなかったなぁ」

　ぼやいた朱咒に、青丞が苦く笑しようした。

「あまり坊ぼうやをいじめるな。……いや、そろそろ坊やは卒業だな。最初は貴族達の中でやっていけるのかと思っていたが、なかなかどうして、お前は根こん性じようのある男だった。今回の事で、さすがに坊や扱あつかいはできなくなったぞ。だから仕方なくだが、坊やは止やめて白桜と呼んでやる」

　偉えらそうだと思わないでもない口調だが、青丞らしいと思った。

　今までも何度か白桜と名前で呼ばれた事はあったが、基本は坊やだった。

　それを止めるという事は、彼の中で自分は一人前になったということだろう。

（誰かに認めてもらうって嬉しいな……！）

　やりがいや達成感は、自分を高めてくれると思った。

　幸せな気持ちを味わいながら、白桜は頭を下げる。

「都に来てから、みんなにはお世話になりました。これからも頑がん張ばりますので、よろしくお願いします！」

　そんな様子を見ていた龍宝帝が目を細めた。

「そなた達は面おも白しろいな。そのまままっすぐ成長してくれるのを祈っているぞ。……では、話を戻もどそう。これは私からの今回の礼だ。受け取ってくれ」

　手招かれて、全員で龍宝帝の前に進み出る。

　一人ずつ手て渡わたされたのは、檜ひ扇おうぎだった。

「開いてみるといい」

　龍宝帝に促うながされて、木でできた扇を開いてみる。

　そこには達筆な字で何か書かれていた。

「これは……！」

　青丞の驚おどろきの声と同時に、白桜もあっと声を上げた。

「陽真乙国の為に働く官かん吏りとして、正義と忠実を胸に民たみ達の手本となれ……これって！」

　見上げると、龍宝帝が大きく頷うなずいた。

「今回の働きを認めて、お前達四人を正式な官吏とする。来月より、大だい内だい裏りに官吏として登庁するように」

　あまりの事に、目も口も大きく開いてしまった。夢ではないだろうかとさえ思う。

　今までは見習い官吏だったが、とうとう憧あこがれていた正式な官吏になれるのだ。

「白桜、鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食くらったような顔とはまさにそれだな。……本当は試練を与あたえようと思っていたが、今回の事は私が与える試練などより、よほど大きな功績だ。そなた達はこの国と私の命を救ったのだから。今後は正式な官吏として、私を助けてくれ」

　苦笑した龍宝帝に、思わず涙なみだが出そうになった。嬉うれしくて嬉しくて、唇くちびるが震ふるえた。

　それでもぐっとそれを堪こらえた。

　陽真乙国の男子たるもの、人前で泣くわけにはいかない。

　白桜は横に並んでいる四神の跡あと取とり達に目を向けた。

　鵬玄は大親友だ。強くて勇ゆう敢かんで、男の中の男だと思う。誰よりも信頼できる存在だ。

　朱咒は何を考えているかわからない。だが実は内ない偵てい官かん吏りとして隠おん密みつ行動をし、国の為に命さえ捧げる情熱のある男だった。

　そして青丞は尊敬できる男だった。冷たく見えるが正義感が強く、熱い魂たましいを持っている。

　そんな彼らと、この国を支える官吏になれると思うと、誇ほこらしさと嬉しさで胸がいっぱいになる。白桜はみんなと一緒に龍宝帝に向かい、深々と頭を下げた。

「心して、お仕え申し上げます！」

　四人全員で合わせた声は、ぴったりと揃そろっていた。
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「とうとう、正式な官吏になれた。おじいさまに早く報告したいな！」

　屋や敷しきに戻った白桜は、うきうきと声を上げた。

　大宰府に行った上総から五日後に戻ると手紙が届いたばかりだ。きっと喜んでくれるだろう。

　嬉しすぎて落ち着かず、自室の文ふ机づくえに頰ほお杖づえをついて、思わずにやけた。

「これで主上の改革のお手伝いをもっとできるようになる。大学寮りようの話だって、勅ちよく旨しはなされたけど、実行するのは今からだ。制度を整える事から始めないとならないだろう。こんな歴史的な改革に関かかわれるなんて……！」

　この世に生まれて、人生において何かを成し遂とげられる。人によってその何かは違ちがうだろう。

　だが、やりがいのある仕事につけるとあって、白桜の心は高こう揚ようしていた。

「白桜様、青丞様がお見えですが……」

　そこへ襖ふすまの向こうから、おどおどとした声が聞こえた。

　最近屋敷にきたばかりの女によう房ぼうの花はな房ぶさだ。

　白桜より少しばかり年下で、上総の知り合いの娘むすめらしく、行ぎよう儀ぎ見習いが目的で働いている。

　いつもなら、事情を知っている橘が青丞との取り次ぎをしてくれる。

　だが彼女は今日は実家に戻っていたと思い出して、白桜は腰こしを上げた。

　そういえば、青丞が後で里桜姫に会いに屋敷に寄ると言っていたなと思い出したのだ。

「ああ、では部屋に通してくれ」

　里桜姫の部屋は、隣となりの棟むねだった。

　自室で着き替がえて裏口からその棟に入り、御簾の裏側から部屋へ行くのがいつもの段取りだ。

「かしこまりました」

　返事した花房が下がって行く足音がした。白桜は衣装箱を開けて、裳も唐から衣ぎぬを取り出す。

「着替えるの、面めん倒どうだな。でも、青丞には顔を見られたわけじゃないし、会わないとまたいろいろと言ってきそうだから、ちゃんと話をしよう」

　狩かり衣ぎぬを脱ぬいで、裸はだかになる。暖かい陽気になってきたので、寒さは感じなかった。




　ガタッ！




　単ひとえに袖そでを通そうとした所で、襖の向こうから突とつ然ぜん物音がした。

　白桜は息が止まりそうなほど驚いて、慌あわてて振ふり返る。

　単で裸の胸むな元もとを隠かくしたまま、慌てて襖に駆け寄り、少しだけ開いた。

「せ、青丞……！」

　廊ろう下かの角を走って曲がる後ろ姿があった。短い紺こん碧ぺきの髪かみは、間ま違ちがいなく彼だ。

（まさかっ、見られたのか!?）

　さあっと顔から血の気が引くのがわかった。

　何も身につけていない姿を見られたとしたら、もう言い逃のがれはできない。

　足ががくがくと震えて、頭が真っ白になる。

「今、声が聞こえましたが、どうかなさったのですか」

　そこへ驚いたように襖の外から声をかけたのは、花房だった。

「入っては駄だ目めだ！」

　彼女は白桜の秘密を知らない。慌てて狩衣を摑つかんで、袖を通した。

「ど、どうして、青丞をここに通したんだ！」

　襖越ごしに問いかけた。いつもなら、青丞が里桜姫ひめを訪ねてきたら、彼女の部屋に通すのが常だった。それは橘でなくても知っていたはずだ。

「えっ、ですが青丞様は、白桜様に用事があると言われたので。それで白桜様にお取り次ぎしたら〝部屋に通してくれ〟と言われたので……」

　そう説明されて、ようやくまだ入ったばかりの女房である花房との、意思の疎そ通つうがとれていなかった事が原因だと気付く。

　今まで青丞が屋敷に訪たずねてきた時は必ずと言っていいほど、里桜姫に会いにだった。

　それにさきほど大だい内だい裏りで、後で里桜姫に会いに屋敷へ行くと言っていたので、てっきり里桜姫と会う為に来たのだと思い込んでいた。

　事情を知る橘がいたら、きっと白桜に会いに来たとはっきり伝えてくれたはずだったが、新入りの花房は白桜と里桜姫が同一人物だなんて知らない。

　だから、彼女はそこを強調しなかったのだ。

　誰だれが悪いわけでもない。しいて言えば、用心して確かく認にんしなかった自分が一番悪いだろう。

　いつもならその慎しん重ちようさを持っているのに、正式な官吏になれて浮うかれていた。

「……下がってくれ」

　花房が戸と惑まどう気配を残して、去って行く足音がした。

　白桜は足から力が抜ぬけて、がっくりとその場に頽くずおれる。

「青丞は、見たのだろうか。わたしの秘密を。だったら、もう終わりだ────」

　打ちのめされた気分で、畳たたみに突つっ伏ぷした。

　これからどうすればいいのか、それさえ思い浮かばない。

　わかっているのは、白桜としての人生が崖がけっぷちを迎むかえている事だけだった。









　あとがき







　こんにちは。伊藤たつきです。

『白桜四神　花嫁修業は五里霧中!?』をお届けしました。いかがだったでしょうか？

　今回で第一章が完結です。

　ここに至るまでいろいろとありましたが、ずっと頭の中にあったシーンとかエピソードを書けてとても満足です。

　皆みな様さまにも、楽しく読んで頂けると嬉うれしいなと思っています。







　今回初めて表紙に登場した鵬玄。

　私も大好きなキャラで、どうやら読者さんの間でも評判がいいらしいと担当さんから聞いて大喜びしています。

　これから先、お話がどう展開していくかはまだまだ私にもよくわからないのですが、皆様の応おう援えんによっては鵬玄の恋こい心ごころが成じよう就じゆする事もある……かも？　なんて妄もう想そうしたりしています。

　白桜の気持ちは成長するとともに変わっていくと思うので、これからどうなるんだろうなとわくわくしながら、私も見守っていきたいと思います。

　いつか白桜と二人だけで表紙を飾かざれるように、鵬玄にも頑がん張ばってほしいものです。







　イラストを描えがいてくださった硝音あや先生。

　素す敵てきな表紙をありがとうございました！

　イラストに負けないように、白桜たちにもどんどん活かつ躍やくしてほしいと思っています。







　次回からはいよいよ新章へと突とつ入にゆうします！

　とんでもない所で終わっておりますが、続きはもう少しお待ちくださいませ。

　なるべく早い段階で皆様にお届けできるように、そしてこれからもどんどんお話が盛り上がっていけるように頑張ります。

　ではでは、また皆様にお会いできる事を祈いのって。





伊藤たつき　　




















カバー・口絵・本文イラスト／硝音あや

カバー・口絵・本文デザイン／アフターグロウ











白はく桜おう四し神じん




花はな嫁よめ修しゆ業ぎようは五ご里り霧む中ちゆう!?








伊い藤とうたつき
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